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記載された農薬には、それぞれのRACコードを( )書きで示していますので、農薬

を選択する際の参考としてください。



野菜

作物名 病害虫名 改正事項 改正内容

き ゅ う り ア ブ ラ ム シ 類 掲 載 農 薬 一 覧 サイアノックス粉剤（1B）を削除

フェスティバルM水和剤(40,M03)を削除

す い か ア ブ ラ ム シ 類 防 除 方 法 プリロッソ粒剤オメガ（28）を採用

掲 載 農 薬 一 覧 フェスティバルM水和剤(40,M03)を削除

メ ロ ン 炭 腐 病 防 除 方 法 耕種的防除法及び薬剤による防除法を新設

掲 載 農 薬 一 覧 キルパー（8F）を採用

ト マ ト 疫 病 掲 載 農 薬 一 覧 フェスティバルM水和剤(40,M03)を削除

う ど ん こ 病 掲 載 農 薬 一 覧 プロパティフロアブル（50）を削除

クロスアウトフロアブル（50：○）を採用

コ ナ ジ ラ ミ 類 掲 載 農 薬 一 覧 ダブルシューターＳＥ（5）を採用

ミ ニ ト マ ト う ど ん こ 病 掲 載 農 薬 一 覧 プロパティフロアブル（50）を削除

クロスアウトフロアブル（50：△）を採用

コ ナ ジ ラ ミ 類 掲 載 農 薬 一 覧 ダブルシューターＳＥ（5：△）を採用

え だ ま め ア ブ ラ ム シ 類 防 除 方 法 ベネビアＯＤ（28：△）を採用（無人航空機による散布を含む）

マ メ シ ン ク イ ガ 掲 載 農 薬 一 覧

い ち ご う ど ん こ 病 掲 載 農 薬 一 覧 スクレアフロアブル（11）を採用

オルフィンフロアブル（7）を削除

灰 色 か び 病 掲 載 農 薬 一 覧 オルフィンフロアブル（7）を削除

キ ャ ベ ツ ヨ ト ウ ム シ 防 除 方 法 サイアノックス粉剤（1B）を削除

掲 載 農 薬 一 覧

ア オ ム シ 掲 載 農 薬 一 覧 サイアノックス粉剤（1B）を削除

は く さ い ヨ ト ウ ム シ 掲 載 農 薬 一 覧 サイアノックス粉剤（1B）を削除

ア オ ム シ

タ マ ナ ギ ン ウ ワ バ 掲 載 農 薬 一 覧 スピノエース顆粒水和剤（5：○）を追加

だ い こ ん ア オ ム シ 掲 載 農 薬 一 覧 サイアノックス粉剤（1B）を削除

ヨ ト ウ ム シ

ブ ロ ッ コ リ ー ア オ ム シ 掲 載 農 薬 一 覧 トレボンＥＷ（3A：○）を採用

ね ぎ ベ と 病 掲 載 農 薬 一 覧 フェスティバルM水和剤(40,M03）を削除

ピシロックフロアブル（U17)を削除

黒 斑 病 掲 載 農 薬 一 覧 ダイアメリットＤＦ（M07,19）を採用

葉 枯 病 掲 載 農 薬 一 覧 ジオゼット水和剤（19）を採用

さ び 病 掲 載 農 薬 一 覧 カナメフロアブル（7）を採用

ア ザ ミ ウ マ 類 掲 載 農 薬 一 覧 ダブルシューターＳＥ（5）を採用

ネ ギ ハ モ グ リ バ エ

に ん に く 黒 腐 菌 核 病 防 除 方 法 アフェットフロアブル（7）を採用

掲 載 農 薬 一 覧

葉 枯 病 掲 載 農 薬 一 覧 アフェットフロアブル（7）を採用

ご ぼ う 黒 あ ざ 病 防 除 方 法 ユニフォーム粒剤（11,4）のは種前の作条土壌混和を採用

掲 載 農 薬 一 覧

に ん じ ん 黒 葉 枯 病 掲 載 農 薬 一 覧 パレード２０フロアブル（7）を採用

な が い も 葉 渋 病 防 除 方 法 無人航空機による散布に、オンリーワンフロアブル（3）を追加

スイートコーン ア ブ ラ ム シ 類 掲 載 農 薬 一 覧 ジノテフラン水溶剤（4A）を採用

注１)薬剤名の（ ）内数値はＦＲＡＣコードまたはＩＲＡＣコードを示す。

注２)県内の試験例はないが、以下の点から準拠して記載したもの

　○：東北地域等の県外試験例による採用

　△：同じ科の作物の同一病害虫に対して既に採用記載がある剤  

　◎：緊急対応等

野菜改正事項一覧表　　　　　

－ 野菜2 －



きゅうり

1　きゅうり  

病害虫名及び防除時期

苗立枯病 ○

は種前 1

(床土の土壌消毒）

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○ 排水や日当たりの良い乾燥した場所で行う。

○

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

○

は種時 2 ○

(は種前) (1) オーソサイド水和剤80（F:M04）を種子粉衣する。

(2)

は種直後 3

4 ○

○

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

つる割病

は種前 1 ○ 土壌中の塩類濃度が高くなると発病が多くなる。

定植時 2 ○

3

4 ○ ハウスでは地下給水を行うとよい。

収穫後 5

は種前 1 ○ 「苗立枯病」の項の参考及び注意事項に留意する。

(1) クロルピクリンくん蒸剤99.5%剤(F:-、I:8B) ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0%剤(F:-、I:8B)

○

○

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

(2) 　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

＊ 〔クロルピクリンくん蒸55.0%液剤〕

　クロピクテープ

(3)

○ ディ・トラペックス油剤は住宅付近では使用しない｡

2

消毒済みの床土には土壌病原菌や有害線虫が混入する
と、激しい被害を招くことがあるので床土管理に注意
し、無病種子や無病苗を植付けるようにする。

施肥や酸度矯正のための石灰施用はガス抜き後に行
う。薬剤注入前に施用すると、化学反応を起こして発
芽障害や生育障害を起こす有害物が土壌中に形成され
るので注意する。

　連作を避け、輪作年限をなるべく長くする。

　排水のよい畑を選んで栽培する。

　接木苗を植付する。この場合、接木部分を土中に埋め
込まないようにする。

　耕起整地後、90cm幅でうねを立て、うね中央に約15cm
の深さの溝を掘り、本剤を敷いて直ちに覆土する。覆土
後ポリエチレンフィルム等で被覆し、処理10日以上経過
してからポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕起し
てガス抜きを行う。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように
注意する。

　全面処理に準じて処理する。

　畑の土壌をていねいに耕起整地してから、専用のかん
注機を使用して30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直ちに
足で穴をふさぎ、地表面をポリエチレンフィルム等で被
覆し、ガスもれしないようにフィルムの端は土中に埋め
込む。処理後10日以上経過(地温と被覆期間参照)してか
らポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕起してガス
抜きを行う。

抵抗性台木には黒だねかぼちゃ、雑種かぼちゃがあ
る。

　(1)クロルピクリンくん蒸剤に準じ、注入する。

　無病のほ場から採種し、種子消毒を行う。ベンレート
Ｔ水和剤20(F:M03,1)に浸漬するか、種子粉衣する。

クロピクテープ(F:-、I:8B)

[薬剤による防除法]

　無病の床土を使用する。本病菌が混入しているおそれ
のある場合は焼土を使う。

②　は種溝処理・植穴処理

　次の方法でほ場を土壌消毒する。

ハウス内で土壌くん蒸消毒を行う場合は、取扱いに十
分注意する。

クロルピクリンは住宅や畜舎などの近くでは使用しな
い。

　ディ・トラペックス油剤(F:-、I:8F,8A)

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[薬剤による防除法] クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用す
るときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用する
など、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用
上の注意事項を遵守する。

消毒時の床土は手でにぎり、放した場合に自然にひび
割れする程度の湿度が適当である。

　次のいずれかによって種子消毒を行う。

[耕種的防除法]

　タチガレン液剤（F:32）を土壌かん注する。

　オーソサイド水和剤80（F:M04）を土壌かん注する。

資材の消毒
支柱・育苗用資材等は、床土と一緒に消毒する。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこ
とを確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不
十分だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすの
で、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場
合は放置期間を長くするか耕起反転を十分に行って完
全にガス抜きをする。特に低温処理の場合はガスが抜
けにくいので注意が必要である。

は種後から
２～３葉期

　床土をていねいに切り返し、塊をほぐしてから高さ
30cmに積み(広さは適宜)、表面を均平にする。専用のか
ん注機を使用して30cm間隔に深さ15cmの穴をあけ、クロ
ルピクリンくん蒸99.5%液剤(F:-、I:8B)、又はクロルピ
クリンくん蒸80.0%液剤(F:-、I:8B)を注入して足で穴を
ふさぐ。さらに30cmの高さに床土を積み同様に処理す
る。これをくりかえして適当な高さになったらポリエチ
レンフィルム等で被覆する。注入後７日以上被覆した後
ポリエチレンフィルム等を除いてよく切りかえし、十分
にガス抜きをしてから使用する。
　処理時期は地温が15℃くらいのときがよい。

ベンレートＴ水和剤20（F:M03,1）に浸漬するか種
子粉衣する。

①　全面処理

　被害茎葉及び敷わらは処分する。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)

－ 野菜3 －



きゅうり

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

疫病

育苗時 1

生育全期 2

3

収穫期 4

発病初期 1

つる枯病

定植時 1

2

生育全期 3

収穫後 4

は種前 1

2

発病初期～蔓延期 3

斑点細菌病

は種前 1

2

生育全期 3

4

収穫後 5

定植時 1

発病初期～蔓延期 2 ○

黒星病

低温時 1

収穫後 2

生育全期 1 ○ 低温(17℃位)で多湿のとき発生が多い。

○

 炭疽病

定植後 1 ○ 注意事項はべと病に準ずる。

収穫期 2 ○

発病初期～蔓延期 1 ○

　５～７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布す
る。

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　ハウスでは換気をよくし、過湿にしない。

　被害茎葉は集めて処分する。

[薬剤による防除法]

　被害残さの処分を徹底する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

　ハウスでは多湿にならないようにする。

　被害茎葉及び敷わらは処分する。

スクレタン水和剤は不順天候下で生育が軟弱な時には
薬害を生ずることがあるので注意する。

　無病苗を選んで植える。

　黒だねかぼちゃに接木すると被害が少なくなる。

　排水をよくする。

　敷わら等マルチを行い、雨滴等の地面からの跳ね返り
を防ぐ。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　定植の際は株際を高くし、直接かん水しない。

　発病地では連作を避ける。

　無消毒の種子を使う場合は、種子を乾熱70℃で3日間
処理する。

　育苗資材などを消毒する。

　ベンレートＴ水和剤20(F:M03,1)に浸漬するか、種子
粉衣する。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

ダコニール粉剤は生育前期では３kg、後期では４kgを
散布する。

気温22～24℃、多湿、窒素過多、排水不良畑に発生が
多い。

　敷わら等マルチを行う。

　オリゼメート粒剤(F:P02)を植穴に土壌混和してから
定植する。

[耕種的防除法]

　苗床、ハウス内の保温に注意し、かん水を控えて多湿
にならないようにする。

　被害茎葉及び敷わらは処分する。

　発病前から「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを
散布する。

[薬剤による防除法]

　敷わら等マルチを行い、雨滴等の飛散を防ぐ。

　被害残さの処分を徹底する。

[耕種的防除法]

幼苗のときは、登録の範囲内で低濃度にして使用し、
若い部分（つる先、幼果）にも十分散布する。

　５～７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれ
かを散布する。

－ 野菜4 －



きゅうり

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

べと病

定植後 1 ○

収穫後 2

発病初期～蔓延期 1 ○ 生育初期は登録の範囲内で低濃度にして散布する。

○ 下葉、葉裏にもていねいに散布する。

○ 発病の激しいときは３日毎に散布する。

○

○

○

褐斑病

発病初期～蔓延期 1 　

モザイク病

発病初期～蔓延期 1

2

1

菌核病

は種前 1 ○

生育全期 2

3

4

5

6

発病初期～蔓延期 1 ○

2

○

灰色かび病 ○

生育全期 1

2

3

4

は種前 1

発病初期～蔓延期 2 ○

3 ○

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　病葉、病果は伝染源となるので除去する。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを５～10日お
きに散布する。

スクレタン水和剤は、不順天候下で生育が軟弱なとき
には薬害を生ずることがあるので注意する。

　ハウス等を密閉後、スミレックスくん煙顆粒
（F:2）、ロブラールくん煙剤（F:2）、フルピカくん煙
剤（F:9）のいずれかでくん煙し、12時間以上経過後に
開放する。

[耕種的防除法]

　発病株は早期に抜き取る。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

リドミルゴールドＭＺは耐性菌の発現を回避するた
め、連用を避け作用性の異なる農薬と交互に使用す
る。

　くん煙法

くん煙は夕方戸締り後に行い、翌朝開放する。くん煙
剤に点火したらなるべく早く退出する。くん煙は、発
生が少ないときは７日毎、多い時は３日毎に行う。

耐性菌を回避するため同一農薬の連用を避け、作用機
構（RACコード）の異なる農薬を交互に使用する。

本病は気温20℃前後で、最低気温10℃以下の日が続く
と発生が多い。

[耕種的防除法]

　子のう胞子の飛散を防ぐためマルチを行う。

　肥料を十分施し、肥料切れしないようにする。

　ハウスなどでは夜間の保温に気をつける。

　ハウス等を密閉後、スミレックスくん煙顆粒(F:2)で
くん煙する。

[耕種的防除法]

　ハウスなどでは夜間の保温に気をつける。

　開花後なるべく早いうちに雌花の先をつみとる。

本病は、低温(14～20℃)多湿のときに発生が多い。

　肥料を十分施し、肥料切れしないようにする。

[薬剤による防除法]

　被害株は菌核を生ずる前に抜き取って処分する。

　開花後なるべく早いうちに雌花の先をつみとる。

耐性菌を回避するため同一農薬の連用を避け、作用機
構（RACコード）の異なる農薬を交互に使用する。

　床土は無病のものを使用するか、消毒したものを使用
する。

　床土は無病のものを使用するか、消毒したものを使用
する。(各種野菜、土壌くん蒸消毒の項参照)

　アブラムシ類を防除する。(アブラムシ類の項参照)

[耕種的防除法]

　敷わら等マルチを行い、雨滴の飛散を防ぐ。 気温20℃前後(14～24℃)で多湿、肥料切れのときに発
生しやすい。　被害茎葉を集めて処分する。

[薬剤による防除法]

　発病株にふれた手は石けんでよく洗う。

[薬剤による防除法]

　発病初期から５～７日おきに「掲載農薬一覧」にある
薬剤のいずれかを散布する。

アリエッティＣ水和剤は無機銅剤との近接散布(特に
多湿条件)で薬害を生じるおそれがあるので、無機銅
剤は、アリエッティＣ水和剤を散布後５日間以上、ア
リエッティＣ水和剤は無機銅剤の散布後14日間以上間
隔をおいてから散布する。

スクレタン水和剤は不順天候下で生育が軟弱なときに
は薬害を生ずることがあるので注意する。

－ 野菜5 －



きゅうり

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

うどんこ病

生育全期 1 ○ 多窒素に発生が多い。

発病初期～蔓延期 ○

○

○

○

2

線虫類

は種又は定植前

1

2

○

は種又は定植前

1 ＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

2 　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

○

1

は種又は定植前 ○

2

○

○

3

1

タネバエ

1

は種時 2

ネコブ
センチュウ類

[薬剤による防除法]

　線虫類の項に記載の薬剤のほか、次のいずれかの方法
で防除する。

ネグサレ
センチュウ類

[耕種的防除法]

　対抗植物マリーゴールド（フレンチ種、アフリカン
種）又はヘイオーツを輪作し、鋤き込む。

線虫類の項に記載の農薬のほか、次の薬剤で防除する。
キタネグサレセンチュウは薬剤感受性が低いので、薬量
を登録の範囲内で多目に施用する。

　マリーゴールドは、直播の場合、は種後２ケ月間栽培
してから鋤き込む。栽植距離は15×20cm以下(10a当たり
33,333株以上)とする。移植の場合には移植後40～55日
間栽培してから鋤き込む。栽植距離は40×40cm(10a当た
り6,250株)

ネグサレセンチュウはきくやイネ科の作物の跡地に多
発することがあるので注意する。

バイデートＬ粒剤は、石灰やアルカリ性肥料との同時
施用を避け、１週間間隔をあけて施用する。

ヘイオーツはマリーゴールドに比べ効果がやや劣るの
で、線虫低密度ほ場で利用する。

対抗植物を栽培した場合には、雑草が多いと防除効果
が低下するので、除草に努める。

　ヘイオーツは、は種後２ケ月間以上栽培してから鋤き
込む。は種量は10a当たり8～15kg。

[薬剤による防除法]

は種時
　又は植付時

ストロビーフロアブルは耐性菌が出やすいので、単独
で連用することは避ける。また、浸透性を高める展着
剤は使用しない。

[薬剤による防除法]

　マルチングの前にダイアジノン粒剤3(I:1B)を土壌混
和する。

　カルホス粉剤(I:1B)を土壌表面散布して土壌混和す
る。

ガス抜きについては苗立枯病及びつる割病の項を参
照。

　バイデートＬ粒剤(I:1A)を全面に均一に散布し、作物
の根のまわりに均等に分布するよう土壌とよく混和す
る。

　ネマトリンエース粒剤(I:1B)を土壌全面に均一に散布
し、ただちにロータリーで2回耕起し、土壌とよく混和
する。

　バイデートＬ粒剤(I:1A)を全面に均一に散布し、作物
の根のまわりに均等に分布するよう土壌とよく混和す
る。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを５～７日お
きに散布する。

　くん煙法

次の方法で土壌消毒を行う。

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤＊(I:8B)、又はクロル

ピクリンくん蒸80.0%液剤＊(I:8B)による防除は「苗立枯
病」及び「つる割病」の項を参照する。

[薬剤による防除法]

　ディ・トラペックス油剤(F:-、I:8(他),8A)をクロル
ピクリンくん蒸剤に準じ、土壌注入する。

[薬剤による防除法]

　茎葉散布(露地・施設)

スクレタン水和剤は、不順天候下で生育が軟弱なとき
には薬害を生ずることがあるので注意する。

トリフミン水和剤、ルビゲン水和剤は耐性菌が出やす
いので、単独で連用することは避ける。

ブルームレス台の接ぎ木きゅうりは、うどんこ病の被
害が激しいので注意する。

　ハウス等を密閉後、フルピカくん煙剤(F:9)でくん煙
し、12時間以上経過後に開放する。

－ 野菜6 －



きゅうり

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

ハダニ類

発生初期 1

発生初期 1 ○

○ 露地での放飼は、風の強くない時に行う。

○

○

アザミウマ類

発生初期 1 　

1 　

アブラムシ類

1

2

定植時 3

4 ○

＊ 〔アセフェート粒剤〕

オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

生育期 5 ○

(発生初期)

○ アドマイヤー顆粒水和剤は施設栽培での使用に限る。

コナジラミ類

オンシツコナジラミ 1

定植前

2

育苗期後半～定植時 1

定植時 2

＊

発生初期 ３ 　

ワタヘリクロノメイガ

(ウリノメイガ)

発生初期 1 　

放飼は、葉上に均一に行うことを原則とするが、ハダ
ニ類の発生にむらがある場合には発生の多いところに
重点的に放飼し、それ以外の部分には余剰分を薄く均
一に放飼する。

　発生源となる施設及びその周辺の雑草を完全に処分し
清耕する。

　次のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和してから
定植する。
　ベストガード粒剤（I:4A）

　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）

育苗期後半
　～定植当日

本剤は注文販売のため、発注して手元に届くまで1週
間程度を要する。

ミカンキイロ
アザミウマ

　プリロッソ粒剤(I:28)を株元散布する。

　アクタラ粒剤５(I:4A)

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 農薬に対する抵抗性を防ぐため、同一系統の農薬を連
用しない。

〔ジノテフラン粒剤〕
スタークル粒剤、アルバリン粒剤

　被害茎葉は早めに埋めるか処分する。

　プリロッソ粒剤(I:28)を株元散布する。

[薬剤による防除法]

　ベストガード粒剤(I:4A)

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　ダントツ粒剤(I:4A)

　アセフェート粒剤＊(I:1B)

　アドマイヤー１粒剤(I:4A)

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

[耕種的防除法]

　次のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和してから
定植する。

[薬剤による防除法]

  発生初期から、スパイカルＥＸ(I:-)を１週間間隔で
２～３回放飼する。

  なお、防除効果が十分でない場合には、天敵に影響の
少ない殺ダニ剤か気門封鎖剤(粘着くん液剤等)を補完的
に使用する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　ベリマークＳＣ(I:28)をジョウロ等でかん注する。

[薬剤による防除法]

「天敵類に対する農薬の影響の目安」については、日
本バイオロジカルコントロール協議会ホームページの
「天敵に対する農薬の影響目安の一覧表」を参照す
る。　http://www.biocontrol.jp/

[薬剤による防除法]

植穴に土壌施用する場合は、農薬が根に直接触れない
ように、間土後定植する。

　モスピラン粒剤(I:4A)を株元散布する。

[薬剤による防除法]

[生物農薬による防除法]

　ジノテフラン粒剤＊(I:4A)

－ 野菜7 －



きゅうり

(2)　掲載農薬一覧（きゅうり）

オーソサイド水和剤80 M04 キャプタン ○ ○

M03 チウラム
1 ベノミル

タチガレン液剤 32 ヒドロキシイソキサゾールカリウム ○

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤55.0％製剤＊ 8B クロルピクリン ○
8F メチルイソチオシアネート
8A ＤーＤ

ジマンダイセン水和剤 M03 マンゼブ ○ ○ ○ ○ ○

ペンコゼブ水和剤 M03 マンゼブ ○ ○

ジマンダイセンフロアブル M03 マンゼブ ○

トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル ○ ○ ○

オリゼメート粒剤 P02 プロベナゾール ○

M01 塩基性塩化銅
2 プロシミドン

M01 塩基性塩化銅
24 カスガマイシン

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○

銅水和剤* M01 塩基性塩化銅 ○

アリエッティ水和剤 P07 ホセチル ○

M04 キャプタン
P07 ホセチル

ダコニール1000 M05 ＴＰＮ ○ ○ ○ ○ ○

ダコニール粉剤 M05 ＴＰＮ ○ ○

M01 有機銅

M05 ＴＰＮ

M05 ＴＰＮ

21 シアゾファミド

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M05 ＴＰＮ

M05 ＴＰＮ

27 シモキサニル

7 ペンチオピラド

M05 ＴＰＮ

M03 マンゼブ

4 メタラキシルＭ

ペンコゼブフロアブル M03 マンゼブ ○

27 シモキサニル

M03 マンゼブ

27 シモキサニル

11 ファモキサドン

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル ○ ○

フェスティバル水和剤 40 ジメトモルフ ○

40 ジメトモルフ

M01 塩基性塩化銅

40 ジメトモルフ

45 アメトクトラジン

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M03 マンゼブ

　カスガマイシン・銅水和剤：カスミンボルドー、カッパーシン水和剤

　銅水和剤：クプラビットホルテ(73.5)、ドイツボルドーＡ(84.1)

　ベンチアバリカルブイソプロピル・マンゼブ水和剤：ベネセット水和剤、カンパネラ水和剤

う
ど
ん
こ
病

黒
星
病有効成分

適用病害虫名

苗
立
枯
病

つ
る
割
病

つ
る
枯
病

疫
病

褐
斑
病

菌
核
病

○

灰
色
か
び
病

○

○カスガマイシン・銅水和剤*

斑
点
細
菌
病

べ
と
病

炭
疽
病

○

I
R
A
C
コ
ー

ド

ベンレートＴ水和剤20 ○

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

○

スクレタン水和剤

ディ・トラペックス油剤

プロポーズ顆粒水和剤

○

アリエッティＣ水和剤

ドーシャスフロアブル

シトラーノフロアブル

リドミルゴールドＭＺ

カーゼートＰＺ水和剤

ベジセイバー

ブリザード水和剤

ホライズンドライフロアブル ○

フェスティバルＣ水和剤 ○

○

○

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

○

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

　クロルピクリンくん蒸55.0%製剤：クロピクテープ

ザンプロＤＭフロアブル

ベンチアバリカルブイソプロピル・マ
ンゼブ水和剤＊

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○
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う
ど
ん
こ
病

黒
星
病有効成分

適用病害虫名

苗
立
枯
病

つ
る
割
病

つ
る
枯
病

疫
病

褐
斑
病

菌
核
病

灰
色
か
び
病

斑
点
細
菌
病

べ
と
病

炭
疽
病

I
R
A
C
コ
ー

ド

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

43 フルオピコリド

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

ライメイフロアブル 21 アミスルブロム ○

21 アミスルブロム

27 シモキサニル

M01 水酸化第二銅

BM02 バチルス ズブチリス

ベンレート水和剤 1 ベノミル ○ ○ ○

イプロジオン水和剤* 2 イプロジオン ○ ○

ロブラールくん煙剤 2 イプロジオン ○

スミレックス水和剤 2 プロシミドン ○ ○

スミレックスくん煙顆粒 2 プロシミドン ○ ○

ベルクート水和剤 M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○ ○

M07 イミノクタジン酢酸塩

M01 塩基性塩化銅

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

2 イプロジオン

M07 イミノクタジン酢酸塩

19 ポリオキシン複合体

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

M03 マンゼブ

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

17 フェンヘキサミド

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

11 ピリベンカルブ

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

50 ピリオフェノン

10 ジエトフェンカルブ

2 プロシミドン

10 ジエトフェンカルブ

1 チオファネートメチル

10 ジエトフェンカルブ

1 ベノミル

セイビアーフロアブル20 12 フルジオキソニル ○

ネクスターフロアブル 7 イソピラザム ○ ○

ケンジャフロアブル 7 イソフェタミド ○

パレード20フロアブル 7 ピラジフルミド ○

フルピカフロアブル 9 メパニピリム ○ ○

フルピカくん煙剤 9 メパニピリム ○ ○

ポリオキシンＡＬ水和剤 19 ポリオキシン複合体 ○

サンヨール M01 ＤＢＥＤＣ ○

ヨネポン M01 ノニルフェノールスルホン酸銅 ○

ヨネポン水和剤 M01 ノニルフェノールスルホン酸銅 ○

モレスタン水和剤 M10 キノキサリン系 ○

ルビゲン水和剤 3 フェナリモル ○

トリフミン水和剤 3 トリフルミゾール ○

3 トリフルミゾール

U06 シフルフェナミド

M01 無水硫酸銅

NC 炭酸水素ナトリウム

ハーモメイト水溶剤 NC 炭酸水素ナトリウム ○

カリグリーン NC 炭酸水素カリウム ○

＊銅・バチルス ズブチリス水和剤：クリーンカップ、ケミヘル

　イプロジオン水和剤：ロブラール水和剤(50%)、ロブラール500アクア(40%)

ポリベリン水和剤

○

ベフドー水和剤

銅・バチルス ズブチリス水和剤＊ ○

ジャストフィットフロアブル

ベルクローブ水和剤

ダイナモ顆粒水和剤

○

○

サーガ水和剤

ファンベル顆粒水和剤

ダイマジン

ジーファイン水和剤

ゲッター水和剤

スミブレンド水和剤

ラミック顆粒水和剤

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

パンチョＴＦ顆粒水和剤

ニマイバー水和剤

○
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きゅうり

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

8F メチルイソチオシアネート

8A ＤーＤ

バイデートＬ粒剤 1A オキサミル ○ ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート ○

ダイアジノン粒剤３ 1B ダイアジノン ○

カルホス粉剤 1B イソキサチオン ○

アセフェート粒剤* 1B アセフェート ○

アドマイヤー１粒剤 4A イミダクロプリド ○

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム ○ ○

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド ○

アクタラ粒剤５ 4A チアメトキサム ○

ジノテフラン粒剤* 4A ジノテフラン ○ ○

ダントツ粒剤 4A クロチアニジン ○

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール ○

プリロッソ粒剤 28 シアントラニリプロール ○ ○

アグロスリン水和剤 3A シペルメトリン ○ ○

サイハロン乳剤 3A シハロトリン ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○ ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○

テルスター水和剤 3A ビフェントリン ○

テルスターフロアブル 3A ビフェントリン ○

ロディー乳剤 3A フェンプロパトリン ○

3A フェンプロパトリン

1B ＭＥＰ

サイアノックス乳剤 1B ＣＹＡＰ ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム ○ ○

アドマイヤー顆粒水和剤
（施設栽培での使用に限る）

4A イミダクロプリド ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○ ○

アクタラ顆粒水溶剤 4A チアメトキサム ○ ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン ○ ○

ジノテフラン水溶剤* 4A ジノテフラン ○ ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○

ハチハチ乳剤 39 21A トルフェンピラド ○ ○

粘着くん液剤 － ヒドロキシ ○

エコピタ液剤 － 還元澱粉糖化物 ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

ダニトロンフロアブル 21A フェンピロキシメート ○

ピラニカＥＷ 21A テブフェンピラド ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート ○

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○

アーデント水和剤 3A アクリナトリン ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○

クオークフロアブル 11A ＢＴ(生菌) ○

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○

スパイカルＥＸ － ミヤコカブリダニ ○

　アセフェート粒剤：オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

　ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

　ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

タ
ネ
バ
エ

F
R
A
C
コ
ー

ド

適用病害虫名

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

セ
ン
チ
ュ

ウ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ

う
ど
ん
こ
病

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ

ウ
リ
ノ
メ
イ
ガ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

スミロディー乳剤 ○

○ディ・トラペックス油剤
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すいか

2　すいか  

病害虫名及び防除時期

苗立枯病 ○

は種前 1

(床土の土壌消毒）

○ 排水や日当たりの良い乾燥した場所で行う。

○

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

○

は種時 2

3

4 ○

5

○

○

ゆうがお台

すいか急性萎凋病

は種前 1 　かぼちゃ台を使用する。

つる割病

は種前 1 　連作を避け、輪作年限をなるべく長くする。 ○ ハウスでは地下給水を行うとよい。

2 　排水のよい畑を選んで栽培する。

3

4

生育全期 5 　被害株は抜き取り、処分する。

収穫後 6 　茎葉は敷わらとともに処分する。

1

○ 「苗立枯病」の項の参考及び注意事項に留意する。

2 ○

○

① 全面処理

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

② は種溝処理・植穴処理 　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

　全面処理に準じて処理する。

は種後から
２～３葉期

　オーソサイド水和剤80（F:M04）をかん注する。

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤＊(F:-、I:8B）及び

クロルピクリンくん蒸80.0%液剤＊(F:-、I:8B）により
次の方法で土壌消毒する。

[耕種的防除法]

　ゆうがお、かぼちゃ、(雑種カボチャ、ペポカボ
チャ)を台木とした接木苗を植え付ける。この場合接
木部分を土中に埋めこまないようにする。(ゆうがお
つる割病の項参照)

　ベンレートＴ水和剤20（F:M03,1）を種子に粉衣す
る。

　畑の土壌をていねいに耕起整地してから、専用のか
ん注機を使用して30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直
ちに足で穴をふさぎ、地表面をポリエチレンフィルム
等で被覆し、ガスもれしないようにフィルムの端は土
中に埋め込む。処理後10日以上経過(地温と被覆期間
参照)してからポリエチレンフィルム等を除去し、再
び耕起してガス抜きを行う。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用する
ときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用するな
ど、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上の注
意事項を遵守する。

　床土をていねいに切り返し、塊をほぐしてから高さ
30cmに積み(広さは適宜)、表面を均平にする。専用の
かん注機を使用して30cm間隔に深さ15cmの穴をあけ、
クロールピクリン(F:-、I:8B)を注入して足で穴をふ
さぐ。さらに30cmの高さに床土を積み同様に処理す
る。これをくりかえして適当な高さになったらポリエ
チレンフィルム等で被覆する。注入後７日以上被覆し
た後ポリエチレンフィルム等を除いてよく切りかえ
し、十分にガス抜きをしてから使用する。
　処理時期は地温が15℃くらいのときがよい。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこと
を確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不十分
だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすので、粘土
質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場合は放置期
間を長くするか耕起反転を十分に行って完全にガス抜き
をする。特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注
意が必要である。

　オーソサイド水和剤80（F:M04）を種子粉衣する。

[耕種的防除法]

消毒時の床土は手でにぎり、放した場合に自然にひび割
れする程度の湿度が適当である。

施肥や酸度矯正のための石灰施用はガス抜き後に行う。
薬剤注入前に施用すると、化学反応を起こして発芽障害
や生育障害を起こす有害物が土壌中に形成されるので注
意する。

資材の消毒
支柱・育苗用資材等は、床土と一緒に消毒する。

クロルピクリンは住宅や畜舎などの近くでは使用しな
い。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[薬剤による防除法]

　無病の床土を使用する。本病菌が混入しているおそ
れがある場合は焼土を使う。

 (は種前)

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように注
意する。

消毒済みの床土には土壌病原菌や有害線虫が混入する
と、激しい被害を招くことがあるので床土管理に注意
し、無病種子や無病苗を植付けるようにする。

　は種直前にタチガレン粉剤（F:32）を土壌混和す
る。

 は種直後 　タチガレン液剤（F:32）を苗床に土壌かん注する。

[薬剤による防除法]

 は種前

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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すいか

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

すいか台木

(ゆうがおつる割病)

は種前 1 　かぼちゃ台を使用する。

1

つる枯病

は種前 1 　育苗資材などを消毒する。

定植前 2 　無病苗を選んで植える。

3 　定植の際は株際を高くし、直接かん水しない。

4 　敷わら等マルチを行う。

収穫後 5 　被害株は除去して処分する。

発病初期～ 1 ○ アミスター20フロアブルは高温時の使用を避ける。

蔓延期 ○

○ スコア顆粒水和剤は10aあたり200～300ℓ散布する。

緑斑モザイク病 ○

は種前 1

2 ○

3

○

4 　資材は、できるだけ新しいものを使用する。 ○

育苗期 5

定植後 6 ○

収穫後 7

8

うどんこ病

生育全期 1 　多窒素で発生が多いので肥培管理に注意する。

発病初期～ 1 ○

蔓延期

炭疽病

育苗期 1 ○ 降雨が多いと発生が多い。

除覆時 2 　敷わら等マルチを行い雨滴の飛散を防ぐ。

生育全期 3 　病葉、病果を除去する。

育苗期 1 ○ 葉裏にも十分散布する。

発病初期～ 2

蔓延期

　発病をみた圃場では、全部を根から抜き取り、茎
葉、果実などは畑に残らないよう処分する。また敷わ
らは処分し、細かい残根等が早く腐るように消石灰を
できるだけ早めに150～200kg散布して耕起する。

　病原ウィルスは伝染力が強いので、人工交配、摘
心、整枝、敷わら等の管理作業による接触伝染に注意
し、作業の前後には手及び農具、長ぐつ等を石けん又
は中性洗剤でよく洗う。

　発病初期から５～７日おきに「掲載農薬一覧」にあ
る薬剤のいずれかを散布する。

 は種前 　ゆうがお台を使用する場合は、ベンレートＴ水和剤
20（F:M03,1）を種子に粉衣する。

床土の消毒前に過燐酸石灰、消石灰などのアルカリ性の
ものを施用すると有害物質を生ずるので、これらの資材
は消毒後施すこと。

ストロビーフロアブル及びアミスター20フロアブルは、
浸透性を高める展着剤は使用しない。

　５～７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤のいず
れかを散布する。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

　発病をみたほ場では、うり類以外の作物との輪作(3
～4年)を行う。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

古い竹材、電熱線、育苗箱、農具等は、床土消毒のとき
にトンネルの中に入れて消毒する。

　育苗に当たっては50本程度の小区分にして、発病が
認められた場合は、その小区分の苗は根から抜き取
り、全部廃棄する。

苗は罹病株抜き取り等を考慮して若干多目に生産すると
ともに、なるべく共同育苗を行う。なお、管理に当たっ
ては、小区分ごとに石けん又は中性洗剤で手を洗う。

　床土はうり類を栽培したことのない新しい土を利用
する。なお、発生地においては、蒸気消毒(蒸気土壌
消毒機によって90℃10分)を行う。

竹べら、刃物等の用具は多く準備し、10本程度ごとに取
り替えるとともに、手も消毒する。

消毒済の床土には土壌病原菌や有害線虫が混入すると、
激しい被害を招くことがあるので床土管理に注意し、無
病種子や無病苗を植付けるようにする。

　すいかとゆうがおの種子は必ず消毒済みのものを使
う。なお、無消毒の種子を使う場合は、70℃の乾熱で
３日間消毒する。

　発病株の早期発見を徹底する。この場合、根から抜
き取り、隣接株の発病にもよく注意する。

[耕種的防除法]

　窒素質肥料過多、過繁茂、通風不良などは本病の誘
因となるので注意する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

　５～７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤のいず
れかを散布する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

トリフミン水和剤、ルビゲン水和剤は耐性菌が出やすい
ので、これらの連用は避ける。
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すいか

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

疫病

定植期～ 1 　排水を良くする。

生育期 2

3

4 　被害作物は除去する。

発病前 1

褐色腐敗病

定植前 1 　土壌pHをきょう正する。

定植期 2 　排水を良くする。

3

定植期～生育期 1 　

果実汚斑細菌病 ○

育苗期 1 　発病苗は直ちに抜き取り、適切に処分する。

生育全期 2 　発病株は直ちに抜き取り、適切に処分する。

3 　ほ場周辺のウリ科植物を除去する。

〔登録薬剤〕

収穫期 4 リドミル銅水和剤：収穫７日前まで３回

キノンドー水和剤40：収穫10日前まで５回

5 　果実以外の残さは土中深く埋める。 ドキリンフロアブル、カスミンボルドー、カッパーシン

6 　栽培資材（マルチ等）も早急に処分する。 水和剤、キノンドーフロアブル：収穫前日まで５回

アブラムシ類

育苗期後半～ 1

定植当日

2

定植時 3

　モスピラン粒剤（I:4A）

　ベストガード粒剤（I:4A）

発生初期 4 ○

ハダニ類

発生初期 1 ○

○

オオタバコガ

発生初期 1 　

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を予防主体に散布す
る。

　敷わら等マルチを行い、地面と直接接しないように
する。

　ナス褐色腐敗病、トマト灰色疫病、キュウリ灰色疫
病、カボチャ疫病などは同一の菌によるもので、これ
ら病害の発生跡地には栽培しない。

　次のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和してか
ら定植する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　ベリマークＳＣ(I:28)を希釈したものをジョウロ等
でかん注する。

　プリロッソ粒剤オメガ(I:28)を株元散布する。

　窒素質肥料過多、過繁茂、通風不良などに注意す
る。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

農薬に対する抵抗性を防ぐため、同一系統の農薬を連用
しない。

[耕種的防除法]

　県内未発生（国内も防除済）だが、侵入警戒調査の対
象であり、国内侵入防止に努めている病害である。種子
伝染性で、輸入種子等から発生する可能性がある。万が
一、発生が疑われた際はすみやかに県病害虫防除所に連
絡する。なお、本病への登録剤は以下のとおりである。

サンマイトフロアブル、ダニトロンフロアブル及びピラ
ニカＥＷは薬剤抵抗性が発現するので、使用に注意す
る。

農薬に対する抵抗性を防ぐため、同一系統の農薬を連用
しない。

[耕種的防除法]

　病原菌は罹病したすいか果皮中で越冬するので、被
害果はほ場外の影響の及ばない所で処分する。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を予防主体に散布す
る。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。
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すいか

(2)　掲載農薬一覧（すいか）

オーソサイド水和剤80 M04 キャプタン ○ ○ ○

タチガレン粉剤 32 ヒドロキシイソキサゾール ○

タチガレン液剤 32 ヒドロキシイソキサゾールカリウム ○

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

M03 チウラム

1 ベノミル

ジマンダイセン水和剤 M03 マンゼブ ○ ○ ○

ペンコゼブ水和剤 M03 マンゼブ ○ ○

ペンコゼブフロアブル M03 マンゼブ ○ ○

アントラコール顆粒水和剤 M03 プロピネブ ○

ダコニール粉剤 M05 ＴＰＮ ○

ダコニール1000 M05 ＴＰＮ ○ ○

ベルクート水和剤 M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○

M07 イミノクタジン酢酸塩

19 ポリオキシン複合体

スコア顆粒水和剤 3 ジフェノコナゾール ○

M01 塩基性塩化銅

2 プロシミドン

10 ジエトフェンカルブ

2 プロシミドン

10 ジエトフェンカルブ

1 ベノミル

ロブラール水和剤 2 イプロジオン ○

パレード20フロアブル 7 ピラジフルミド ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル ○

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン ○

スクレアフロアブル 11 マンデストロビン ○

11 ピラクロストロビン

7 ボスカリド

トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル ○

ベンレート水和剤 1 ベノミル ○

M01 有機銅

M04 キャプタン

キノンドー水和剤40 M01 有機銅 ○

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

11 ピリベンカルブ

モレスタン水和剤 M10 キノキサリン系 ○

トリフミン水和剤 3 トリフルミゾール ○

ルビゲン水和剤 3 フェナリモル ○

3 トリフルミゾール

U06 シフルフェナミド

アカリタッチ乳剤 - プロピレングリコールモノ脂肪酸エステル ○

U13 フルチアニル

9 メパニピリム

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

27 シモキサニル

11 ファモキサドン

※すいかの接木用ゆうがおのつる割病に対する種子粉衣も含む。

○

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

○

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

ホライズンドライフロアブル

ファンベル顆粒水和剤

○

パンチョＴＦ顆粒水和剤

ショウチノスケフロアブル

○

○

○

スクレタン水和剤

オキシラン水和剤 ○

シグナムＷＤＧ ○

ニマイバー水和剤 ○

スミブレンド水和剤

つ
る
枯
病

※
○

う
ど
ん
こ
病

疫
病

ベンレートＴ水和剤20

ポリベリン水和剤

○

○

つ
る
割
病

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

苗
立
枯
病

I
R
A
C
コ
ー

ド

適用病害虫名

炭
疽
病

褐
色
腐
敗
病

- 野菜 14 -



すいか

ベリマークSC 28 シアントラニリプロール ○

プリロッソ粒剤オメガ 28 シアントラニリプロール ○

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド ○

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム ○

ダイアジノン水和剤34 1B ダイアジノン ○

アグロスリン水和剤 3A シペルメトリン ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○

マブリック水和剤20 3A フルバリネート ○ ○

テルスター水和剤 3A ビフェントリン ○ ○

ロディー乳剤 3A フェンプロパトリン ○ ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○

ハチハチ乳剤 21A トルフェンピラド ○

ハチハチフロアブル 21A トルフェンピラド ○

サンマイトフロアブル 21A ピリダベン ○

ダニトロンフロアブル 21A フェンピロキシメート ○

ピラニカＥＷ 21A テブフェンピラド ○

アーデント水和剤 3A アクリナトリン ○

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン ○

バロックフロアブル 10B エトキサゾール ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート ○

ダニサラバフロアブル 25A シフルメトフェン ○

スターマイトフロアブル 25A シエノピラフェン ○

25B ピフルブミド

21A フェンピロキシメート

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

＊ジノテフラン水溶剤:スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

適用病害虫名

ダブルフェースフロアブル ○

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類
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メロン

3　メロン

病害虫名及び防除時期

苗立枯病 ○

は種前 1

(床土の土壌消毒）

○ 排水や日当たりの良い乾燥した場所で行う。

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

○

は種時 2

(は種前)

○

は種後から 3 　オーソサイド水和剤80（F:M04）をかん注する。

　２～３葉期

○

○

つる割病

は種前 1

2 　連作を避け、輪作年限をなるべく長くする。

3 　排水をよくする。 ○ ハウスでは地下給水を行うとよい。

4

生育全期 5 　被害株は抜き取り処分する。

収穫後 6 　収穫後茎葉は敷わらとともに処分する。

○ 「苗立枯病」の項の参考及び注意事項に留意する。

は種又は定植前 1 ○

○ 薬剤使用の際は防毒マスクを着用する。

①全面処理 ○

○

②は種溝処理・植穴処理 ＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

　全面処理に準じて処理する。 　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

疫病

は種前 1

生育期 2 　敷わら等マルチを行う。

3 　排水をよくする。

収穫期 4 　被害残さの処分を徹底する。

は種前 1 ○

生育期 2  　「掲載農薬一覧」にある薬剤を予防主体に散布する。  

「苗立枯病」及び「つる割病」の項の参考及び注意事項
に留意する。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[薬剤による防除法]

　かぼちゃ〔キング土佐、マンモス土佐、新土佐な
ど〕を台木とした接木苗を植付ける。

施肥や酸度矯正のための石灰施用はガス抜き後に行う。
薬剤注入前に施用すると、化学反応を起こして発芽障害
や生育障害を起こす有害物が土壌中に形成されるので注
意する。

消毒済みの床土には土壌病原菌や有害線虫が混入する
と、激しい被害を招くことがあるので床土管理に注意
し、無病種子や無病苗を植付けるようにする。

　無病の床土を利用する。本病菌が混入しているおそ
れがある場合は焼土を使う。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用する
ときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用するな
ど、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上の
注意事項を遵守する。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこと
を確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不十分
だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすので、粘土
質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場合は放置期
間を長くするか耕起反転を十分に行って完全にガス抜き
をする。特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注
意が必要である。

　オーソサイド水和剤80（F:M04）を種子粉衣する。

資材の消毒
支柱・育苗用資材等は、床土と一緒に消毒する。

　床土をていねいに切り返し、塊をほぐしてから高さ
30cmに積み(広さは適宜)、表面を均平にする。専用の
かん注機を使用して30cm間隔に深さ15cmの穴をあけ、
クロールピクリン（F:-、I:8B）を注入して足で穴をふ
さぐ。さらに30cmの高さに床土を積み同様に処理す
る。これをくりかえして適当な高さになったらポリエ
チレンフィルム等で被覆する。注入後７日以上被覆し
た後ポリエチレンフィルム等を除いてよく切りかえ
し、十分にガス抜きをしてから使用する。
　処理時期は地温が15℃くらいのときがよい。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

　無病の床土を利用する。本病菌が混入しているおそ
れがある場合は焼土を使う。

[薬剤による防除法]

　本病菌が混入しているおそれのある床土を用いる場
合は、クロールピクリン（F:-、I:8B）で土壌消毒を行
う。土壌消毒の方法は、「つる枯病」の項を参照す
る。

[薬剤による防除法]

　クロルピクリンくん蒸剤（99.5%（F:-、I:8B）及び
80.0%液剤（F:-、I:8B））で次のとおり土壌消毒を行
う。

クロルピクリンは住宅や畜舎などの近くでは使用しな
い。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように注
意する。　畑の土壌をていねいに耕起整地してから、専用のか

ん注機を使用して30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直
ちに足で穴をふさぎ、地表面をポリエチレンフィルム
等で被覆し、ガスもれしないようにフィルムの端は土
中に埋め込む。処理後10日以上経過(地温と被覆期間参
照)してからポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕
起してガス抜きを行う。 ガス抜きは降雨時には行わない。ガス抜き後はハウス内

の換気を図る。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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メロン

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

斑点細菌病

は種前 1 　発生地では連作を避ける。

2 　種子を乾熱70℃で３日間処理する。

収穫期 3 　被害株は集めて処分する。

発病初期～ 1 ○

蔓延期

○

モザイク病

生育全期 1 　発病株は早期に抜き取る。

2 　発病株にふれた手はよく洗う。

1

つる枯病

定植時 1 　無病苗を植える。

2 　定植の際は株際を高くし、直接かん水しない。

生育全期 3 　ハウスでは低温多湿にならないようにする。

収穫後 4 　被害株は除去して処分する。

発病初期～ 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 ○

蔓延期

○

○ アミスター20フロアブルは高温時の使用を避ける。

○

2

べと病

定植後 1 　敷わらを行い雨滴の飛散を防ぐ。 ○

収穫後 2 　被害株は集めて処分する。

○ 下葉、葉裏にもていねいに散布する。

発病初期～ 1 ○ 発病の激しいときは３日おきに散布する。

蔓延期

炭疽病

生育期 1 ○ 降雨が多いと多発する。

○ 葉裏にも十分散布する。

定植後 2 　敷わら等マルチを行い雨滴の飛散を防ぐ。

収穫期 3 　被害残さの処分を徹底する。

発病初期～ 1

蔓延期

うどんこ病

発病初期～ 1 　「掲載農薬一覧」にある農薬のいずれかを散布する。 ○ 多窒素の場合に発生が多い。

蔓延期 ○

黒星病

苗床～定植後 1 　苗床、ハウス内の保温に努める。 ○ 低温多湿のときに発生が多い。

2 　灌水を控えて多湿にならないようにする。

収穫時 3 　収穫後は茎葉及び敷わらを処分する。

えそ斑点病

定植前 1 　発生ほ場は連作をしない。 ○ デリシィＬは本病に弱い。

2 　トウモロコシなどと輪作体系を組む。

3 　抵抗性品種を作付する。

生育期 4 　発病株は、早期に抜き取り、処分する。

は種前 1 　育苗用土は消毒する。

　アブラムシ類を防除する。(アブラムシ類の項参照)

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを５～７日
おきに散布する。

Ｚボルドー、コサイド3000は薬害のおそれがあるので、
幼苗期～生育初期(６～10葉期まで)の使用は避ける。

コサイド3000は薬害のおそれがあるのでクレフノンを添
加(100倍)する。

[薬剤による防除法]

マンゼブ水和剤を散布すると、黒星病の防除は不要であ
る。

　ポリオキシンＡＬ水溶剤（F:19）を病斑部が隠れる
ように全体に塗布する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

ポリオキシンＡＬ水溶剤、トリフミン水和剤、ルビゲン
水和剤は耐性菌がでやすいので、これを単独で連用する
ことは避ける。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを５～７日
おきに散布する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある農薬のいずれかを５～７日
おきに散布する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

ダコニール1000を散布すると、ばら色かび病の防除は不
要である。

アミスター20フロアブル及びストロビーフロアブルは、
浸透性を高める展着剤は使用しない。

気温20℃前後(14～24℃)で多湿、肥料切れのときに発生
しやすい。

[薬剤による防除法]

　窒素質肥料過多、過繁茂、通風不良などは本病の誘
因となるので、肥培管理に注意する。

[耕種的防除法]
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メロン

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

ばら色かび病

発病初期～ 1 　発病果実は早期に土中に埋めるか処分する。 ○

蔓延期 2 　ほ場周辺の植物残さ等を処分する。

○

炭腐病

定植前 1

2 　転換畑では復田して水稲を４年以上栽培する。

3

収穫後 4

1 ○ キルパー処理から定植までの一般的な目安

アブラムシ類

育苗期後半 1 ○

～定植当日

定植時 2

＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

発生初期 3 　「掲載農薬一覧」にある農薬のいずれかを散布する。 ○

ハダニ類

発生初期 1 　「掲載農薬一覧」にある農薬のいずれかを散布する。 ○

(ウリノメイガ) 1 　「掲載農薬一覧」にある農薬のいずれかを散布する。  

発生初期

オオタバコガ

発生初期 1 ○

○

1

は種又は定植前

そのため、幼虫による食害は６月中旬～９月中旬に見ら
れるが、発生量の年次変動が大きい。

[薬剤による防除法]

　ベリマークSC(I:28)を希釈したものをジョウロ等で
かん注する。

ミツバチを使用する場合には、ダントツ粒剤を使用しな
い。

　次のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和してか
ら定植する。

　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）
　ベストガード粒剤（I:4A）
  ダントツ粒剤（I:4A）

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　施肥・耕起後、畝立て・灌水チューブ設置・マルチ
による密閉を行う。次に、原液として80ℓ/10aのキル
パー（I:8F）を、水で100倍希釈程度になるように液肥
混入器を使うか、同希釈液をタンク内で調製して動力
ポンプを使って灌水チューブに流す。その後直ちに水
のみの後灌水（800～1,600ℓ）でチューブ内を洗浄す
る。マルチ密閉期間を終えて植え穴を空けた後、ガス
が十分に抜けたことを確認してから定植する。

本虫は６月頃飛来し、その後の第１世代成虫は７月中旬
～８月上旬に、第２世代成虫は８月下旬～９月上旬に発
生する。

農薬に対する抵抗性を防ぐため、同一系統の農薬を連用
しない。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　注）秋冬期など平均地温が10℃以下の場合や重粘土質で土壌水分が高い場合
　　などでは、被覆期間を延長するか、ガス抜き耕起を十分に行う。

農薬に対する抵抗性を防ぐため、同一系統の農薬を連用
しない。

本病原菌は腐生的性格が強く、植物残さに寄生し、これ
から飛散した胞子が果実の傷口から侵入する。

[耕種的防除法]

ネコブセン
チュウ類

[薬剤による防除法]

ワタヘリクロ
ノメイガ

[耕種的防除法]

　令和元～４年の試験結果において被害発生の可能性
が低い作物（アスパラガス、いちご、こかぶ、小麦、
水稲、だいこん、とうもろこし、トマト、ミニトマ
ト、なす、にら、ねぎ、ピーマン）に転換する。

　病原菌の活動が活発になる盛夏期（高温期）をなる
べく避けるため、収穫時期の早い作型に作期を移動
し、できるだけ早期に定植する。

定植15日前

　次のいずれかの薬剤を全面に均一に散布し、よく混
和する。
　ラグビーＭＣ粒剤（I:1B)
　ネマキック粒剤（I:1B)
　ネマトリンエース粒剤（I:1B)

　緑肥作物のからしな「辛神」を9月上旬までに播種
（1㎏/10a）してごく浅くロータリがけし、播種の約2
か月後の着蕾期から開花始期にすき込みを行い、被覆
又は鎮圧する。

　「掲載農薬一覧」にある農薬を散布する。

 

メロン果実の他、きゅうり葉にも感染し、きゅうり葉で
は15～25℃で発病する。適温は20℃で、感染３日後には
発病する。発病は多雨・高湿度で助長される。

日平均地温 被覆期間
被覆除去・

ガス抜き期間
定　植

25℃以上 10日間 ５日間 処理15日後
15～25℃ 10～15日間 ５～10日間 処理15～25日後
10～15℃ 15～21日間 10～20日間 処理25～41日後
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(2)　掲載農薬一覧（メロン）

オーソサイド水和剤80 M04 キャプタン ○ ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○ ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

キルパー 8F カーバムナトリウム塩 ○

M03 マンゼブ

4 メタラキシルＭ

ジマンダイセン水和剤 M03 マンゼブ ○ ○ ○ ○

ペンコゼブ水和剤 M03 マンゼブ ○ ○

ダコニール1000 M05 ＴＰＮ ○ ○ ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M05 ＴＰＮ

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M03 マンゼブ

M07 イミノクタジン酢酸塩

19 ポリオキシン複合体

ポリオキシンＡＬ水溶剤 19 ポリオキシン複合体 ○

ロブラール水和剤 2 イプロジオン ○

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル ○

ベルクート水和剤 M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○

モレスタン水和剤 M10 キノキサリン系 ○

パレード20フロアブル 7 ピラジフルミド ○

ケンジャフロアブル 7 イソフェタミド ○ ○

M07 イミノクタジンアルベシル塩酸塩

50 ピリオフェノン

ポリオキシンＡＬ水和剤 19 ポリオキシン複合体 ○

U06 シフルフェナミド

3 トリフルミゾール

トリフミン水和剤 3 トリフルミゾール ○

ルビゲン水和剤 3 フェナリモル ○

サンヨール M01 ＤＢＥＤＣ ○

NC 炭酸水素ナトリウム

M01 無水硫酸銅

U13 フルチアニル

9 メパニピリム

ピシロックフロアブル U17 ピカルブトラゾクス ○

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○ ○

コサイド3000 M01 水酸化第二銅 ○

M01 塩基性塩化銅

24 カスガマイシン

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

　カスガマイシン・銅水和剤：カスミンボルドー、カッパーシン水和剤

　ベンチアバリカルブイソプロピル・マンゼブ水和剤：カンパネラ水和剤、ベネセット水和剤

適用病害虫名

ジーファイン水和剤

カスガマイシン・銅水和剤*

パンチョＴＦ顆粒水和剤

ポリベリン水和剤

○ラミック顆粒水和剤

○

ショウチノスケフロアブル

斑
点
細
菌
病

疫
病

べ
と
病

炭
疽
病

つ
る
枯
病

う
ど
ん
こ
病

ベンチアバリカルブイソプロピル・

マンゼブ水和剤＊ ○

プロポーズ顆粒水和剤

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

苗
立
枯
病

I
R
A
C
コ
ー

ド

リドミルゴールドＭＺ

炭
腐
病

つ
る
割
病

○

○

○

○

○ ○

○
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ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール ○

ジノテフラン粒剤* 4A ジノテフラン ○

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム ○

ダントツ粒剤 4A クロチアニジン ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○

オリオン水和剤40 1A アラニカルブ ○ ○

ダイアジノン水和剤34 1B ダイアジノン ○

アグロスリン乳剤 3A シペルメトリン ○

アグロスリン水和剤 3A シペルメトリン ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○

ロディー乳剤 3A フェンプロパトリン ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○

スカウトフロアブル 3A トラロメトリン ○

アーデント水和剤 3A アクリナトリン ○

マブリック水和剤20 3A フルバリネート ○ ○

テルスター水和剤 3A ビフェントリン ○ ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○

ダニトロンフロアブル 21A フェンピロキシメート ○

サンマイトフロアブル 21A ピリダベン ○

ピラニカＥＷ 21A テブフェンピラド ○

21A フェンピロキシメート

25B ピフルブミド

ダニサラバフロアブル 25A シフルメトフェン ○

スターマイトフロアブル 25A シエノピラフェン ○

バロックフロアブル 10B エトキサゾール ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート ○

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン ○

コロマイト水和剤 6 ミルベメクチン ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート ○

ラクビーＭＣ粒剤 1B カズサホス ○

ネマキック粒剤 1B イミシアホス ○

* ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

ダブルフェースフロアブル

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

○

有効成分

適用病害虫名

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

ウ
リ
ノ
メ
イ
ガ

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ
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かぼちゃ

4　かぼちゃ

(1)　防除方法

1

2

3

4

1

[薬剤による防除法]

1

[薬剤による防除法]

1  

[薬剤による防除法]

1 ○

(2)　掲載農薬一覧（かぼちゃ）

M03 マンゼブ ○

M10 キノキサリン系 ○

7 ペンチオピラド ○

M01 無水硫酸銅

NC 炭酸水素ナトリウム

7 ペンチオピラド

M05 ＴＰＮ

U13 フルチアニル

9 メパニピリム

1B マラソン ○

1B ＰＡＰ ○

9B ピリフルキナゾン ○

29 フロニカミド ○

4A アセタミプリド ○

4A クロチアニジン ○

[耕種的防除法]

　常発地では耐病性の強い日本種を栽培する。

収穫期

ショウチノスケフロアブル ○

　敷わら等マルチを行う。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　排水をよくする。

　被害残さの処分を徹底する。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。発病初期

ベジセイバー

防除方法

開花期

適用病害虫名

開花期直前から7日おきくらいに数回の散布で効果が高
い。

発病初期～

アブラムシ類

発生初期

カボチャミバエ

生育全期

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布をする。

参考及び注意事項

発病前～

病害虫名及び防除時期

疫病

は種前

カ
ボ
チ
ャ

ミ
バ
エ

○

アフェットフロアブル

疫
病

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

ダントツ水溶剤

うどんこ病

モスピラン顆粒水溶剤

ウララＤＦ

マラソン乳剤

エルサン乳剤

コルト顆粒水和剤

蔓延期

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

有効成分

ジーファイン水和剤 ○

モレスタン水和剤

う
ど
ん
こ
病

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ジマンダイセン水和剤

I
R
A
C
コ
ー

ド
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トマト

5　トマト

病害虫名及び防除時期

苗立枯病 ○

は種前 1

(床土の土壌消毒）

○ 排水や日当たりの良い乾燥した場所で行う。

○

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

○

は種時 2

(は種前)

3

○

 ○

○

青枯病

は種前 1 　なす科作物の連作を避ける。 ○

2 　抵抗性台木品種に接ぎ木する。

生育全期 3 　排水をよくする。 ○ 鋏、支柱などの用具は、ケミクロンＧで消毒する。

4 　敷わら等マルチを行う。

5 　被害株は、できるだけ早く抜き取り、処分する。

6

は種又は定植前 1 ○ 「苗立枯病」の項の参考及び注意事項に留意する。

○ 住宅や畜舎などの近くでは使用しない。

① 全面処理 ○

② は種溝処理・植穴処理

　全面処理に準じて処理する。

半身萎凋病

は種前 1 　抵抗性品種を栽培する。

生育全期 2 　発病株は抜き取る。

3 　土壌が過湿にならないようにする。

○

は種又は定植前 1

消毒済みの床土には土壌病原菌や有害線虫が混入する
と、激しい被害を招くことがあるので床土管理に注意
し、無病種子や無病苗を植付けるようにする。

資材の消毒
支柱・育苗用資材等は、床土と一緒に消毒する。

[耕種的防除法]

台木品種と穂木品種のＴＭＶ抵抗性遺伝子を符合させ
る。

　摘芯等の管理作業でも容易に汁液伝染するので細心
の注意を払う。

　床土の更新、又はクロールピクリン(F:-、I:8B)で
土壌消毒を行う。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように
注意する。　畑の土壌をていねいに耕起整地してから、専用のか

ん注機を使用して30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直
ちに地表面をポリエチレンフィルム等で被覆し、ガス
もれしないようにフィルムの端は土中に埋め込む。処
理後10日以上経過(地温と被覆期間参照)してからポリ
エチレンフィルム等を除去し、再び耕起してガス抜き
を行う。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法] 「苗立枯病」及び「青枯病」の項の参考及び注意事項
に留意する。クロールピクリン(F:-、I:8B)による苗床及び本畑の

土壌消毒は、「青枯病」の項を参照する。

　床土をていねいに切り返し、塊をほぐしてから高さ
30cmに積み(広さは適宜)、表面を均平にする。専用の
かん注機を使用して30cm間隔に深さ15cmの穴をあけ、
クロールピクリン（F:-、I:8B）を注入して足で穴を
ふさぐ。さらに30cmの高さに床土を積み同様に処理す
る。これをくりかえして適当な高さになったらポリエ
チレンフィルム等で被覆する。注入後７日以上被覆し
た後ポリエチレンフィルム等を除いてよく切りかえ
し、十分にガス抜きをしてから使用する。
　処理時期は地温が15℃くらいのときがよい。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこ
とを確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不
十分だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすの
で、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場
合は放置期間を長くするか耕起反転を十分に行って完
全にガス抜きをする。特に低温処理の場合はガスが抜
けにくいので注意が必要である。

　オーソサイド水和剤80（F:M04）を種子粉衣する。

　オーソサイド水和剤80（F:M04）をかん注する。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[薬剤による防除法]

は種後から
２～３葉期

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用す
るときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用する
など、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上
の注意事項を遵守する。

消毒時の床土は手でにぎり、放した場合に自然にひび
割れする程度の湿度が適当である。

施肥や酸度矯正のための石灰施用はガス抜き後に行
う。薬剤注入前に施用すると、化学反応を起こして発
芽障害や生育障害を起こす有害物が土壌中に形成され
るので注意する。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

萎凋病 ○

は種前 1 　苗床及び本畑に石灰を多施すると発生を抑制する。

2 　抵抗性台木に接ぎ木する。

生育全期 3

○

は種又は定植前 1

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

2 　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

＊ 〔クロルピクリンくん蒸55.0%液剤〕

　クロピクテープ

3

4 ○ ダゾメット粉粒剤は10℃以上で使用する。

○

5

＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

モザイク病

は種前 1 　常発ほ場では抵抗性品種を栽培する。 ○

2 　床土はできる限り新しいものを使用する。

3 　トレンチャー等の共同機材は、使用後水洗いする。

生育期 4 ○

5 ○ 数種のウイルスが重複感染すると被害が大きい。

○ 鋏などの用具は、こまめに水洗いする。

6 　発生畑の残さは、畑外に搬出し、処分する。 ○

収穫期 7

8 　発生の激しい畑では、連作しない。

生育全期 1 　アブラムシ類の防除を行う。(ＣＭＶ)

　(アブラムシ類の項参照)

疫病

生育全期 1 　敷わら等マルチを行う。

2 　排水をよくする。

収穫期 3 　被害残さの処分を徹底する。

６月下旬頃から 1 ○

○ 下葉及び葉裏もていねいに散布する。

○ 気温20℃以上で、多雨多湿のときに発生しやすい。

輪紋病

生育全期 1 　肥料切れの状態にならないようにする。

収穫期 2 　被害残さの処分を徹底する。

発病初期～ 1

蔓延期

残さの腐熟化は、ウイルス(ＴＭＶ)の不活性化に有効
である。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

曇天、雨天の多いときは、登録の範囲内で散布回数を
増やす。

　約７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれ
かを散布する。

　約７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれ
かを散布する。

[薬剤による防除法]

　ベンレートＴ水和剤20（F:M03,1）は浸漬するか、
種子粉衣を行う。

　被害の甚しい株は抜きとり処分する。被害の軽微な
場合には株元に石灰を施すと病勢の進展を遅らせるこ
とができる。

[薬剤による防除法] クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤は「苗立
枯病」及び「青枯病」の項の参考及び注意事項に留意
する。

[耕種的防除法]

主な病原ウイルスは、タバコモザイクウイルス(ＴＭ
Ｖ)とキュウリモザイクウイルス(ＣＭＶ)である。ＴＭ
Ｖは、主に被害残さからの土壌伝染と作業中の接触伝
染により、ＣＭＶは主にアブラムシにより伝搬され
る。

ＴＭＶ抵抗性遺伝子にはいくつかの型があるので、品
種選定に際しては十分に考慮する。

　発病株は早期に抜き取る。この場合、根から抜き取
り処分する。

　芽かき作業などの管理に当たっては、小区分ごとに
石鹸で手を洗う。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法] 台木品種と穂木品種のＴＭＶ抵抗性遺伝子を符合させ
る。

　クロピクテープ(F:-、I:8B)を利用する場合は、耕
起整地後、90cm幅でうねを立て、うね中央に約15cmの
深さの溝を掘り、本剤を敷いて直ちに覆土する。覆土
後ポリエチレンフィルム等で被覆し、処理10日以上経
過してからポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕
起してガス抜きを行う。

　ソイリーン（I:8A,8B）はクロルピクリンくん蒸剤
に準じる。

　クロルピクリンくん蒸99.5%剤＊(F:-、I:8B)、クロ

ルピクリンくん蒸80.0%剤＊(F:-、I:8B)による苗床及
び本畑の土壌消毒は「青枯病」の項を参照する。

　細かい残さ等が早く腐るように消石灰や堆肥を施用
して、できるかぎり早く耕起する。

[耕種的防除法]

　ダゾメット粉粒剤＊（F:-、I:8F）をほ場全面に散布
後、深さ25cm位まで土壌混和し、ビニールシート等で
被覆する(被覆できない場合は、必ず鎮圧散水する)。
約３週間後に耕起し、十分にガス抜きを行った後には
種又は定植する。

ダゾメット粉粒剤は、砂質土壌や乾燥した土壌ではて
いねいに混和した後、散水する。また、住宅に隣接す
るほ場では使用せず、住宅地付近の使用にあたって
は、ガスによる危被害の発生防止に十分配慮する。
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トマト

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

斑点病

生育全期 1 　通風をよくし、乾燥を図る。 ○ ハウス栽培で発生が多い。

2 　肥料切れすると発病しやすくなるので注意する。

発病初期～ 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

蔓延期

葉かび病

生育全期 1 　通風をよくし、乾燥を図る。 ○ 気温20℃以上の温室、ハウス内で発生が多い。

収穫期 2 　被害残さの処分を徹底する。 ○

発病初期～ 1 ○

蔓延期

○

2 　くん煙法

○

灰色かび病

生育全期 1 　ハウス栽培では低温多湿にならないようにする。 ○ 本病は低温(14℃～20℃)多湿のときに発生が多い。

2 ○ ハウス栽培では特に発生が多いので注意する。

○

3

○

4 　病葉、病果は除去する。

○

1

○

2 　くん煙法 ○

かいよう病

は種前 1 　発病ほ場では４年以上栽培を中止する。 ○

2 　種子は消毒済みのものを使う。

3 ○

発病初期 4 　発病株は早期に抜き取り処分する。

　その際支柱も処分する。

生育全期 5 　摘芽や摘芯は晴天の日に行い、感染を防止する。

収穫期 6 　被害残さの処分を徹底する。

６月下旬頃から 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

斑点細菌病

生育全期 1 　窒素過多を避けるとともに、肥料切れをさせない。

2

3 　被害残さの処分を徹底する。

1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

　約７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれ
かを散布する。

　ハウス栽培では換気を良好にして多湿条件にしな
い。

[耕種的防除法]

　ハウス等を密閉後、ロブラールくん煙剤（F:2）で
くん煙し、12時間以上経過後に開放する。

[薬剤による防除法]

　発病前から、７日おき位に「掲載農薬一覧」にある
薬剤のいずれかを予防的に散布する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

イプロジオン剤とスミレックス水和剤は、作用性が類
似している。

[耕種的防除法]

初夏、初秋などで保温のためにハウスを閉める時期
に、ハウス内の湿度が高まり発生が多くなる。散布は
薬液が乾燥するまでの時間を考慮して実施する。

本菌の潜伏期間は２週間以上と長く、初発が認められ
た時点では相当の感染が起こっていると考えられる。
発生を認める前から定期的な予防散布を実施すること
が望ましい。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

アミスター20フロアブルは、施設栽培で施設内が高温
多湿な場合は、薬害を防ぐため散布後十分な換気を行
い、特に散布後高温が予想される場合には使用しな
い。また、浸透性を高める展着剤は使用しない。

カンタスドライフロアブルでの浸達性を有する展着剤
や葉面液肥の添加は、薬害を生じるおそれがあるので
避ける。

[耕種的防除法]

　株元にビニールやポリエチレンシートを敷き、土壌
からの病原菌の感染を防ぐ。 耐性菌を回避するため、作用性の異なる薬剤を交互に

使用する。　栽植密度、施肥、かん水に注意して軟弱過繁茂の生
育にならないようにする。 トマトでは、スミレックス水和剤、スミブレンド水和

剤並びにゲッター水和剤に耐性を示す灰色かび病菌
が、県内にも分布している。

くん煙は夕方戸締り後に行い、翌朝開放する。くん煙
剤に点火したら、なるべく早く退出する。くん煙は、
発生の少ないときは７日毎、多いときは３日毎に行
う。高温時(30℃以上)や強風の時はくん煙しない。

くん煙は夕方戸締り後に行い、翌朝開放する。くん煙
剤に点火したら、なるべく早く退出する。くん煙は、
発生の少ないときは７日毎、多いときは３日毎に行
う。高温時(30℃以上)や強風の時はくん煙しない。

[耕種的防除法]

温湯消毒は標準温度計、魔法びん等を準備し、浸漬時
間を正確に行う。

　未消毒の種子を使う場合は、55℃の温湯に25分間浸
漬して消毒し、直ちに水で冷やす。

温湯消毒は発芽率が20%位低下するので、種子はあらか
じめ20%位多目に準備する。また消毒前にあらかじめ少
量の種子を用いて発芽率のテストを行っておくこと。

　ハウス等を密閉後、トリフミンジェット(F:3)でく
ん煙し、12時間以上経過後開放する。
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トマト

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

茎えそ細菌病

は種前 1 　育苗時の苗の発病に注意し、罹病苗は定植しない。

生育全期 2

褐色根腐病

は種前 1 　育苗用土は消毒して用いる。

2 　発生ほ場では連作を避ける。

3 　抵抗性台木に接ぎ木する。

発病初期 4

うどんこ病

発病初期 1

アブラムシ類

育苗期後半～ 1

定植当日

定植時 2

* 〔アセフェート粒剤〕

オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

発生初期 3 　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）を株元に散布する。 ** 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

発生初期 4 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。　

定植前 1

2 　被害茎葉を早めに埋めるか、処分後耕起する。

発生初期 1 　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）を株元に散布する。 * 〔ジノテフラン粒剤〕

2 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。  スタークル粒剤、アルバリン粒剤

3

○

1

エンストリップ　　　25～30株当たり１カード ○ カード設置前後の薬剤の散布は避ける。

ツヤコバチＥＦ30　　　　　　 10a当たり80枚 ○

コナジラミ類

定植前 1

2 　被害茎葉を早めに埋めるか処分後耕起する。

発生初期 1 　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）を株元に散布する。 * 〔ジノテフラン粒剤〕

2 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。  スタークル粒剤、アルバリン粒剤

3

オンシツコナジラミの項を参照

　約７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれ
かを散布する。

[薬剤による防除法]

　ベリマークＳＣ（I:28）を希釈したものをジョウロ
等でかん注する。

　次のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和してか
ら定植する。

　アセフェート粒剤＊（I:1B）
　アドマイヤー１粒剤（I:4A）
　ベストガード粒剤（I:4A）

　発生源となる施設内及びその周辺の雑草を完全に処
分し、清耕する。

[薬剤による防除法]

　施設栽培では、ラノーテープ（I:7C）を設置する。

[施設での生物農薬による防除]

　施設栽培では、ラノーテープ（I:7C）を設置する。

初めて使用する場合には、農業普及振興室等の指導を
受けることが望ましい。　なお、放飼時期は、黄色粘着板トラップに成虫が初

めて付着するか、トマト株の上位２～３葉をたたいて
成虫を確認してから10日以内である。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

コナジラミの密度が高くなってからでは、カードを設
置しても十分な効果が得られないことが多いので、設
置時期には注意を要する。

　発生初期から以下の放飼基準で、１週間間隔で４～
５回連続放飼する。

　多湿条件で発病するので、ハウス栽培では湿度管理
に注意する。

[耕種的防除法]

　発病株は、ほ場に放置せず、根はていねいに掘り上
げ処分する。

[施設での生物農薬による防除]

オンシツ
コナジラミ [耕種的防除法]

[耕種的防除法]

　発生源となる施設内及びその周辺の雑草を完全に処
分し、清耕する。
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トマト

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

オオタバコガ

発生初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。　

マメハモグリバエ

発生初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

ハモグリバエ類

発生初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

ヒラズハナ

アザミウマ

育苗期後半 1 　プリロッソ粒剤（I:28）を株元散布する。

～定植時

発生初期 2 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。　

ミカンキイロ

アザミウマ

育苗期後半 1 　プリロッソ粒剤（I:28）を株元散布する。

～定植時

発生初期 2 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

ハダニ類

発生初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

線虫類 ○ 農薬の注入方法

は種又は定植前 次の方法で土壌消毒を行う。

1

2

○

は種又は定植前

1 ＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

クロールピクリン

2 ＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

3 ○

4 ○

5 ＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

6

7

1 ○

は種又は定植前

2 ○

○

3

1 ○

　マリーゴールドは、直播の場合、は種後２ケ月間栽
培してから鋤き込む。栽植距離は15×20cm以下(10a当
たり33,333株以上)とする。移植の場合には移植後40
～55日間栽培してから鋤き込む。栽植距離は40×
40cm(10a当たり6,250株)

[薬剤による防除法]

　ネマキック粒剤（I:1B）は、全面に均一に散布し、
よく混和する。

　ダゾメット粉粒剤（I:8F）＊をは種21日以上前に土
壌全面に均一に散布して土壌混和し、ビニール等で被
覆するか、鎮圧・散水してガスの蒸散を防ぐ。

ヘイオーツはマリーゴールドに比べ効果がやや劣るの
で、線虫低密度ほ場で利用する。

対抗植物を栽培した場合には、雑草が多いと防除効果
が低下するので、除草に努める。

バイデートＬ粒剤は、石灰やアルカリ性肥料との同時
施用を避け、１週間間隔をあけて施用する。

　ネマトリンエース粒剤（I:1B）は、土壌全面に均一
に散布し、ただちにロータリーで2回耕起し、土壌と
よく混和する。

バイデートＬ粒剤は、石灰やアルカリ性肥料との同時
施用を避け、１週間間隔をあけて施用する。

　ヘイオーツは、は種後２ケ月間以上栽培してから鋤
き込む。は種量は10a当たり8～15kg。

[薬剤による防除法]

線虫類の項に記載の農薬のほか、次のいずれかで防除
する。キタネグサレセンチュウは薬剤感受性が低いの
で、薬量を登録の範囲内で多目に施用する。

　バイデートＬ粒剤（I:1A）を全面に均一に散布し、
よく混和する。

ネグサレ
センチュウ類

[耕種的防除法]

　対抗植物マリーゴールド（フレンチ種、アフリカン
種）又はヘイオーツを輪作し、鋤き込む。

[薬剤による防除法]

ネコブ
センチュウ類

[薬剤による防除法]

　線虫類の項に記載の薬剤のほか、次のいずれかの方
法で防除する。

[薬剤による防除法]

ネグサレセンチュウはきくやイネ科の作物の跡地に多
発することがあるので注意する。

　ソイリーン（I:8A,8B）を注入する。

　バイデートＬ粒剤（I:1A）は全面に均一に散布し、
作物の根のまわりに均等に分布するよう土壌とよく混
和する。

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤（I:8B）＊及びクロ

ルピクリンくん蒸80.0%液剤（I:8B）＊による防除は、
「青枯病」の項を参照する。

　ディ・トラペックス油剤（I:8(他),8A）をクロルピ
クリンを参考に土壌注入する。

ダゾメット剤は「萎凋病」の項の参考及び注意事項に
留意する。

　ラグビーＭＣ粒剤（I:1B）は、全面に均一に散布
し、よく混和する。

　ガードホープ液剤（I:1B）は、生育期中に土壌かん
注する。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤は「苗立
枯病」及び「青枯病」の項の参考及び注意事項に留意
する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　深さ15cmに30×30cmの間隔で注入し、直ちに穴をふ
さいで鎮圧する。この際、クロルピクリンくん蒸剤、
ソイリーンでは必ずポリエチレンフィルム等で被覆す
る。また、ディ・トラペックス油剤でもポリエチレン
フィルム被覆または水封するとより効果が高い。ま
た、この他の農薬でもポリエチレンフィルム被覆また
は水封するとより効果が高い。
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トマト

(2)　掲載農薬一覧（トマト）

オーソサイド水和剤80 M04 キャプタン ○ ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○ ○ ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

クロルピクリンくん蒸剤55.0％製剤＊ 8B クロルピクリン ○

8B クロルピクリン

8A ＤーＤ

M03 チウラム

1 ベノミル

ダゾメット粉粒剤* 8F ダゾメット ○

ジマンダイセン水和剤 M03 マンゼブ ○ ○ ○

ジマンダイセンフロアブル M03 マンゼブ ○

ダコニール1000 M05 ＴＰＮ ○ ○ ○

ペンコゼブフロアブル M03 マンゼブ ○ ○

硫酸銅(ボルドー液用) M01 硫酸銅五水塩 ○

コサイド3000 M01 水酸化第二銅 ○

銅水和剤* M01 塩基性塩化銅 ○

M01 塩基性塩化銅

M02 硫黄

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○ ○

24 カスガマイシン一塩酸塩

M01 塩基性塩化銅

M03 マンゼブ

4 メタラキシルＭ

45 アメトクトラジン

40 ジメトモルフ

40 ジメトモルフ

M01 塩基性塩化銅

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M05 ＴＰＮ

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M03 マンゼブ

27 シモキサニル

11 ファモキサドン

M03 マンゼブ

27 シモキサニル

27 シモキサニル

M05 ＴＰＮ

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

クプロシールド M01 塩基性硫酸銅 ○

ロブラール水和剤 2 イプロジオン ○ ○

ロブラール500アクア 2 イプロジオン ○

ロブラールくん煙剤 2 イプロジオン ○

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

2 イプロジオン

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

17 フェンヘキサミド

ベルクート水和剤 M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○ ○

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

11 ピリベンカルブ

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ ○

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン ○

11 アゾキシストロビン

M05 ＴＰＮ

11 ピラクロストロビン

7 ボスカリド

フルピカフロアブル 9 メパニピリム ○

アミスターオプティフロアブル

○○ファンベル顆粒水和剤

○

○

ベルクローブ水和剤

ダイマジン ○

○

○

カーゼートＰＺ水和剤

ブリザード水和剤 ○

○

○

ホライズンドライフロアブル ○

ベンチアバリカルブイソプロピル・マ
ンゼブ水和剤＊

プロポーズ顆粒水和剤 ○

○フェスティバルＣ水和剤

リドミルゴールドＭＺ ○

ザンプロDMフロアブル ○

○

園芸ボルドー ○

カスガマイシン・銅水和剤*

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

苗
立
枯
病

適用病害虫名

う
ど
ん
こ
病

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

I
R
A
C
コ
ー

ド

ベンレートＴ水和剤20

灰
色
か
び
病

青
枯
病

半
身
萎
凋
病

萎
凋
病

疫
病

輪
紋
病

葉
か
び
病

斑
点
細
菌
病

か
い
よ
う
病

斑
点
病

○

○

シグナムＷＤＧ

ソイリーン
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農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

苗
立
枯
病

適用病害虫名

う
ど
ん
こ
病

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

I
R
A
C
コ
ー

ド

灰
色
か
び
病

青
枯
病

半
身
萎
凋
病

萎
凋
病

疫
病

輪
紋
病

葉
か
び
病

斑
点
細
菌
病

か
い
よ
う
病

斑
点
病

セイビアーフロアブル20 12 フルジオキソニル ○

10 ジエトフェンカルブ

1 チオファネートメチル

10 ジエトフェンカルブ

1 ベノミル

トリフミン水和剤 3 トリフルミゾール ○

トリフミン乳剤 3 トリフルミゾール ○

トリフミンジェット 3 トリフルミゾール ○

3 トリフルミゾール

U06 シフルフェナミド

サンヨール M01 ＤＢＥＤＣ ○ ○

21 シアゾファミド

M05 ＴＰＮ

M01 水酸化第二銅

BM02 バチルス・ズブチリス

ボトキラー水和剤 BM02 バチルス・ズブチリス ○

エコショット BM02 バチルス・ズブチリス ○ ○

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド ○

パレード20フロアブル 7 ピラジフルミド ○

ネクスターフロアブル 7 イソピラザム ○ ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド ○

アカリタッチ乳剤 - プロピレングリコールモノ脂肪酸エステル ○

サンクリスタル乳剤 - 脂肪酸グリセリド ○

ハーモメイト水溶剤 NC 炭酸水素ナトリウム ○

クロスアウトフロアブル 50 ピリオフェノン ○

  ダゾメット粉粒剤：バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

　ベンチアバリカルブイソプロピル・マンゼブ水和剤：ベネセット水和剤、カンパネラ水和剤

　カスガマイシン・銅水和剤：カスミンボルドー、カッパーシン水和剤

　銅水和剤：クプラビットホルテ、ドイツボルドーＡ

　銅・バチルス ズブチリス水和剤：クリーンカップ、ケミヘル

○ニマイバー水和剤

　クロルピクリンくん蒸55.0%製剤：クロピクテープ

ゲッター水和剤

○

○

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

ドーシャスフロアブル

銅・バチルス　ズブチリス水和剤＊ ○

○

○ ○

パンチョＴＦ顆粒水和剤
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トマト

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

8F メチルイソチオシアネート

8A ＤーＤ

ダゾメット粉粒剤* 8F ダゾメット ○

8B クロルピクリン

8A ＤーＤ

バイデートＬ粒剤 1A オキサミル ○ ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート ○

ラグビーＭＣ粒剤 1B カズサホス ○

ガードホープ液剤 1B ホスチアゼート ○

ネマキック粒剤 1B イミシアホス ○

アセフェート粒剤＊ 1B アセフェート ○

アドマイヤー1粒剤 4A イミダクロプリド ○

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム ○

ジノテフラン粒剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール ○

プリロッソ粒剤 28 シアントラニリプロール ○

アグロスリン水和剤 3A シペルメトリン ○ ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○ ○

テルスターフロアブル 3A ビフェントリン ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン ○ ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

アドマイヤー水和剤 4A イミダクロプリド ○

アドマイヤー顆粒水和剤 4A イミダクロプリド ○

バリアード顆粒水和剤 4A チアクロプリド ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン ○

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○ ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム ○ ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

16 ブプロフェジン

21A フェンピロキシメート

クリアザールフロアブル 23 スピロメシフェン ○

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○ ○

ラノーテープ 7C ピリプロキシフェン ○

エンストリップ - オンシツツヤコバチ ○

ツヤコバチＥＦ30 - オンシツツヤコバチ ○

ボタニガードＥＳ - ボーベリア　バシアーナ ○

　ダゾメット粉粒剤：バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

　アセフェート粒剤：オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

　ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

　ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

○

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ

○

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

適用病害虫名

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ

ハ
ダ
ニ
類

セ
ン
チ
ュ

ウ
類

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

ソイリーン

アプロードエースフロアブル

ディ・トラペックス油剤

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

F
R
A
C
コ
ー

ド

○

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
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ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

適用病害虫名

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ

ハ
ダ
ニ
類

セ
ン
チ
ュ

ウ
類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

F
R
A
C
コ
ー

ド

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○

クオークフロアブル 11A ＢＴ(生菌) ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

プレバソンフロアブル５ 28 クロラントラニリプロール ○

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○

ノーモルト乳剤 15 テフルベンズロン ○

アタブロン乳剤 15 クロルフルアズロン ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○ ○

マッチ乳剤 15 ルフェヌロン ○ ○

トリガード液剤 17 シロマジン ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○ ○

5 スピノサド

脂肪酸グリセリド

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○

アグリメック 6 アバメクチン ○

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート ○

ダブルシューターＳＥ ○
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殺虫剤の系統名 農薬名 巣箱 影響日数 防除指針の適用病害虫名

有機リン オルトラン粒剤 × 14～30日 アブラムシ類

ジェイエース粒剤 × 14～30日 アブラムシ類

合成ピレスロイド アグロスリン水和剤 × 20日↑ アブラムシ類/オンシツコナジラミ

アディオン乳剤 × 20日↑ アブラムシ類/オンシツコナジラミ

テルスターフロアブル × 30日　 オンシツコナジラミ

トレボン乳剤 × 20日↑ コナジラミ類

ネオニコチノイド アドマイヤー水和剤 × 30日↑ アブラムシ類

アドマイヤー顆粒水和剤 × 30日↑ アブラムシ類

アドマイヤー１粒剤 × 35日↑ アブラムシ類

アルバリン顆粒水溶剤 － － コナジラミ類

アルバリン粒剤 － － アブラムシ類/コナジラミ類

スタークル顆粒水溶剤 － － コナジラミ類

スタークル粒剤 － － アブラムシ類/コナジラミ類

ダントツ水溶剤 － － コナジラミ類

バリアード顆粒水和剤 － － アブラムシ類

ベストガード水溶剤 × 10日↑ コナジラミ類/アザミウマ類

ベストガード粒剤 × 30日↑ アブラムシ類

モスピラン顆粒水溶剤 ○ １日 コナジラミ類/アザミウマ類

生物農薬 ゼンターリ顆粒水和剤 － － オオタバコガ

クオークフロアブル － － オオタバコガ

デルフィン顆粒水和剤 － － オオタバコガ

ボタニガードＥＳ － － コナジラミ類

ＩＧＲ アタブロン乳剤 × ４日 オオタバコガ

カスケード乳剤 △ ２日 オオタバコガ/マメハモグリバエ

トリガード液剤 ○ １日 ハモグリバエ類

ノーモルト乳剤 ○ １日 コナジラミ類

マッチ乳剤 ◎ － オオタバコガ/ミカンキイロアザミウマ

ＩＧＲ+ダニ剤 アプロードエースフロアブル － － コナジラミ類

ダニ剤 マイトコーネフロアブル － － ハダニ類

アカリタッチ乳剤 － － うどんこ病

サンクリスタル乳剤 － ０日 うどんこ病

その他 アファーム乳剤 △ ２日 オオタバコガ

アグリメック － － アザミウマ類

ウララＤＦ － － コナジラミ類

クリアザールフロアブル － － コナジラミ類

コテツフロアブル × ９日 オオタバコガ

コルト顆粒水和剤 － － コナジラミ類

サンヨール ◎ － コナジラミ類/葉かび病

スピノエース顆粒水和剤 × ３～７日 オオタバコガ/アザミウマ類

チェス顆粒水和剤 ◎ － アブラムシ類/コナジラミ類

ディアナＳＣ － － アザミウマ類

トルネードエースＤＦ × ６日 オオタバコガ

トランスフォームフロアブル － － コナジラミ類

ファインセーブフロアブル － － アザミウマ類

フェニックス顆粒水和剤 － １日 オオタバコガ

プリロッソ粒剤 ◎ ０日 アザミウマ類

プレバソンフロアブル５ ○ １日 オオタバコガ

モベントフロアブル － － コナジラミ類/アザミウマ類

ベリマークＳＣ ◎ ０日 アブラムシ類

ラノーテープ ◎ ０日 コナジラミ類

殺菌剤 アミスター20フロアブル ◎ １日 葉かび病

(影響の恐れがあるもの) アミスターオプティフロアブル ◎ １日 葉かび病

トリフミン水和剤 ○ １日 葉かび病

トリフミン乳剤 ○ １日 葉かび病

トリフミンジェット ○ １日 葉かび病

注1　「巣箱」は巣箱の蜂のコロニーに対する影響　◎：影響なし、○：影響１日、△：影響２日、×：影響３日以上。

　2　「影響日数」の数字横「↑」は、その日数以上に影響があることを示す。「－」はデータ掲載なし。

　3　マルハナバチに影響のある農薬については、その期間以上巣箱を施設の外に出す必要がある。

　　 影響がないとされる農薬も、散布に当たっては、蜂を巣箱に回収し、薬液が乾燥してから活動させる。

　4　表中の影響日数は、あくまでも目安であり(気象条件等により変化する)、事故等を補償するものではない。

防除指針トマト掲載農薬のマルハナバチに対する影響日数

参考：本表は、日本生物防除協議会(http://www.biocontrol.jp/index.html) 資料から作成したものである。殺虫剤は2022年1月第

　28版、殺菌剤は2023年4月第30版から抜粋した。なお、データのない薬剤については各農薬会社の最新情報で確認すること。
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ミニトマト

6　ミニトマト

病害虫名及び防除時期

苗立枯病 ○

は種前 1

(床土の土壌消毒）

○ 排水や日当たりの良い乾燥した場所で行う。

○

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

○

○

○

○

青枯病 ○

は種前 1 　なす科作物の連作を避ける。

2 　抵抗性台木品種に接ぎ木する。 ○ 鋏、支柱などの用具は、ケミクロンＧで消毒する。

生育全期 3 　排水をよくする。

4 　敷わら等マルチを行う。

5 　被害株は、できるだけ早く抜き取り、処分する。

6

○ 「苗立枯病」の項の参考及び注意事項に留意する。

は種又は定植前 1 ○

① 全面処理 ○

② は種溝処理・植穴処理

　全面処理に準じて処理する。

半身萎凋病

は種前 1 　抵抗性品種を栽培する。

生育全期 2 　発病株は抜き取る。

3 　土壌が過湿にならないようにする。

は種又は定植前 1 ○

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用する
ときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用するな
ど、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上の
注意事項を遵守する。

クロルピクリンは住宅や畜舎などの近くでは使用しな
い。

　床土をていねいに切り返し、塊をほぐしてから高さ
30cmに積み(広さは適宜)、表面を均平にする。専用の
かん注機を使用して30cm間隔に深さ15cmの穴をあけ、
クロールピクリン（F:-、I:8B）を注入して足で穴をふ
さぐ。さらに30cmの高さに床土を積み同様に処理す
る。これをくりかえして適当な高さになったらポリエ
チレンフィルム等で被覆する。注入後７日以上被覆し
た後ポリエチレンフィルム等を除いてよく切りかえ
し、十分にガス抜きをしてから使用する。
　処理時期は地温が15℃くらいのときがよい。

　床土の更新、又はクロールピクリン（F:-、I:8B）で
土壌消毒を行う。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[薬剤による防除法]

消毒時の床土は手でにぎり、放した場合に自然にひび割
れする程度の湿度が適当である。

 

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこと
を確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不十分
だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすので、粘土
質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場合は放置期
間を長くするか耕起反転を十分に行って完全にガス抜き
をする。特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注
意が必要である。

[薬剤による防除法]

施肥や酸度矯正のための石灰施用はガス抜き後に行う。
薬剤注入前に施用すると、化学反応を起こして発芽障害
や生育障害を起こす有害物が土壌中に形成されるので注
意する。

消毒済みの床土には土壌病原菌や有害線虫が混入する
と、激しい被害を招くことがあるので床土管理に注意
し、無病種子や無病苗を植付けるようにする。

資材の消毒
支柱・育苗用資材等は、床土と一緒に消毒する。

[耕種的防除法] 台木品種と穂木品種のＴＭＶ抵抗性遺伝子を符合させ
る。

　摘芯等の管理作業でも容易に汁液伝染するので、細
心の注意を払う。

[薬剤による防除法]

クロールピクリンによる苗床及び本畑の土壌消毒は、
「青枯病」の項を参照する。

「苗立枯病」及び「青枯病」の項の参考及び注意事項に
留意する。

　畑の土壌をていねいに耕起整地してから、専用のか
ん注機を使用して30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直
ちに地表面をポリエチレンフィルム等で被覆し、ガス
もれしないようにフィルムの端は土中に埋め込む。処
理後10日以上経過(地温と被覆期間参照)してからポリ
エチレンフィルム等を除去し、再び耕起してガス抜き
を行う。

[耕種的防除法]

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように注
意する。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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ミニトマト

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

萎凋病 ○

は種前 1 　苗床及び本畑に石灰を多施すると発生を抑制する。

2 　抵抗性台木に接ぎ木する。

生育全期 3

○

は種又は定植前 1

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

2 　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

＊ 〔クロルピクリンくん蒸55.0%製剤〕

　クロピクテープ

3

○ ダゾメット粉粒剤は10℃以上で使用する。

4 ○

＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

モザイク病 ○

は種前 1 　常発ほ場では抵抗性品種を栽培する。

2 　床土はできる限り新しいものを使用する。

3

○

生育期 4 ○ 数種のウイルスが重複感染すると被害が大きい。

○ 鋏などの用具は、こまめに水洗いする。

5 ○

収穫期 6 　発生畑の残さは、畑外に搬出し処分する。

7

8 　発生の激しい畑では、連作しない。

生育全期 1 　アブラムシ類の防除を行う。(ＣＭＶ)

(アブラムシ類の項参照)

疫病 ○ 曇天、雨天の多いときは散布回数を増やす。

生育全期 1 　敷わら等マルチを行う。 ○ 下葉及び葉裏もていねいに散布する。

2 　排水をよくする。 ○ 気温20℃以上で、多雨多湿のときに発生しやすい。

収穫期 3 　被害残さの処分を徹底する。

6月下旬頃から 1

輪紋病

生育全期 1 　肥料切れの状態にならないようにする。

収穫期 2 　被害残さの処分を徹底する。

発病初期～ 1

蔓延期

ダゾメット粉粒剤は、砂質土壌や乾燥した土壌ではてい
ねいに混和した後、散水する。また、住宅に隣接するほ
場では使用せず、住宅地付近の使用にあたっては、ガス
による危被害の発生防止に十分配慮する。

　被害の甚しい株は抜きとり処分する。被害の軽微な
場合には株元に石灰を施すと病勢の進展を遅らせるこ
とができる。

[耕種的防除法] 台木品種と穂木品種のＴＭＶ抵抗性遺伝子を符合させ
る。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法] クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤は「苗立枯
病」及び「青枯病」の項の参考及び注意事項に留意す
る。

　クロルピクリンくん蒸99.5%剤＊(F:-、I:8B)、クロル

ピクリンくん蒸80.0%剤＊(F:-、I:8B)による苗床及び本
畑の土壌消毒は「青枯病」の項を参照する。

主な病原ウイルスは、タバコモザイクウイルス(ＴＭＶ)
とキュウリモザイクウイルス(ＣＭＶ)である。ＴＭＶ
は、主に被害残さからの土壌伝染と作業中の接触伝染に
より、ＣＭＶは主にアブラムシにより伝搬される。

　ソイリーン（F:-、I:8A,8B）はクロルピクリンくん
蒸剤に準じる。

　クロピクテープを利用する場合は、耕起整地後、
90cm幅でうねを立て、うね中央に約15cmの深さの溝を
掘り、本剤を敷いて直ちに覆土する。覆土後ポリエチ
レンフィルム等で被覆し、処理10日以上経過してから
ポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕起してガス
抜きを行う。

ＴＭＶ抵抗性遺伝子にはいくつかの型があるので、品種
選定に際しては十分に考慮する。

残さの腐熟化は、ウイルス(ＴＭＶ)の不活性化に有効で
ある。

  約７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれ
かを散布する。

[薬剤による防除法]

　ダゾメット粉粒剤＊（F:-、I:8F）をほ場全面に散布
後、深さ25cm位まで土壌混和し、ビニールシート等で
被覆する(被覆できない場合は、必ず鎮圧散水する)。
約３週間後に耕起し、十分にガス抜きを行った後には
種又は定植する。

　細かい残さ根等が早く腐るように消石灰や堆肥を施
用してできるかぎり早く耕起する。

[耕種的防除法]

　発病株は早期に抜き取る。この場合、根から抜き取
り処分する。

　芽かき作業などの管理に当たっては、小区分ごとに
石鹸で手を洗う。

　トレンチャー等の共同機材は、使用後水洗いする。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。
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ミニトマト

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

斑点病 ○ ハウス栽培で発生が多い。

生育全期 1 　通風をよくし、乾燥を図る。

2 　肥料切れすると発病しやすくなるので注意する。

発病初期～ 1  

蔓延期

葉かび病

生育全期 1 　通風をよくし、乾燥を図る。 ○ 気温20℃以上の温室、ハウス内で発生が多い。

収穫期 2 　被害残さの処分を徹底する。 ○

発病初期～ 1

蔓延期 ○

2 　くん煙法 ○

灰色かび病

生育全期 1 　ハウス栽培では低温多湿にならないようにする。 ○ 本病は低温(14℃～20℃)多湿のときに発生が多い。

2 ○ ハウス栽培では特に発生が多い。

3

4 　病葉、病果は除去する。

1 ○

○ 耐性菌を回避するため、同一系統の農薬を連用しない。

2 　くん煙法 ○ くん煙法は葉かび病の項参照。

かいよう病

は種前 1 　発病地は４年以上栽培を中止する。 ○

2 　種子は消毒済みのものを使う。

3 ○

発病初期 4

生育全期 5 　摘芽や摘芯は晴天の日に行い、感染を防止する。

収穫期 6 　被害残さの処分を徹底する。

斑点細菌病

生育全期 1 　窒素過多を避けるとともに、肥料切れをさせない。

2

3 　被害残さの処分を徹底する。

1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

茎えそ細菌病

は種前 1 　育苗時の苗の発病に注意し、罹病苗は定植しない。

生育全期 2

[薬剤による防除法]

　約７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布す
る。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

ゲッター水和剤に耐性を示す灰色かび病菌が、県内にも
分布している。

[耕種的防除法]

  発病前から約７日おき位に、「掲載農薬一覧」にあ
る薬剤のいずれかを散布する。

[耕種的防除法]

　ハウス等を密閉後、ロブラールくん煙剤（F:2）でく
ん煙し、12時間以上経過後に開放する。

温湯消毒は標準温度計、魔法びん等を準備し、浸漬時間
を正確に行う。

　未消毒の種子を使う場合は、55℃の温湯に25分間浸
漬して消毒し、直ちに水で冷やす。

温湯消毒は発芽率が20%位低下するので、種子はあらか
じめ20%位多目に準備する。また消毒前にあらかじめ少
量の種子を用いて発芽率のテストを行っておくこと。　発病株は早期に抜き取り処分する。その際支柱も処

分する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　株元にビニールやポリエチレンシートを敷き、土壌
からの病原菌の感染を防ぐ。

　栽植密度、施肥、かん水に注意して軟弱過繁茂の生
育にならないようにする。

初夏、初秋などで保温のためにハウスを閉める時期に、
ハウス内の湿度が高まり発生が多くなる。散布は薬液が
乾燥するまでの時間を考慮して実施する。

本菌の潜伏期間は２週間以上と長く、初発が認められた
時点では相当の感染が起こっていると考えられる。発生
を認める前から定期的な予防散布を実施することが望ま
しい。

　約７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布す
る。

くん煙は夕方戸締り後に行い、翌朝開放する。くん煙剤
に点火したら、なるべく早く退出する。くん煙は、発生
の少ないときは７日毎、多いときは３日毎に行う。高温
時(30℃以上)や強風の時はくん煙しない。

　ハウス等を密閉後、トリフミンジェット（F:3）でく
ん煙し、12時間以上経過後開放する。

[耕種的防除法]

　ハウス栽培では換気を良好にして多湿条件にしな
い。

　多湿条件で発病するので、ハウス栽培では湿度管理
に注意する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]
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ミニトマト

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

褐色根腐病

は種前 1 　育苗用土は消毒して用いる。

2 　発生ほ場では連作を避ける。

3 　抵抗性台木に接ぎ木する。

発病初期 4

うどんこ病

発病初期 1

アブラムシ類

育苗期後半～ 1

定植当日

定植時 2

発生初期 3 　

1

定植前

2 　被害茎葉を早めに埋めるか処分後耕起する。

発生初期 1

2

○

1

エンストリップ ○ カード設置前後の薬剤の散布は避ける。

ツヤコバチＥＦ30 ○

コナジラミ類

定植前 1

2 　被害茎葉を早めに埋めるか処分後耕起する。

発生初期 1 　

2

オンシツコナジラミの項を参照

オオタバコガ

発生初期 1 　

マメハモグリバエ

発生初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

ハモグリバエ類

発生初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

  発病前から約７日おき位に、「掲載農薬一覧」にあ
る薬剤のいずれかを散布する。

  「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

  「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

　施設栽培では、ラノーテープ（I:7C）を設置する。

[耕種的防除法]

　次のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和してか
ら定植する。
　　アドマイヤー１粒剤（I:4A）
　　ベストガード粒剤（I:4A）

オンシツ
コナジラミ

[施設での生物農薬による防除]

　発病株は、ほ場に放置せず、根はていねいに掘り上
げ処分する。

[薬剤による防除法]

　ベリマークＳＣ(I:28)を希釈したものをジョウロ等
でかん注する。

[薬剤による防除法]

　発生源となる施設内及びその周辺の雑草を完全に処
分し、清耕する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

　発生源となる施設内及びその周辺の雑草を完全に処
分し、清耕する。

[薬剤による防除法]

　施設栽培では、ラノーテープ（I:7C）を設置する。

　発生初期から以下の放飼基準で、１週間間隔で４～
５回連続放飼する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

コナジラミの密度が高くなってからでは、カードを設置
しても十分な効果が得られないことが多いので、設置時
期には注意を要する。

初めて使用する場合には、農業普及振興室等の指導を受
けることが望ましい。なお、放飼時期は、黄色粘着板トラップに成虫が初め

て付着するか、ミニトマト株の上位２～３葉をたたい
て成虫を確認してから10日以内である。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[施設での生物農薬による防除]

[薬剤による防除法]

- 野菜35 -



ミニトマト

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

ヒラズハナ

アザミウマ

育苗期後半 1 　プリロッソ粒剤（I:28）を株元散布する。

～定植時

発生初期 2 　

ミカンキイロ

アザミウマ

育苗期後半 1 　プリロッソ粒剤（I:28）を株元散布する。

～定植時

発生初期 2 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

ハダニ類

発生初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

線虫類 ○ 農薬の注入方法

は種又は定植前 次の方法で土壌消毒を行う。

1

○

は種又は定植前

1 ＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

クロールピクリン

2 ＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

○

3

○

＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

4 　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

5

1 ○

は種又は定植前

2 ○

○

3

1 ○

ネグサレセン
チュウ類

[耕種的防除法]

　対抗植物マリーゴールド（フレンチ種、アフリカン
種）又はヘイオーツを輪作し、鋤き込む。

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤（I:8B）＊及びクロ

ルピクリンくん蒸80.0%液剤（I:8B）＊による防除は、
「青枯病」の項を参照する。

ネコブセン
チュウ類

[薬剤による防除法]

　線虫類の項に記載の薬剤のほか、次のいずれかの方
法で防除する。

ネグサレセンチュウはきくやイネ科の作物の跡地に多発
することがあるので注意する。

バイデートＬ粒剤は、石灰やアルカリ性肥料との同時施
用を避け、１週間間隔をあけて施用する。

ダゾメット剤は「萎凋病」の項の参考及び注意事項に留
意する。

　バイデートＬ粒剤（I:1A）を全面に均一に散布し、
作物の根のまわりに均等に分布するよう土壌とよく混
和する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

　ソイリーン（I:8A,8B）を注入する。

[薬剤による防除法]

　ネマトリンエース粒剤（I:1B）を土壌全面に均一に
散布し、ただちにロータリーで2回耕起し、土壌とよく
混和する。

　ガードホープ液剤（I:1B）は、生育期中に土壌かん
注する。

　ダゾメット粉粒剤（I:8F）＊をは種21日以上前に土壌
全面に均一に散布して土壌混和し、ビニール等で被覆
するか、鎮圧・散水してガスの蒸散を防ぐ。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　深さ15cmに30×30cmの間隔で注入し、直ちに穴をふさ
いで鎮圧する。この際、クロルピクリンくん蒸剤、ソイ
リーンでは必ずポリエチレンフィルム等で被覆する。ま
た、この他の農薬でもポリエチレンフィルム被覆または
水封するとより効果が高い。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤は「苗立枯
病」及び「青枯病」の項の参考及び注意事項に留意す
る。

　マリーゴールドは、直播の場合、は種後２ケ月間栽
培してから鋤き込む。栽植距離は15×20cm以下(10a当
たり33,333株以上)とする。移植の場合には移植後40～
55日間栽培してから鋤き込む。栽植距離は40×
40cm(10a当たり6,250株)

ヘイオーツはマリーゴールドに比べ効果がやや劣るの
で、線虫低密度ほ場で利用する。

対抗植物を栽培した場合には、雑草が多いと防除効果が
低下するので、除草に努める。

　ヘイオーツは、は種後２ケ月間以上栽培してから鋤
き込む。は種量は10a当たり8～15kg。

[薬剤による防除法]

　バイデートＬ粒剤（I:1A）を全面に均一に散布し、
よく混和する。

バイデートＬ粒剤は、石灰やアルカリ性肥料との同時施
用を避け、１週間間隔をあけて施用する。

線虫類の項に記載の農薬のほか、次のいずれかで防除
する。キタネグサレセンチュウは薬剤感受性が低いの
で、薬量を登録の範囲内で多目に施用する。
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ミニトマト

(2)　掲載農薬一覧（ミニトマト）

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○ ○ ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

クロルピクリンくん蒸剤55.0％製剤＊ 8B クロルピクリン ○

8B クロルピクリン

8A Ｄ－Ｄ

ダゾメット粉粒剤＊ 8F ダゾメット ○

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○ ○

コサイド3000 M01 水酸化第二銅 ○

M01 塩基性塩化銅

M02 硫黄

硫酸銅(ボルドー液用)※ M01 硫酸銅五水塩 ○

ドイツボルドーＡ M01 塩基性塩化銅 ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

40 ジメトモルフ

M01 塩基性塩化銅

45 アメトクトラジン

40 ジメトモルフ

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M05 ＴＰＮ

27 シモキサニル

11 ファモキサドン

ペンコゼブフロアブル M03 マンゼブ ○ ○

ダコニール1000 M05 ＴＰＮ ○ ○ ○

M01 水酸化第二銅

BM02 バチルス ズブチリス

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド ○

ロブラール水和剤 2 イプロジオン ○ ○

フルピカフロアブル 9 メパニピリム ○

ベルクート水和剤 M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○

ロブラールくん煙剤 2 イプロジオン ○

セイビアーフロアブル20 12 フルジオキソニル ○

ボトキラー水和剤 BM02 バチルス ズブチリス ○

エコショット BM02 バチルス ズブチリス ○ ○

サンヨール M01 ＤＢＥＤＣ ○ ○

トリフミン水和剤 3 トリフルミゾール ○

トリフミンジェット 3 トリフルミゾール ○

10 ジエトフェンカルブ

1 チオファネートメチル

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ ○

M05 ＴＰＮ

11 アゾキシストロビン

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド ○ ○

パレード20フロアブル 7 ピラジフルミド ○

ネクスターフロアブル 7 イソピラザム ○ ○

ケンジャフロアブル 7 イソフェタミド ○

3 トリフルミゾール

U06 シフルフェナミド

サンクリスタル乳剤 － 脂肪酸グリセリド ○

11 ピラクロストロビン

7 ボスカリド

クロスアウトフロアブル 50 ピリオフェノン ○

※印はメーカーによって登録がない場合があるので、確認して使用する。

　ダゾメット粉粒剤：バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤
　銅・バチルス ズブチリス水和剤：クリーンカップ、ケミヘル

　クロルピクリンくん蒸55.0%製剤：クロピクテープ

ソイリーン ○

シグナムＷＤＧ

ホライズンドライフロアブル ○

銅・バチルス　ズブチリス水和剤*

ゲッター水和剤 ○

○

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

○

○

パンチョＴＦ顆粒水和剤

 アミスターオプティフロアブル

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

○

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

葉
か
び
病

灰
色
か
び
病

○

プロポーズ顆粒水和剤

○ザンプロＤＭフロアブル

フェスティバルＣ水和剤

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

萎
凋
病

苗
立
枯
病

青
枯
病

半
身
萎
凋
病

I
R
A
C
コ
ー

ド

適用病害虫名

疫
病

輪
紋
病

斑
点
病

う
ど
ん
こ
病

斑
点
細
菌
病

○

園芸ボルドー

○

○
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ミニトマト

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

ダゾメット粉粒剤＊ 8F ダゾメット ○

8B クロルピクリン

8A Ｄ－Ｄ

バイデートＬ粒剤 1A オキサミル ○ ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート ○

ガードホープ液剤 1B ホスチアゼート ○

アドマイヤー１粒剤 4A イミダクロプリド ○

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム ○

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール ○

プリロッソ粒剤 28 シアントラニリプロール ○

バリアード顆粒水和剤 4A チアクロプリド ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン ○ ○

テルスターフロアブル 3A ビフェントリン ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○ ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム ○ ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン ○

ジノテフラン水溶剤* 4A ジノテフラン ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○ ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○ ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

ラノーテープ 7C ピリプロキシフェン ○

エンストリップ - オンシツツヤコバチ ○

ツヤコバチＥＦ30 - オンシツツヤコバチ ○

ボタニガードＥＳ - ボーベリア バシアーナ ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○

クオークフロアブル 11A ＢＴ(生菌) ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○

ノーモルト乳剤 15 テフルベンズロン ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○ ○

アタブロン乳剤 15 クロルフルアズロン ○

マッチ乳剤 15 ルフェヌロン ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○ ○

5 スピノサド

脂肪酸グリセリド

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン ○

トリガード液剤 17 シロマジン ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート ○

　ダゾメット粉粒剤：バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

　ジノテフラン水溶剤：アルバリン顆粒水溶剤、スタークル顆粒水溶剤

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

ソイリーン

ダブルシューターＳＥ ○

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

○

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ

セ
ン
チ
ュ

ウ
類

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

F
R
A
C
コ
ー

ド

適用病害虫名

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ハ
ダ
ニ
類
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なす

7　なす

病害虫名及び防除時期

苗立枯病 ○

は種前 1
(床土の土壌消毒）

○ 排水や日当たりの良い乾燥した場所で行う。

○

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

○

は種時 2

(は種前)

3 ○

○

○

青枯病

は種前 1 　なす科作物の連作を避ける。 ○ 長なす系統は一般に強い。

2 　ヒラナス、アカナスを台木に用いる。

生育全期 3 　排水をよくする。

4 　敷わらを行う。

5 　被害株は、できるだけ早く抜き取り、処分する。

○ 「苗立枯病」の項の参考及び注意事項に留意する。

は種又は定植前

1 クロールピクリン（F:-、I:8B） ○

① 全面処理

○

② は種溝処理・植穴処理

　全面処理に準じて処理する。

2 クロピクテープ（F:-、I:8B）

半身萎凋病 ○ 土壌消毒をすると、半枯病の防除は不要である。

は種前 1 　発病ほ場は4年以上栽培を中止する。 ○

2 　耐病VF茄子を台木に用いる。

生育全期 3 　被害植物は抜き取り処分する。 ○

4 　土壌が過湿にならないようにする。

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

は種又は定植前 1 ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

○ ダゾメット粉粒剤は10℃以上で使用する。

○

2

＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

[薬剤による防除法]

クロールピクリン（F:-、I:8B）及びクロルピクリンく

ん蒸80.0%液剤（F:-、I:8B）＊による防除は、「青枯
病」の項を参照する。

消毒済みの床土には土壌病原菌や有害線虫が混入すると、
激しい被害を招くことがあるので床土管理に注意し、無病
種子や無病苗を植付けるようにする。
資材の消毒
支柱・育苗用資材等は、床土と一緒に消毒する。

[耕種的防除法]

ダゾメット粉粒剤は、砂質土壌や乾燥した土壌ではていね
いに混和した後、散水する。また、住宅に隣接するほ場で
は使用せず、住宅地付近の使用にあたっては、ガスによる
危被害の発生防止に十分配慮する。

　ダゾメット粉粒剤＊（F:-、I:8F）を散布後、深さ25cm
位まで土壌混和し、ビニール等で被覆する(被覆できな
い場合は、必ず鎮圧散水する)。約３週間後、耕起し、
十分ガス抜き後定植する。

「苗立枯病」及び「青枯病」の項の参考及び注意事項に留
意する。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように注意
する。

クロルピクリンは住宅や畜舎などの近くでは使用しない。

[薬剤による防除法]

クロルピクリンくん蒸剤での土壌消毒は、地温が15℃以上
のときに行う。

[耕種的防除法]

　ハウスなどでは床土の更新又は次のいずれかで土壌消
毒を行う。

　畑の土壌をていねいに耕起整地してから、専用のかん
注機を使用して30cm千鳥で深さ約15cmに、注入し、直ち
に足で穴をふさぎ、地表面をポリエチレンフィルム等で
被覆し、ガスもれしないようにフィルムの端は土中に埋
め込む。処理後10日以上経過(地温と被覆期間参照)して
からポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕起してガ
ス抜きを行う。

　耕起整地後、90cm幅でうねを立て、うね中央に約15cm
の深さの溝を掘り、本剤を施用し直ちに覆土する。覆土
後ポリエチレンフィルム等で被覆し、処理10日以上経過
してからポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕起し
てガス抜きを行う。

　オーソサイド水和剤80（F:M04）をかん注する。は種後から
２～３葉期

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[薬剤による防除法]

　床土をていねいに切り返し、塊をほぐしてから高さ
30cmに積み(広さは適宜)、表面を均平にする。専用のか
ん注機を使用して30cm間隔に深さ15cmの穴をあけ、ク
ロールピクリン（F:-、I:8B）を注入して足で穴をふさ
ぐ。さらに30cmの高さに床土を積み同様に処理する。こ
れをくりかえして適当な高さになったらポリエチレン
フィルム等で被覆する。注入後７日以上被覆した後ポリ
エチレンフィルム等を除いてよく切りかえし、十分にガ
ス抜きをしてから使用する。
　処理時期は地温が15℃くらいのときがよい。

消毒時の床土は手でにぎり、放した場合に自然にひび割れ
する程度の湿度が適当である。

　オーソサイド水和剤80（F:M04）を種子粉衣する。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないことを
確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不十分だと
発芽障害、生育初期の生育不良を起こすので、粘土質土壌
や連続降雨、あるいは注入量が多い場合は放置期間を長く
するか耕起反転を十分に行って完全にガス抜きをする。特
に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注意が必要であ
る。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用すると
きは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用するなど、
「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上の注意事
項を遵守する。

施肥や酸度矯正のための石灰施用はガス抜き後に行う。薬
剤注入前に施用すると、化学反応を起こして発芽障害や生
育障害を起こす有害物が土壌中に形成されるので注意す
る。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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なす

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

半枯病

は種前 1 　発病ほ場は4年以上栽培を中止する。

2 　耐病VF茄子、ヒラナス、アカナスを台木に用いる。

生育全期 3 　被害植物は抜き取り処分する。

灰色かび病

生育全期 1 ○ ハウス栽培に発生が多い。

○

2 　ハウスでは多湿にならないようにする。

3 　病果等は除去する。

○

発病初期～ 1

蔓延期 ○

2 　くん煙法 ＊ 〔イプロジオン剤〕

褐紋病

定植前 1

生育全期 2 　被害茎葉、果実は見つけ次第切り取り処分する。

褐色円星病

生育全期 1 　樹勢が弱まらないよう肥培管理を行う。

2 　被害茎葉は集めて処分する。

菌核病

は種前 1 ○ ハウス栽培では被害が大きい。

○

生育全期 2 　発病した株は早期に除去する。

発病初期～ 1

蔓延期

2 　くん煙法

ネキリムシ類

定植時 1

アブラムシ類

定植時 1 ○

＊ 〔アセフェート粒剤〕

オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

発生初期 2 　

テントウムシ

ダマシ類
(ｵｵﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ) 1 ○

被害初期

ナスノミハムシ 〇 成虫が葉を加害する。
(ﾅｽﾅｶﾞｽﾈﾄﾋﾞﾊﾑｼ)

ハダニ類

発生初期 1 　

左記の農薬を散布すると、ナスノミハムシの防除は不要で
ある。

[薬剤による防除法]

　次のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和してから
定植する。

　アセフェート粒剤＊ （I:1B）
　アドマイヤー１粒剤（I:4A）

植穴に土壌施用する場合は、農薬が根に直接触れないよう
に少し土で覆ってから定植する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を全面土壌混和又は作条
土壌混和する。

　天地返し後、ビニールマルチを行い、子のう盤の発生
と子のう胞子の飛散を防ぐ。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを発生のごく
初期に散布する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

　ハウス等を密閉後、ロブラールくん煙剤（F:2）でく
ん煙し、12時間以上経過後に開放する。

トマトでは、スミレックス水和剤、スミブレンド水和剤並
びにゲッター水和剤に耐性を示す灰色かび病菌が県内にも
分布している。

耐性菌の出現を回避するため、作用性の異なる農薬を交互
に使用する。

[薬剤による防除法]

イプロジオン剤*とスミレックス水和剤は、作用性が類似
している。

ロブラール500アクア、ロブラール水和剤、ロブラール
くん煙剤

比較的低温(20℃前後)のときに被害が大きいので、夜間の
保温にも注意する。

　排水を良好にし、密植を避け、チッソ質肥料の過用を
避ける。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを約７日おき
に数回散布する。

[耕種的防除法]

　敷わら等マルチを行い、果実が直接地面にふれないよ
うにする。

　室を密閉後、ロブラールくん煙剤(F:2)でくん煙し、
12時間以上経過後に開放する。

[薬剤による防除方法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

発生初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

アザミウマ類

発生初期 1 　

ハモグリバエ類

発生初期 1 　

オオタバコガ

発生初期 1 　

ミカンキイロ
アザミウマ

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。
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なす

(2)　掲載農薬一覧（なす）

オーソサイド水和剤80 M04 キャプタン ○

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○ ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

クロルピクリンくん蒸剤55.0％製剤＊ 8B クロルピクリン ○

ダゾメット粉粒剤＊ 8F ダゾメット ○

ロブラール500アクア 2 イプロジオン ○

ロブラール水和剤 2 イプロジオン ○ ○

ロブラールくん煙剤 2 イプロジオン ○ ○

スミレックス水和剤 2 プロシミドン ○ ○

M07 イミノクタジン酢酸塩

19 ポリオキシン複合体

フルピカフロアブル 9 メパニピリム ○

ダイアジノン粒剤５ 1B ダイアジノン ○

アセフェート粒剤＊ 1B アセフェート ○

アドマイヤー１粒剤 4A イミダクロプリド ○

スミチオン乳剤 1B ＭＥＰ ○

ダイアジノン水和剤34（露地栽培） 1B ダイアジノン ○

サイアノックス乳剤 1B ＣＹＡＰ ○

3A フェンプロパトリン

1B ＭＥＰ

アグロスリン水和剤 3A シペルメトリン ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○

サイハロン乳剤 3A シハロトリン ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○

テルスター水和剤 3A ビフェントリン ○ ○

テルスターフロアブル 3A ビフェントリン ○ ○

アーデント水和剤 3A アクリナトリン ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム ○

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン ○ ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

ダニトロンフロアブル 21A フェンピロキシメート ○

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート ○

ダニサラバフロアブル 25A シフルメトフェン ○

スターマイトフロアブル 25A シエノピラフェン ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト ○ ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

　ダゾメット粉粒剤：バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

　アセフェート粒剤：オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

　ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

ハ
ダ
ニ
類

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
類

○ポリベリン水和剤

　クロルピクリンくん蒸55.0%製剤：クロピクテープ

○

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

スミロディー乳剤

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

苗
立
枯
病

半
身
萎
凋
病

I
R
A
C
コ
ー

ド

青
枯
病

適用病害虫名

灰
色
か
び
病

菌
核
病

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
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ピーマン

8　ピーマン

病害虫名及び防除時期

苗立枯病

は種時 1

(は種前)  

2

疫病

生育全期 1 ○

2 　病葉、病果は除去する。

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

定植前 1 ○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○ 住宅や畜舎などの近くでは使用しない。

○

○

定植活着後 2

○

炭疽病

は種前 1 　種子は無病地から採種する。

生育全期 2

3 　排水を図り、密植を避ける。

収穫期 4 　発病果実はすみやかに除去する。

5 　被害株を処分する。

モザイク病

生育全期 1

灰色かび病

生育全期 1 ○

2 　発病した果実・葉は直ちに摘みとり処分する。

○

発病初期～ 1

蔓延期

2 　くん煙法

　ロブラールくん煙剤（F:2）

　ハウス等を密閉後くん煙し、12時間後開放する。

斑点病

発病初期～ 1

蔓延期

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[薬剤による防除法]

　オーソサイド水和剤80（F:M04）を種子粉衣する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを約７日お
きに数回散布する。

　オーソサイド水和剤80（F:M04）をかん注する。

リドミル粒剤2は、散布量が多すぎたり幼苗期に散布す
ると薬害のおそれがあるので使用法に注意する。

トマトでは、スミレックス水和剤に耐性を示す灰色か
び病菌が県内にも分布している。

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを約７日お
きに数回散布する。

[耕種的防除法]

　ハウス栽培では換気を図り、多湿にならないように
する。

[薬剤による防除法]

ロブラール(水和剤、くん煙剤)、スミレックス水和剤
は作用性が類似している。

[薬剤による防除法]

　温床、ハウスでは換気を図り、多湿にならないよう
にする。

[耕種的防除法]

は種後から
２～３葉期

[耕種的防除法]

　高うねにして排水を良くする。ハウス栽培では水を
かけすぎないようにする。

[薬剤による防除法]

　畑では、畑の土壌をていねいに耕起整地してから、
クロールピクリン（F:-、I:8B）を専用のかん注機を使
用して30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直ちに足で穴
をふさぎ、地表面をポリエチレンフィルム等で被覆
し、ガスもれしないようにフィルムの端は土中に埋め
込む。処理後10日以上経過(地温と被覆期間参照)して
からポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕起して
ガス抜きを行う。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこ
とを確認してからは種又は定植をする。ガス抜きが不
十分だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすの
で、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場
合は放置期間を長くするか耕起反転を十分に行って完
全にガス抜きをする。特に低温処理の場合はガスが抜
けにくいので注意が必要である。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用す
るときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用する
など、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上
の注意事項を遵守する。

　発病のごく初期から約20日毎に3回、リドミル粒剤2
（F:4）を株元に散布する。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように
注意する。

　苗床及び本畑では、喫煙しながら作業をしない。ま
た、石けんでよく手を洗ってから作業をする。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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ピーマン

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

アブラムシ類

育苗期後半～ 1

定植当日

定植時 2

＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

3 　プリロッソ粒剤（I:28）を株元散布する。

発生初期 4 ○

オオニジュウ

ヤホシテントウ 〇 成虫、幼虫とも葉を加害する。

被害初期 1 　幼虫や卵は見つけ次第捕殺する。

ハダニ類

発生初期 1 　

アザミウマ類

育苗期後半～ 1

定植当日

定植時 2

3 　プリロッソ粒剤（I:28）を株元散布する。

発生初期 4 　

ミカンキイロ

アザミウマ 　

発生初期 1

オオタバコガ

発生初期 　

1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

　ベリマークＳＣ（I:28）を希釈したものをジョウロ
等でかん注する。

　次のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和してか
ら定植する。
　ジノテフラン粒剤* （I:4A）
　アドマイヤー１粒剤（I:4A）

[薬剤による防除法]

　ベリマークＳＣ(I:28)をジョウロ等でかん注する。

　アドマイヤー1粒剤（I:4A）は植穴に施用し、土とよ
く混和してから定植する。

アディオン乳剤を散布すると、オオニジュウヤホシテ
ントウの防除は不要である。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]
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ピーマン

(2)　掲載農薬一覧（ピーマン）

オーソサイド水和剤80 M04 キャプタン ○

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

リドミル粒剤２ 4 メタラキシル ○

ロブラール水和剤 2 イプロジオン ○

スミレックス水和剤 2 プロシミドン ○

ロブラールくん煙剤 2 イプロジオン ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド ○

ラリー水和剤 3 ミクロブタニル ○

7 ペンチオピラド

M05 ＴＰＮ

アクタラ粒剤５ 4A チアメトキサム ○

ジノテフラン粒剤＊ 4A ジノテフラン ○  

アドマイヤー1粒剤 4A イミダクロプリド ○ ○

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール ○ ○

プリロッソ粒剤 28 シアントラニリプロール ○ ○

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○

アーデント水和剤 3A アクリナトリン ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト ○ ○

ハチハチ乳剤 21A トルフェンピラド ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○ ○

ダニトロンフロアブル 21A フェンピロキシメート ○

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ ○

ファルコンフロアブル 18 メトキシフェノジド ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

プレバソンフロアブル５ 28 クロラントラニリプロール ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○ ○

　ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

　ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

○

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

疫
病I

R
A
C
コ
ー

ド

適用病害虫名

有効成分

苗
立
枯
病

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

灰
色
か
び
病

斑
点
病

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

ベジセイバー

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
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えだまめ

9　えだまめ  

病害虫名及び防除時期

わい化病

生育初期 1 　アブラムシ類の防除を行う。(アブラムシ類の項参
照)

茎疫病

は種前 1 　クルーザーＭＡＸＸ（F:4,12、I:4A）を乾燥種子に
塗沫処理する。

○ 薬剤が種子に均一に付着するように処理する。

ダイズシスト ○

センチュウ 1 　マメ科作物以外との輪作を行う。

は種前又は定植前 2

3 ○

○

4

○ すき込みはロータリ耕起で数回行う。

○ 緑肥用種子を用い、覆土は浅くロータリ耕起する。

○

○

タネバエ

は種前 1 ○ 薬剤が種子に均一に付着するように処理する。

は種時 2

アブラムシ類 ○ 薬剤が種子に均一に付着するように処理する。

は種前 1 ○

発生初期 2 ○

○

3 　無人航空機散布

　ベネビアＯＤ（I:28）を散布する。 ○ ベネビアＯＤは以下のことに注意する。

○ 無人航空機散布では以下のことに注意する。

○

スミチオン乳剤を散布すると、カメムシ類及びコフキ
ゾウムシの防除は不要である。

(1)散布時の風速が3.0m/s以上では散布区域外への飛散が
　 問題となるので、散布は行わない。
(2)散布農薬の飛散によって動植物への危被害、自動車の
　 塗装等に被害を生ずるおそれがあるので、散布区域内
　 の諸物件の位置等を事前に確認する。また、水源地、
　 飲料用水、養魚池、養魚田等に散布液が飛散流入しな
　 いように飛散防止対策を行う。
(3)畦に対して平行及び直行方向のいずれの飛行でも防除
　 効果に差は認められないが、直行方向の飛行は茎葉へ
　 の薬剤の付着がより安定する。

種子が小さく、覆土が厚いと発芽率が低下するので、
覆土は種子がかくれる程度で、耕起しないで鎮圧す
る。

　クロタラリアのは種量はばらまきで８～12kg/10aと
し、平均気温18℃前後を目安として５月中旬以降には
種し、11月降霜後に枯れ込んでからすき込む。

〈クロタラリア(俗称:コブトリソウ)〉

マラソン乳剤を散布すると、コガネムシ類の防除は不
要である。

(1)アルカリ性の農薬や肥料との混用を避ける。
(2)やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に薬害
　 の有無を十分確認してから使用する。

本虫による被害は、発芽後～生育初期と８月下旬～９
月中旬に見られる。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

クルーザーＭＡＸＸ（F:4,12、I:4A）を乾燥種子に塗
沫処理する。

　カルホス粉剤（I:1B）を作条施用し、土壌混和処理
後に播種する。

[薬剤による防除法]

すき込み時期は開花期以降となるが、栽培期間が短い
と線虫密度の低減効果が劣る場合がある。暖地系の緑
肥作物であり、十分な生育量を確保する必要がある。

クリムソンクローバに比べ草丈が大きいため、降霜前
にすき込む場合には、チョッパー等で細断し乾かして
からすき込む。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

フタスジヒメ
ハムシ

[耕種的防除法] 生育不良及び茎葉の黄化症状を認めた場合には、植物
検診や土壌検診を行い、ダイズシストセンチュウの寄
生の有無を確認する。

　後作に対抗植物のクリムソンクローバやクロタラリ
アを散播作付して、線虫密度を低下させる。 〈クリムソンクローバ(和名:ベニバナツメクサ)〉

　クルーザーＦＳ30（I:4A）又はクルーザーＭＡＸＸ
（F:4,12、I:4A）を乾燥種子に塗沫処理する。

クルーザーＦＳ30とキヒゲンなどの粉衣剤を併用する
場合は、クルーザーＦＳ30を先に処理する。

緑肥用種子を用いる。一般種子でも線虫密度の低減効
果が期待できる。

　クリムソンクローバのは種量はばらまきで４kg/10a
とし、は種後３ヶ月間栽培してからすき込む。春播き
の場合、５月上中旬には種し、８月上中旬の開花期頃
(草丈30cmを目安)にすき込む。夏播きの場合、８月上
旬には種し、11月上旬頃または翌年春にすき込む。
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えだまめ

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

コガネムシ類

生育期 1 ○

コフキゾウムシ ○

カメムシ類 ○

マメシンクイガ ○

1 　

○

○

2 　無人航空機散布

　ベネビアＯＤ（I:28）を散布する。 ○ ベネビアＯＤの注意事項はアブラムシ類の項参照。

○ 無人航空機散布の注意事項はアブラムシ類の項参照。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

スミチオン乳剤、トレボン乳剤、同粉剤ＤＬを散布す
ると、カメムシ類、シロイチモジマダラメイガ、ダイ
ズサヤタマバエの防除は不要である。

[薬剤による防除法] マメシンクイガの産卵最盛期は８月５半旬～９月１半
旬、ふ化最盛期は８月６半旬～９月２半旬に見られ
る。

トレボン乳剤、同粉剤ＤＬを散布すると、フタスジヒ
メハムシの防除は不要である。

成虫は６月中旬～８月下旬に発生し、葉を食害する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

マメコガネ成虫は６～８月に発生し、葉を食害する。

着莢期～子実肥大期に吸汁されると被害が大きい。
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えだまめ

(2)　掲載農薬一覧（えだまめ）

カルホス粉剤 1B イソキサチオン ○

4A チアメトキサム

クルーザーＭＡＸＸ 12 フルジオキソニル ○ ○ ○

4 メタラキシルＭ

クルーザーＦＳ30 4A チアメトキサム ○

オルトラン水和剤 1B アセフェート ○

スミチオン乳剤 1B ＭＥＰ ○ ○

マラソン乳剤 1B マラソン ○

マラソン粉剤３ 1B マラソン ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○

トレボン粉剤ＤＬ 3A エトフェンプロックス ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○ ○

マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類

適用病害虫名

タ
ネ
バ
エ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

茎
疫
病

F
R
A
C
コ
ー

ド
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さやえんどう

10　さやえんどう

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

苗立枯病 [耕種的防除法]

は種前 1 　連作を避ける。

褐紋病 [耕種的防除法]

は種前 1 　連作を避ける。

生育全期 2 　畑の排水をよくする。

収穫期 3 　被害残さの処分を徹底する。

褐斑病 [耕種的防除法]

は種前 1 　連作を避ける。

生育全期 2 　畑の排水をよくする。

収穫期 3 　被害残さの処分を徹底する。

[薬剤による防除法]

発病初期～ 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

こうがい [耕種的防除法]

毛かび病 1 ○ 本病は夏季高温期に蔓延が激しい。

発病初期～
2

うどんこ病 [耕種的防除法]

収穫後 1 　被害茎葉を集めて処分する。 ○

[薬剤による防除法]

発病初期～ 1

アブラムシ類 [薬剤による防除法]

発生初期 1

[薬剤による防除法] ＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

1 　ジノテフラン粒剤*（I:4A）を株元に散布する。
発生初期 ○

2 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

○

ヨトウムシ [薬剤による防除法]

発生初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

ヒラズハナ [薬剤による防除法]

アザミウマ 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

発生初期

(2)　掲載農薬一覧（さやえんどう）

1 チオファネートメチル ○   

3 トリホリン ○

3 トリフルミゾール ○

M01 ＤＢＥＤＣ ○

1B ダイアジノン ○

29 フロニカミド ○

3A エトフェンプロックス ○

3A フルバリネート ○

14 カルタップ ○

21A トルフェンピラド ○

6 エマメクチン安息香酸塩 ○

4A ジノテフラン ○

＊ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

ナ
モ
グ
リ
バ
エ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

サプロール乳剤は、幸水系のなしに極微量で薬害を
生じるおそれがあるので、付近にある場合はかから
ないように注意する。

ハモグリバエ類

ハチハチフロアブルに展着剤スカッシュ、パダンＳ
Ｇ水溶剤に展着剤アプローチＢＩを加用すると防除
効果が高まる。ただし薬害の懸念があるため、他の
薬剤との混用は避ける。

ハチハチフロアブル、パダンＳＧ水溶剤は、ナモグ
リバエに登録されている。

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

マブリック水和剤20

パダンＳＧ水溶剤

ハチハチフロアブル

病害虫名及び防除時期

(ナモグリバエ)

ダイアジノン乳剤40

トレボン乳剤

　周辺の刈り取った雑草などにも多数の胞子を形成するの
で、これらを集めて処分する。

蔓延期

蔓延期

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

ウララＤＦ

蔓延期

　発病した腋芽、葉、莢などは伝染源となるので、直ちに切
除して処分する。

アファーム乳剤

ジノテフラン粒剤＊

ヒ
ラ
ズ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

サプロール乳剤

トリフミン水和剤

F
R
A
C
コ
ー

ド

適用病害虫名

サンヨール

褐
斑
病

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ヨ
ト
ウ
ム
シ

トップジンＭ水和剤

う
ど
ん
こ
病
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さやいんげん　そらまめ

11　さやいんげん

(1)　防除方法

[耕種的防除法]

1 　無病種子を用いる。

2 　病株の早期抜き取りを行う。

[耕種的防除法]

1 　連作を避ける。

2 　肥料切れしないように注意する。

3 　被害茎葉は集めて処分する。

[薬剤による防除法] ○

1

○

○ 葉裏に発生するので注意して観察する。

(2)　掲載農薬一覧（さやいんげん）

適用病害虫名

1B ダイアジノン ○  

4A アセタミプリド ○

29 フロニカミド ○

3A エトフェンプロックス ○

[耕種的防除法]

1 　健全株から採種した種子を用いる。 ○

2 　シルバーストライプマルチを使用する。

3 　保毒伝染源となるシロツメクサ等の雑草を除去する。 ○ 病原ウイルスの寄主範囲はかなり広い。

4 　シルバー防虫テープを草冠部に展張する。

5 　発病株は見つけ次第抜き取り処分する。

6 　発病株を採種用として残さない。

参考及び注意事項

ダイアジノン乳剤40を散布すると、ハダニ類の防除は不
要である。

生育期

は種前

生育期

収穫後

防除方法病害虫名及び防除時期

かさ枯病

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

炭疽病

アブラムシ類

発生初期

トレボン乳剤はワタアブラムシにのみ登録がある。

トレボン乳剤

ダイアジノン乳剤40

病害虫名及び防除時期

ウララＤＦ

12　そらまめ(未成熟)

(1)　防除方法

ハダニ類

は種前

本病はマメアブラムシなどアブラムシ類によって媒介さ
れるが、土壌伝染はしない。

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ

参考及び注意事項

モザイク病

は種前

定植期

生育期

収穫期

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

防除方法

モスピラン顆粒水溶剤
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いちご

13　いちご  

病害虫名及び防除時期

萎黄病 ○

植付前 1 　苗は無病株から採取する。

生育全期 2 　発病株は早期に抜き取り処分する。

○

植付前 次の方法で土壌消毒を行う。

1

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○

2

○

3

仮植前 4

仮植時 5 　トップジンＭ水和剤（F:1）をかん注する。

青枯病 ○ 品種「麗紅」は発生が多い。

根腐病

植付前 1 　冠水しないような畑を選び、排水をよくする。

2 　マルチを行い、早くから地温を上げる。

うどんこ病 ○

生育全期 1 　通風をよくする。

2 　病葉、病果は除去する。 ○ 同一系統農薬の連用を避ける。

○

発病前～ 1

発病初期 ○

発病初期～ 2

蔓延期

3 　くん煙法

（株冷蔵栽培) 4

株冷蔵前

菌核病

定植前 1 　きゅうり、トマトなどの跡地に作付しないようにする。 　

生育全期 2 　ビニールマルチをする。

炭疽病

育苗期 1 　

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこ
とを確認してからは種又は定植をする。ガス抜きが不
十分だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすの
で、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場
合はガス抜き期間を長くするか耕起反転を十分に行っ
て完全にガス抜きをする。
特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注意が必
要である。

　ベンレート水和剤（F:1）、又はトップジンＭ水和剤
（F:1）で苗の根部を浸漬する。

　クロピクテープ（F:-、I:8B）を利用する場合は、耕起
整地後、90cm幅でうねを立て、うね中央に約15cmの深さ
の溝を掘り、本剤を敷いて直ちに覆土する。覆土後ポリ
エチレンフィルム等で被覆し、処理10日以上経過してか
らポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕起してガス
抜きを行う。

　ソイリーン（F:-、I:8A、8B）はクロールピクリンに準
じる。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　ハウスを密閉後次の薬剤でくん煙し、15時間後に開放
する。
　トリフミンジェット（F:3）

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　トップジンＭ水和剤（F:1）の希釈液に株を浸漬する。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用す
るときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用する
など、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上
の注意事項を遵守する。

クロルピクリンは住宅や畜舎などの近くでは使用しな
い。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように
注意する。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項
[耕種的防除法]

　苗床及び本畑では、畑の土壌をていねいに耕起整地し
てから、クロールピクリン（F:-、I:8B）を専用のかん注
機を使用して30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直ちに足
で穴をふさぎ、地表面をポリエチレンフィルム等で被覆
し、ガスもれしないようにフィルムの端は土中に埋め込
む。処理後10日以上経過(地温と被覆期間参照)してから
ポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕起してガス抜
きを行う。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[耕種的防除法] サンヨール、モレスタン水和剤は、高温時の散布を避
ける。

[薬剤による防除法] ポリオキシンＡＬ水和剤、トリフミン水和剤、ルビゲ
ン水和剤は、耐性菌がでやすいので注意する。　インプレッション水和剤（F:BM02）を５～７日おきに

数回散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを、５～７日
おきに数回散布する。

アミスター20フロアブル及びストロビーフロアブル
は、高温時の使用を避ける。また、浸透性を高める展
着剤は使用しない。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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いちご

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項
灰色かび病 ○

生育全期 1 　通風をよくして、早くから敷わら等マルチをする。

2 　病葉、病果は除去する。

○

出蕾期 1

○

○

2 　くん煙法

＊ 〔イプロジオン剤〕

葉枯病

輪紋病 ○ 重粘で多湿の畑に発生が多い。

じゃのめ病

生育全期 1 　排水、通風をよくする。 ○ 品種「麗紅」で発生が多い。

2 　被害茎葉は早めに処分する。

仮植栽培期 1 　

ウイルス病 ○ アブラムシ類は、収穫後の防除も必要である。

植付期 1 　無病苗を使用する。

生育全期 2

1 　アブラムシ類の防除を行う。

(アブラムシ類の項参照)

アブラムシ類

育苗期後半 1 　モベントフロアブル（I:23）をかん注する。

発生初期 2 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。 ○

3 　くん煙法

　モスピランジェット（I:4A）

　マブリックジェット（I:3A）

ハマキムシ類 ○ 幼虫が茎葉を加害する。

イチゴハナ

ゾウムシ

出蕾期～開花期

ワタアブラムシ

定植時 1 ＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

コガネムシ類

(幼虫)

仮植時 1

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を発病初期から散布す
る。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを、つぼみの
時期から７日おきに散布する。

　ジノテフラン粒剤＊（I:4A)を植穴に施用し、土とよく
混和してから定植する。

[耕種的防除法]

オーソサイド水和剤80を散布すると、じゃのめ病、葉
枯病、輪紋病の防除は不要である。

カンタスドライフロアブルでの浸達性を有する展着剤
や葉面液肥の添加は、薬害を生じるおそれがあるので
避ける。

イプロジオン剤＊、スミレックス水和剤、スミレックス
くん煙顆粒は作用性が類似している。

[耕種的防除法] 耐性菌を回避するため、作用性の異なる農薬を交互散
布する。

[薬剤による防除法]

　ハウスなどを密閉後スミレックスくん煙顆粒(F:2）、
ロブラールくん煙剤（F:2）、フルピカくん煙剤（F:9）
のいずれかでくん煙し、10～15時間後に開放する。

　萎縮症状が認められたときは、苗を全面的に更新す
る。

[薬剤による防除法]

左記農薬を散布すると、ハマキムシ類やイチゴハナゾ
ウムシの防除は不要である。

　ハウスを密閉後、次の薬剤をくん煙し、15時間後に開
放する。

[薬剤による防除法]

　仮植床にダイアジノン粒剤３（I:1B）を土壌混和す
る。

ロブラール500アクア、ロブラール水和剤、ロブラール
くん煙剤
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いちご

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項
ハダニ類 ○

発生初期 1

○

2 　くん煙法

○ 100㎥は、高さ２m、床面積50㎡に相当する。

　マブリックジェット（I:3A）

　ロディーくん煙顆粒（I:3A）

　シーマージェット（I:21A,1A）

○

1

○

○

ミカンキイロ

アザミウマ 1

発生初期

アザミウマ類

発生初期 1 ○ ディアナＳＣのミツバチに対する影響日数は３日。

○

線虫類

次の方法で土壌消毒を行う。

定植前 1 ＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

○

1

定植前 ○

2

○

3

○ 農薬の注入方法

1 　ソイリーン（I:8A,8B）を土壌注入する。

2

○ ガス抜きについては萎黄病の項を参照。

ナメクジ類

は種又は定植前 1 　除草その他で畑内及び周辺部を清潔にし、地面に日が
よく当たるようにする。

　ネマトリンエース粒剤（I:1B）を全面に均一に散布
し、作物の根のまわりに均等に分布するよう土壌とよく
混和する。

　深さ15cmに30×30cmの間隔で注入し、直ちに穴をふ
さいで鎮圧する。この際、クロルピクリンくん蒸剤、
ソイリーンでは必ずポリエチレンフィルム等で被覆す
る。
　また、この他の農薬でもポリエチレンフィルム被覆
または水封するとより効果が高い。

ヘイオーツはマリーゴールドに比べ効果がやや劣るの
で、線虫低密度ほ場で利用する。

対抗植物を栽培した場合には、雑草が多いと防除効果
が低下するので、除草に努める。

[薬剤による防除法]

線虫類の項に記載の農薬のほか、次のいずれかで防除す
る。キタネグサレセンチュウは薬剤感受性が低いので、
薬量を登録の範囲内で多めに施用する。

　マリーゴールドは、直播の場合、は種後２ケ月間栽培
してから鋤き込む。栽植距離は15×20cm以下(10a当たり
33,333株以上)とする。移植の場合には移植後40～55日間
栽培してから鋤き込む。栽植距離は40×40cm(10a当たり
6,250株)

　ヘイオーツは、は種後２ケ月間以上栽培してから鋤き
込む。は種量は10a当たり8～15kg。

[耕種的防除法]

ネグサレセンチュウはきくやイネ科の作物の跡地に多
発することがあるので注意する。

ダニトロンフロアブル、サンマイトフロアブル及びピ
ラニカEWは交差抵抗性が発現するので、使用に注意す
る。

[薬剤による防除法]

ネグサレセン
チュウ類

[耕種的防除法]

　対抗植物マリーゴールド（フレンチ種、アフリカン
種）又はヘイオーツを輪作し、鋤き込む。

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤（F:-、I:8B）＊、クロ

ルピクリンくん蒸80.0%液剤（F:-、I:8B）＊による防除は
「萎黄病」の項を参照する。

農薬に対する抵抗性を防ぐため、同一系統の農薬を連
用しない。

[薬剤による防除法]

　ハウスを密閉後、次の薬剤でくん煙し、15時間後に開
放する。

　開花始期を目安に発生初期から、１週間間隔で２～３
回放飼する。
　スパイカルＥＸ

「天敵類に対する農薬の影響目安」については、日本
バイオロジカルコントロール協議会ホームページの
「天敵に対する農薬の影響目安の一覧表」を参照。
http://www.biocontrol.jp/

[施設での生物農薬による防除法] ミヤコカブリダニ放飼後、防除効果が十分でない場合
には、天敵の追加放飼や天敵に影響の少ない殺ダニ剤
か気門封鎖剤(粘着くん液剤等)を補完的に使用する。

[薬剤による防除法]

本剤は注文販売のため、発注して手元に届くまで2週間
程度を要する。

　なお、開花前にミヤコカブリダニに影響の少ない殺ダ
ニ剤を散布し、開花始期頃、ハダニ類の発生が見られな
いうちにミヤコカブリダニを放飼する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

モベントフロアブルのミツバチに対する影響日数は１
日。チリカブリダニ、ミヤコカブリダニに対し影響が
あるため、これら天敵を使用している場合はモベント
フロアブルの散布は避ける。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。
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(2)　掲載農薬一覧（いちご）

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

クロルピクリンくん蒸剤55.0％製剤＊ 8B クロルピクリン ○

8B クロルピクリン

8A Ｄ－Ｄ

ベンレート水和剤 1 ベノミル ○

トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル ○ ○

ポリオキシンＡＬ水和剤 19 ポリオキシン複合体 ○

サンヨール M01 ＤＢＥＤＣ ○

モレスタン水和剤 M10 キノキサリン系 ○

トリフミン水和剤 3 トリフルミゾール ○

トリフミンジェット 3 トリフルミゾール ○

ルビゲン水和剤 3 フェナリモル ○

ラリー水和剤 3 ミクロブタニル ○

ベルクート水和剤 M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○ ○

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

17 フェンヘキサミド

M07 イミノクタジンアルベシル酸塩

11 ピリベンカルブ

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル ○

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン ○ ○

スクレアフロアブル 11 マンデストロビン ○

キノンドーフロアブル M01 有機銅 ○

3 トリフルミゾール

U06 シフルフェナミド

プロパティフロアブル 50 ピリオフェノン ○

M01 水酸化第二銅

BM02 バチルス ズブチリス

インプレッション水和剤 BM02 バチルス ズブチリス ○

エコショット BM02 バチルス ズブチリス ○

カリグリーン NC 炭酸水素カリウム ○

NC 炭酸水素ナトリウム

M01 無水硫酸銅

ハーモメイト水溶剤 NC 炭酸水素ナトリウム ○ ○

フルピカフロアブル 9 メパニピリム ○ ○

フルピカくん煙剤 9 メパニピリム ○

オーソサイド水和剤80 M04 キャプタン ○

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド ○

セイビアーフロアブル20 12 フルジオキソニル ○

ロブラール水和剤 2 イプロジオン ○

ロブラール500アクア 2 イプロジオン ○

ロブラールくん煙剤 2 イプロジオン ○

スミレックス水和剤 2 プロシミドン ○

スミレックスくん煙顆粒 2 プロシミドン ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド ○

ネクスターフロアブル 7 イソピラザム ○

ジマンダイセン水和剤 M03 マンゼブ ○

　銅・バチルス ズブチリス水和剤：クリーンカップ、ケミヘル

○

○

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

　クロルピクリンくん蒸55.0%製剤：クロピクテープ

ジーファイン水和剤

○パンチョＴＦ顆粒水和剤

銅・バチルス ズブチリス水和剤＊

炭
疽
病

じ
ゃ

の
め
病

ファンベル顆粒水和剤 ○ ○

ダイマジン

ソイリーン ○

○

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

萎
黄
病

う
ど
ん
こ
病

I
R
A
C
コ
ー

ド

適用病害虫名

灰
色
か
び
病
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クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

8B クロルピクリン

8A Ｄ－Ｄ

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート ○

ダイアジノン粒剤3 1B ダイアジノン ○

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト ○ ○

ジノテフラン粒剤＊ 4A ジノテフラン ○

モスピランジェット 4A アセタミプリド ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

マブリック水和剤20 3A フルバリネート ○

マブリックジェット 3A フルバリネート ○ ○

ロディーくん煙顆粒 3A フェンプロパトリン ○

ニッソラン水和剤 10A ヘキシチアゾクス ○

ダニトロンフロアブル 21A フェンピロキシメート ○

サンマイトフロアブル 21A ピリダベン ○

ピラニカＥＷ 21A テブフェンピラド ○

21A テブフェンピラド

1A ＢＰＭＣ

コロマイト水和剤 6 ミルベメクチン ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○

カネマイトフロアブル 20B アセキノシル ○

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート ○

ダニサラバフロアブル 25A シフルメトフェン ○

スターマイトフロアブル 25A シエノピラフェン ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○

ダニオーテフロアブル 33 アシノナピル ○

サフオイル乳剤 NC 調合油 ○

スパイカルＥＸ - ミヤコカブリダニ ○

マラソン乳剤 1B マラソン ○

アーデント水和剤 3A アクリナトリン ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○

カウンター乳剤 15 ノバルロン ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン ○

　ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

セ
ン
チ
ュ

ウ
類

適用病害虫名

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ

シーマージェット

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
（

幼
虫
）

ハ
ダ
ニ
類

ソイリーン ○

○

- 野菜55 -



キャベツ

14　キャベツ  

病害虫名及び防除時期

根こぶ病

は種又は定植前 1

2 ○

3

4 ○

5 　

6

間引時～生育期 7 ○

収穫後 8

は種又は定植前

○

(1)　植穴処理

(2)　作条処理

○

(3)　全面処理

萎黄病

は種前 1 ○

2

生育全期 3

○

1

○

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○

○

　発病株は早期に土ごと抜きとり処分する。

[薬剤による防除法]

　畑では、畑の土壌をていねいに耕起整地してから、ク
ロールピクリン（F:-、I:8B）を専用のかん注機を使用し
て30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直ちに足で穴をふさ
ぎ、地表面をポリエチレンフィルム等で被覆し、ガスも
れしないようにフィルムの端は土中に埋め込む。処理後
10日以上経過(地温と被覆期間参照)してからポリエチレ
ンフィルム等を除去し、再び耕起してガス抜きを行う。

　連作を避ける。

　抵抗性品種を作付する。

　高うね栽培を行う。

　は種又は定植の10～15日前に石灰窒素を80kg位施用
し、直ちに土と混和する。

　次のいずれかを畦に散布し、土とよく混和してからは
種又は定植する。

ダコソイル（F:M05）

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように
注意する。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用す
るときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用する
など、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上
の注意事項を遵守する。

　発病地からの苗の導入を避ける。

　発病ほ場には３～４年以上、アブラナ科作物の作付け
をしない。

連作すると発病が多くなり、とくに酸性・多湿土壌で
発生が多い。

　ダコソイル（F:M05）を直径15cm深さ15cm位の土とよく
混和してから、は種又は定植する。

[薬剤による防除法]

〔育苗〕

　定植前日～当日にセル成型育苗トレイ１箱またはペー
パーポット１冊(30×60cm)にランマンフロアブル
（F:21）をかん注する。

ランマンフロアブルは、本病の発病が激しいほ場では
効果が劣ることがあるので、土壌処理剤と併用する。

〔本畑〕

アブラナ科雑草の根でも菌が生存しているので、発病
株と同様に処分すること。

石灰窒素を施用した場合は、窒素量をその分だけ少な
くする。

　酸性土壌では石灰を使用する。

　排水に努める。

　発病株は、根こぶが腐敗する前に抜き取って処分す
る。

フロンサイド粉剤（F:29）

ネビジン粉剤（F:36）

[耕種的防除法]

　次のいずれかを全面に散布し、耕うん機で深さ10～
15cmの土とよく混和してから、は種又は定植する。

ダコソイル（F:M05）

フロンサイド粉剤（F:29）

ネビジン粉剤（F:36）

オラクル粉剤（F:21）

ネビリュウ（F:36）

ネビリュウ（F:36） ネビリュウの作条処理の使用時期は定植前の登録であ
る。

　収穫と同時に根も抜き取って処分する。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこ
とを確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不
十分だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすの
で、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場
合は放置期間を長くするか耕起反転を十分に行って完
全にガス抜きをする。特に低温処理の場合はガスが抜
けにくいので注意が必要である。

クロルピクリンは住宅や畜舎などの近くでは使用しな
い。

抵抗性品種には、タイプＡ抵抗性(環境条件に左右され
ない)タイプＢ抵抗性(地温20℃以上では発病する)があ
るので、作型に応じて使いわける。

次のいずれかの方法で処理する。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

黒腐病

は種前 1

生育全期 2

生育全期 1 ○ 予防散布が重要である。

○

軟腐病

は種前 1

2

3

生育全期 4

結球始め頃～ 1 ○ 予防散布が重要である。

○

べと病

は種前 1 ○

2

発病初期～ 1

蔓延期

2 ○ 農薬は葉裏にもよく散布する。

根朽病

は種前 1

育苗期 2

定植時 3

収穫期 4

黒斑病

は種前 1

生育全期 2

収穫後 3

ネキリムシ類

は種又は定植時 1

2

生育初期 3

ナメクジ類

は種又は定植前 1

発生初期 2

[薬剤による防除法]

　アブラナ科雑草を除草する。

[薬剤による防除法]

　除草その他で畑内及び周辺部を清潔にし、地面に日が
よく当たるようにする。

[耕種的防除法]

　肥料切れすると発病しやすくなるので、肥培管理に留
意する。

　発病葉は早めに除去する。

　被害茎葉を処分する。

　アブラナ科作物の連作を避ける。

　苗床の排水をよくする。

　苗の根をよく調べて被害苗をとり除く。

　被害残さの処分を徹底する。

　肥料切れすると発病しやすくなるので、肥培管理に留
意する。

害虫の食害痕も病原菌の侵入口になるので、害虫の防
除を徹底する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを、降雨が続
いた時や台風通過後、早めに散布する。

害虫の食害痕も病原菌の侵入口になるので、害虫の防
除を徹底する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを、降雨が続
いた時や台風通過後、早めに散布する。

比較的低温で、曇天、多雨、多湿のときに発生しやす
い。

[薬剤による防除法]

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を全面土壌混和又は作条
処理し、土とよく混和する。

　次の薬剤のいずれかを作物の地際の地表面に散布す
る。
　デナポン５％ベイト（I:1A）
　ガードベイトＡ（I:3A）

　次の薬剤のいずれかを株元中心に土壌表面散布する。
　カルホス粉剤（I:1B）
　ネキリエースＫ（I:1B）

　消石灰をうね間や株間に散布する。

　

[耕種的防除法]

　被害株は抜き取り、処分する。

[耕種的防除法]

　発病地では４～５年以上、アブラナ科作物を作付しな
い。

　生育盛期が高温期(感染適期)に当たらないように、は
種期を調節する。

　排水をよくする。

　アブラナ科作物の連作を避ける。

　被害茎葉はできるだけ早く処分する。

[薬剤による防除法]

気温が低くなると発生が多くなるので、早期発見に努め
る。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

　初発生後は約７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤
のいずれかをを散布する。

[耕種的防除法]
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

コナガ ○

育苗期後半 1

○

2 ○

育苗期後半 3

～定植当日

定植時 4 ＊ 〔ジノテフラン水溶剤〕

スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

5

＊ 〔アセフェート粒剤〕

オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

発生初期 6 ○ ベネビアＯＤは以下のことに注意する。

(特に若齢 (1) アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。

幼虫期) (2)

ヨトウムシ

育苗期後半～ 1

定植当日

定植時 2

3 ＊ 〔アセフェート粒剤〕

オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

発生初期 4 ○

第１回目

６月中～下旬

第２回目 ○ ベネビアＯＤの注意事項はコナガの項参照。

８月中旬～

　９月中旬

アオムシ

育苗期後半 1

育苗期後半～ 2

　定植当日

定植時 3 ＊ 〔アセフェート粒剤〕

　オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

　スタークル粒剤、アルバリン粒剤

4 ＊ 〔ジノテフラン水溶剤〕

スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

発生初期 5 ○

(特に若齢

幼虫期) ○ ベネビアＯＤの注意事項はコナガの項参照。

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ１箱または
ペーパーポット１冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4ℓ)に
ジョウロ等でかん注する。
　ジュリボフロアブル（I:28,4A）
　プレバソンフロアブル５（I:28）
　ベリマークＳＣ（I:28）

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　ジノテフラン水溶剤＊（I:4A）をセル成型育苗トレイ１
箱またはペーパーポット１冊(30×60cm・使用土壌３ℓ)
に、ジョウロ等でかん注する。

　次の薬剤のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和し
てから定植する。

　　アセフェート粒剤＊（I:1B）

　　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）
　　モスピラン粒剤（I:4A）

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　ダントツ粒剤（I:4A）をセル成型育苗トレイ1箱または
ペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4ℓ)に
施用する。

　ダントツ粒剤（I:4A）をセル苗に株元散布する。

　次の薬剤のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和し
てから定植する。

　　アセフェート粒剤＊（I:1B）

　　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）
　　モスピラン粒剤（I:4A）

　ジノテフラン水溶剤＊（I:4A）をセル成型育苗トレイ１
箱またはペーパーポット１冊(30×60cm・使用土壌約3ℓ)
にジョウロ等でかん注する。

[薬剤による防除法]

農薬に対する抵抗性発達を防止するため、同一系統の
農薬を連用しない。

ダントツ粒剤を使用する場合は、薬害・汚れが生じる
おそれがあるので、処理後に葉にのっている薬剤は払
い落とし、その後に灌水を行う。

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に薬害
の有無を十分確認してから使用する。

左記の農薬を散布するとオオモンシロチョウの防除は
不要である。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ１箱または
ペーパーポット１冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4ℓ)に
ジョウロ等でかん注する。
　　ジュリボフロアブル（I:28,4A）
　　プレバソンフロアブル５（I:28）
　　ベリマークＳＣ（I:28）

サイアノックス乳剤は若～中齢幼虫、サイアノックス
粉剤は若齢幼虫にのみ登録がある。

　キックオフ顆粒水和剤（I:28,4A）をセル成型育苗トレ
イ1箱またはペーパーポット1冊(約30×60cm、使用土壌約
1.5～4ℓ）にかん注する。

　アセフェート粒剤＊（I:1B）を植穴に施用し、土とよく
混和してから定植する。

コナガは老齢になると効果が劣るので、若齢のうちに
防除する。また葉裏にも十分散布する。

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかをセル苗に株元散布する。
　　アクタラ粒剤５（I:4A）
　　ダントツ粒剤（I:4A）

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ１箱または
ペーパーポット１冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4ℓ)当
たり0.5ℓ、ジョウロ等でかん注する。
　　ジュリボフロアブル（I:28,4A）
　　プレバソンフロアブル５（I:28）
　　ベリマークＳＣ（I:28）
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項
オオモンシロチョウ ○ モンシロチョウと異なり卵塊を産下する。

発生初期 ○ 幼虫は黄～青緑色で黒い斑点がある。

タマナギンウワバ

定植時 1

発生初期 2

ネギアザミウマ

育苗期後半 1 ○

育苗期後半～ 2

定植当日

定植前日 3

定植当日 4

アブラムシ類

育苗期後半 1

2 ○

育苗期後半～ 3

定植当日

定植時 4

＊ 〔アセフェート粒剤〕
オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

＊ 〔ジノテフラン粒剤〕
スタークル粒剤、アルバリン粒剤

5 ＊ 〔ジノテフラン水溶剤〕

スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

発生初期 6

　次の薬剤のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和し
てから定植する。

　アセフェート粒剤＊（I:1B）
　アクタラ粒剤５（I:4A）

　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）
　モスピラン粒剤（I:4A）
　アドマイヤー1粒剤（I:4A）

　ジノテフラン水溶剤＊（I:4A）を、セル成型育苗トレイ
１箱またはペーパーポット１冊(30×60cm・使用土壌約3
ℓ)にジョウロ等でかん注する。

　次の薬剤のいずれかをセル苗に株元散布する。
　　アクタラ粒剤５（I:4A）
　　ダントツ粒剤（I:4A）

　ダントツ粒剤（I:4A）をセル成型育苗トレイ1箱または
ペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4ℓ)に
施用する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　ベリマークＳＣ（I:28)をセル成型育苗トレイ１箱また
はペーパーポット１冊(約30×60cm、使用土壌約1.5～4
ℓ）にかん注する。

　キックオフ顆粒水和剤（I:28,4A）をセル成型育苗トレ
イ1箱またはペーパーポット1冊(約30×60cm、使用土壌約
1.5～4ℓ）にかん注する。

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ１箱または
ペーパーポット１冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4ℓ)に
ジョウロ等でかん注する。
　　セルオーフロアブル（I:28,4A）
　　ジュリボフロアブル（I:28,4A）

[薬剤による防除法]

　ダントツ粒剤（I:4A）をセル成型育苗トレイ1箱または
ペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4ℓ)に
施用する。

　ベリマークＳＣ（I:28）をセル成型育苗トレイ1箱また
はペーパーポット1冊(約30×60cm、使用土壌約1.5～4ℓ）
にかん注する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

ダントツ粒剤を使用する場合は、薬害・汚れが生じる
おそれがあるので、処理後に葉にのっている薬剤は払
い落とし、その後に灌水を行う。

　ベリマークＳＣ（I:28）をセル成型育苗トレイ１箱ま
たはペーパーポット１冊(約30×60cm、使用土壌約1.5～4
ℓ）にかん注する。

ダントツ粒剤を使用する場合は、薬害・汚れが生じる
おそれがあるので、処理後に葉にのっている薬剤は払
い落とし、その後に灌水を行う。

[薬剤による防除法]

アオムシの項を参照。

[薬剤による防除法]
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(2)　掲載農薬一覧（キャベツ）

ダコソイル M05 ＴＰＮ ○

フロンサイド粉剤 29 フルアジナム ○

ネビジン粉剤 36 フルスルファミド ○

ネビリュウ 36 フルスルファミド ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

オラクル粉剤 21 アミスルブロム ○

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

ヨネポン水和剤 M01 ノニルフェノールスルホン酸銅 ○ ○

31 オキソリニック酸

24 カスガマイシン

31 オキソリニック酸

M01 塩基性塩化銅

バリダシン液剤５ U18 バリダマイシン ○

スターナ水和剤 31 オキソリニック酸 ○

M01 有機銅

M05 ＴＰＮ

25 ストレプトマイシン硫酸塩

M01 有機銅

マンゼブ水和剤＊ M03 マンゼブ ○

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M05 ＴＰＮ

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M03 マンゼブ

40 ジメトモルフ

M05 ＴＰＮ

フェスティバル水和剤 40 ジメトモルフ ○

ピシロックフロアブル U17 ピカルブトラゾクス ○

レーバスフロアブル 40 マンジプロパミド ○

49 オキサチアピプロリン

40 マンジプロパミド

　マンゼブ水和剤：ジマンダイセン水和剤、ペンコゼブ水和剤

　ベンチアバリカルブイソプロピル・マンゼブ水和剤：ベネセット水和剤、カンパネラ水和剤

プロポーズ顆粒水和剤

シトラーノフロアブル

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

○オロンディスウルトラＳＣ

べ
と
病

萎
黄
病

軟
腐
病

○ ○

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

適用病害虫名

根
こ
ぶ
病

黒
腐
病

カセット水和剤

I
R
A
C
コ
ー

ド

○テレオ水和剤

ドーマイシン水和剤

○

○

○

○

カーニバル水和剤 ○

ベンチアバリカルブイソプロピル・マ

ンゼブ水和剤＊
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ダイアジノン粒剤５ 1B ダイアジノン ○

カルホス粉剤 1B イソキサチオン ○

ネキリエースＫ 1B イソキサチオン ○

デナポン５％ベイト 1A ＮＡＣ ○

ガードベイトＡ 3A ペルメトリン ○

アセフェート粒剤＊ 1B アセフェート ○ ○ ○ ○

アクタラ粒剤５ 4A チアメトキサム ○ ○

ジノテフラン粒剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○ ○

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド ○ ○ ○

ダントツ粒剤 4A クロチアニジン ○ ○ ○ ○

アドマイヤー１粒剤 4A イミダクロプリド ○

28 クロラントラニリプロール

4A ジノテフラン

28 フルベンジアミド

4A イミダクロプリド

28 クロラントラニリプロール

4A チアメトキサム

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール ○ ○ ○
○
ｳ

○ ○

ダイアジノン水和剤３４ 1B ダイアジノン ○ ○ ○

オルトラン水和剤 1B アセフェート ○ ○ ○ ○ ○

ジェイエース水溶剤 1B アセフェート ○ ○ ○ ○ ○

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○ ○ ○ ○

エルサン粉剤２ 1B ＰＡＰ ○ ○

トクチオン粉剤 1B プロチオホス ○ ○

トクチオン乳剤 1B プロチオホス ○ ○ ○

サイアノックス乳剤 1B ＣＹＡＰ ○ ○ ○ ○

1B マラソン

3A フェンバレレート

アグロスリン水和剤 3A シペルメトリン ○ ○ ○

テルスター水和剤 3A ビフェントリン ○ ○ ○

スカウトフロアブル 3A トラロメトリン ○

サイハロン水和剤 3A シハロトリン ○ ○ ○

サイハロン乳剤 3A シハロトリン ○ ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○ ○ ○

トレボンＭＣ 3A エトフェンプロックス ○ ○

トレボンＥＷ 3A エトフェンプロックス ○

トレボン粉剤ＤＬ 3A エトフェンプロックス ○

3A エトフェンプロックス

14 カルタップ

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○ ○ ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド ○

アドマイヤー顆粒水和剤 4A イミダクロプリド ○

アクタラ顆粒水溶剤 4A チアメトキサム ○

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○ ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

※タマナギンウワバの欄の○ウはウワバ類での登録を示す。

セルオーフロアブル

有効成分

適用病害虫名

ネ
キ
リ
ム
シ
類

コ
ナ
ガ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ア
オ
ム
シ

ジュリボフロアブル ○ ○○

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

○キックオフ顆粒水和剤

タ
マ
ナ
ギ
ン
ウ
ワ
バ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

○

○

○

クロラントラニリプロール

ハクサップ水和剤 ○

○
ｳ

○ ○ ○

パダントレボン粉剤ＤＬ ○

＊アセフェート粒剤：オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

　ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

　ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

プレバソンフロアブル５ 28
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有効成分

適用病害虫名

ネ
キ
リ
ム
シ
類

コ
ナ
ガ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ア
オ
ム
シ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

タ
マ
ナ
ギ
ン
ウ
ワ
バ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

パダンＳＧ水溶剤 14 カルタップ ○ ○

エビセクト水和剤 14 チオシクラム ○ ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○ ○ ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○ ○ ○

6 エマメクチン安息香酸塩

15 ルフェヌロン

ノーモルト乳剤 15 テフルベンズロン ○ ○

アタブロン乳剤 15 クロルフルアズロン ○ ○ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○ ○ ○

マッチ乳剤 15 ルフェヌロン ○ ○ ○

カウンター乳剤 15 ノバルロン ○

ファルコンフロアブル 18 メトキシフェノジド ○ ○

オリオン水和剤４０ 1A アラニカルブ ○ ○

バシレックス水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

トアロー水和剤ＣＴ 11A ＢＴ(死菌) ○ ○

トアローフロアブルＣＴ 11A ＢＴ(死菌) ○ ○

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○ ○

デルフィン顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○

エスマルクＤＦ 11A ＢＴ(生菌) ○ ○ ○

フローバックＤＦ 11A ＢＴ(生菌) ○

クオークフロアブル 11A ＢＴ(生菌) ○

サブリナフロアブル 11A ＢＴ(生菌) ○

チューンアップ顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○ ○ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○ ○ ○
○
ｳ

5 スピノサド

18 メトキシフェノジド

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○ ○ ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○ ○ ○

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール ○ ○ ○
○
ｳ

○

ハチハチ乳剤 21A トルフェンピラド ○ ○

21A トルフェンピラド

22B メタフルミゾン

アクセルフロアブル 22B メタフルミゾン ○ ○ ○
○
ｳ

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ ○ ○ ○

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト ○

プレオフロアブル UN ピリダリル ○ ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○ ○ ○
○
ｳ

ブロフレアＳＣ 30 ブロフラニリド ○ ○ ○
○
ｳ

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン ○ ○

※タマナギンウワバの欄の○ウはウワバ類での登録を示す。

○ ○ ○アファームエクセラ顆粒水和剤

○

○

ファルコンエースフロアブル

アクセルキングフロアブル ○ ○
○
ｳ

○ ○ ○
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はくさい

病害虫名及び防除時期

根こぶ病

は種又は定植前 1 ○

2

3

4 ○

5

○

6

7

間引時～生育期 8 ○

収穫時 9

　

は種又は定植前 1  

(1)

(2)

(1) 　植穴処理

(2) 　作条処理

ダコソイル（F:M05）

ネビジン粉剤（F:36）

(3) 　全面処理

ネビジン粉剤（F:36）

ネビリュウ（F:36） ○

フロンサイド粉剤（F:29）

オラクル粉剤（F:21）

(4)
○ ダゾメット粉粒剤は10℃以上で使用する。

＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

軟腐病 ○ 比較的高温で、雨の多いときに発生しやすい。

は種前 1

2

生育全期 3

4

発病前～ 1 ○

発病初期

発病前 2 ○
（結球初期まで）

生育全期 3 ○

○

15　はくさい

　クプロシールド（F:M01）を散布する。 クプロシールドの結球期以降の散布は薬害を生じ
るおそれがあるので、結球初期までに散布する。

　排水をよくする。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

　排水に努める。

　抵抗性品種を作付けする。 抵抗性品種でも汚染程度の高いほ場では発病する
ことがあるので、一般的な防除法と組み合わせて
栽培する。

　発病地からの苗の導入を避ける。

　３～４年以上、アブラナ科作物の作付けをしない。

　被害株は抜き取り、処分する。

　収穫と同時に根も抜き取って処分する。

　発病株は、根こぶが腐敗する前に抜き取って処分する。 アブラナ科雑草の根でも菌が生存しているので、
発病株と同様に処分する。

　高うね栽培を行う。 連作すると発病が多くなり、とくに酸性・多湿土
壌で発生が多い。　は種又は定植の10～15日前に石灰窒素を80kg位施用し、

直ちに土と混和する。 石灰窒素を施用した場合は、窒素量をその分だけ
少なくする。　酸性土壌では石灰を使用する。

[薬剤による防除法]

　次のいずれかの方法で処理する。

〔育苗〕

　定植前日～当日にセル成型育苗トレイ１箱または
ペーパーポット１冊(30×60cm・使用土壌約2.5～7ℓ)
にランマンフロアブル（F:21）をかん注する。

　定植前までにセル成型育苗トレイ１箱またはペー
パーポット１冊(30×60㎝・使用土壌約３～４ℓ)にオ
ラクル顆粒水和剤（F:21）をかん注する。

〔本畑〕

　ダコソイル（F:M05）を土とよく混和してからは種
又は定植する。

　次のいずれかを畦に散布し、土とよく混和してか
らは種又は定植する。

　次のいずれかを全面に散布し、耕うん機で深さ10
～15cmの土とよく混和してから、は種又は定植す
る。

[薬剤による防除法]

　バイオキーパー水和剤（F:－)を散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを、発病初期か
ら数回、散布する。

ダゾメット粉粒剤は、砂質土壌や乾燥した土壌で
はていねいに混和した後、散水する。また、住宅
に隣接するほ場では使用せず、住宅地付近の使用
にあたっては、ガスによる危被害の発生防止に十
分配慮する。

　ダゾメット粉粒剤＊（F:-、I:8F）を、地表面に散
布し、ロータリーで土壌混和(深さ25cm)後鎮圧す
る。約７～14日後に２回以上耕起してガス抜きす
る。

[耕種的防除法]

　発病地では４～５年以上、アブラナ科作物を作付しな
い。

　生育盛期が高温期(感染適期)に当たらないように、は種
期を調節する。

バイオキーパー水和剤は生物農薬なので、他剤と
の混用又は近接散布を避ける。

ヨネポン水和剤による防除時期は、結球開始まで
である。

害虫による食害痕は本病原菌の侵入口になるおそ
れがあるので、害虫の防除を徹底する。
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はくさい

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

ウイルス病
(モザイク病など) 1

2

は種前

は種後 3

4

は種後 1 (アブラムシ類の項参照)

べと病

は種前 1 ○

生育全期 2

3

発病初期～ 1

蔓延期

2 ○ 農薬は葉裏にもよく散布する。

黒斑病

生育全期 1

2

3

4

1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

白斑病

生育全期 1

収穫後 2

発病初期～ 1

蔓延期

ナメクジ類
は種又は定植前 1

発生初期 2

ネキリムシ類
は種又は定植時 1

2

3

生育初期 4

　発芽初期からアブラムシ類を防除する。

　肥料切れしないように注意する。

　被害茎葉を処分する。

[薬剤による防除法]

　被害残さの処分を徹底する。

[耕種的防除法]

　抵抗性品種を栽培する。

　生育盛期を高温期(感染適期)に当たらないように、は種
期を調節する。

　苗床を寒冷紗で被覆する。

　被害株は早めに除去する。

　ほ場周辺のアブラナ科雑草を除草する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を全面土壌混和又は作条処
理し、土とよく混和する。

[耕種的防除法]

　除草その他で畑内及び周辺部を清潔にし、地面に日がよ
く当たるようにする。

　消石灰を畦間や株間に散布する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

気温が低くなると発生が多くなるので、早期発見に努め
る。

　初発生後は約７日おきに「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかをを散布する。

　肥料切れすると発病しやすくなるので、肥培管理に注意
する。

[耕種的防除法]

　発病株は発見次第抜き取り処分する。

[耕種的防除法]

比較的低温で、曇天、多雨、多湿のときに発生し
やすい。

[薬剤による防除法]

　ネキリエースＫ（I:1B）を土壌表面に株元処理する。

　肥料切れしないように注意する。

　排水をよくする。

　被害茎葉を処分する。

　次の薬剤のいずれかを株元中心に土壌表面散布土壌混和
処理する。
　カルホス粉剤（I:1B）
　カルホス微粒剤Ｆ（I:1B）

　次の薬剤のいずれかを作物の地際の地表面に散布する。
　デナポン５％ベイト（I:1A）
　ガードベイトＡ（I:3A）

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを、発病初期か
ら数回、散布する。
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はくさい

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項
キスジノミハムシ

育苗期後半 1 ○

育苗期後半 2

～定植当日

発生初期 3

コナガ

育苗期後半 1 ○

育苗期後半 2
～定植当日

定植前日 3

～定植時

定植時 4

＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

発生初期 5 ○

(特に若齢

幼虫期) ○

○ ベネビアＯＤは以下のことに注意する。
(1) アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。
(2)

(3)

ヨトウムシ

育苗期後半 1 ○

～定植当日

定植前日 2

～定植時

発生初期 3 ○

第１回目

６月中～下旬

第２回目 ○

８月中旬～

　９月中旬 ○ ベネビアＯＤの注意事項はコナガの項参照。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ1箱または
ペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4ℓ)に
ジョウロ等でかん注する。
　プレバソンフロアブル５（I:28）
　ジュリボフロアブル（I:28、4A）
　ヨーバルフロアブル（I:28）

　ミネクトデュオ粒剤（I:28,4A）をセル成型育苗トレイ1
箱またはペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5
～4ℓ)に施用する。

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ1箱または
ペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4ℓ)に
ジョウロ等でかん注する。
  プレバソンフロアブル５（I:28）
　ジュリボフロアブル（I:28,4A）
　ベリマークＳＣ（I:28）
　ヨーバルフロアブル（I:28）

　キックオフ顆粒水和剤（I:28,4A）をセル成型育苗トレ
イ１箱またはペーパーポット１冊(約30×60cm・使用土壌
1.5～4ℓ)にジョウロ等でかん注する。

　ミネクトデュオ粒剤（I:28,4A）をセル成型育苗トレイ1
箱またはペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5
～4ℓ)に施用する。

　ジュリボフロアブル（I:28,4A）をセル成型トレイ１箱
またはペーパーポット１冊（約30㎝×60㎝・使用土壌1.5
～４ℓ）にジョウロ等でかん注する。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

老齢になると効果が劣るので、若齢のうちに防除
する。また葉裏にも十分散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 農薬に対する抵抗性発達を防止するため、同一系
統の農薬は連用しない。

　次の薬剤のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和して
から定植する。
  モスピラン粒剤(I:4A)

　ジノテフラン粒剤＊(I:4A)

　キックオフ顆粒水和剤（I:28,4A）をセル成型育苗トレ
イ１箱またはペーパーポット１冊(約30×60cm・使用土壌
1.5～4ℓ)にジョウロ等でかん注する。

ミネクトデュオ粒剤を使用する場合は、薬害・汚
れが生じるおそれがあるので、処理後に葉にのっ
ている薬剤は払い落とし、その後に灌水を行う。

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に
薬害の有無を十分確認してから使用する。

展着剤を加用すると薬害を生じる場合があるの
で、加用にあたっては事前にその適否を確認す
る。

ミネクトデュオ粒剤を使用する場合は、薬害・汚
れが生じるおそれがあるので、処理後に葉にのっ
ている薬剤は払い落とし、その後に灌水を行う。

ヨトウムシの発生時期は地域差、年次差が大きい
ので注意する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 ヨトウムシは老齢になると効果が劣るので、若齢
のうちに防除する。また葉裏にも十分散布する。

サイアノックス乳剤は、はくさいの幼苗期に薬害
がみられた事例があるので注意する。

- 野菜65 -



はくさい

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

アオムシ

育苗期後半 1 ○

育苗期後半 2

～定植当日

定植前日 3

～定植時

定植時 4 ＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

発生初期 5 ○ ベネビアＯＤの注意事項はコナガの項参照。

(特に若齢

幼虫期)

タマナギンウワバ

発生初期 1

アブラムシ類

育苗期後半 1 ○

育苗期後半 2

～定植当日

3

定植時 4

＊

発生初期 5

定植前日
　　～定植時

　ミネクトデュオ粒剤（I:28,4A）をセル成型育苗トレイ1
箱またはペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5
～4ℓ)に施用する。

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ1箱または
ペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4ℓ)に
ジョウロ等でかん注する。
  プレバソンフロアブル５（I:28）
  ベリマークＳＣ（I:28）
　ヨーバルフロアブル（I:28）

　キックオフ顆粒水和剤（I:28,4A）をセル成型育苗トレ
イ１箱またはペーパーポット１冊(約30×60cm・使用土壌
1.5～4ℓ)にジョウロ等でかん注する。

　ジノテフラン粒剤＊（4A）を植穴に施用し、土とよく混
和してから定植する。

[薬剤による防除法]

　ジュリボフロアブル（I:28,4A）をセル成型育苗トレイ
１箱またはペーパーポット１冊(約30×60cm・使用土壌1.5
～4ℓ)にジョウロ等でかん注する。

　ミネクトデュオ粒剤（I:28,4A）をセル成型育苗トレイ1
箱またはペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5
～4ℓ)に施用する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　キックオフ顆粒水和剤（I:28,4A）をセル成型育苗トレ
イ１箱またはペーパーポット１冊(約30×60㎝・使用土壌
1.5～4ℓ)にジョウロ等でかん注する。

　次の薬剤のいずれかを植穴に施用し、土とよく混和して
から定植する。

　アセフェート粒剤＊（I:1B）
　モスピラン粒剤（I:4A）

ミネクトデュオ粒剤を使用する場合は、薬害・汚
れが生じるおそれがあるので、処理後に葉にのっ
ている薬剤は払い落とし、その後に灌水を行う。

〔アセフェート粒剤〕
オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

ミネクトデュオ粒剤を使用する場合は、薬害・汚
れが生じるおそれがあるので、処理後に葉にのっ
ている薬剤は払い落とし、その後に灌水を行う。
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はくさい

(2)　掲載農薬一覧（はくさい）

ダコソイル M05 ＴＰＮ ○

ネビジン粉剤 36 フルスルファミド ○

ネビリュウ 36 フルスルファミド ○

フロンサイド粉剤 29 フルアジナム ○

ダゾメット粉粒剤＊ 8F ダゾメット ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

オラクル粉剤 21 アミスルブロム ○

オラクル顆粒水和剤 21 アミスルブロム ○

クプロシールド M01 塩基性硫酸銅 ○

スターナ水和剤 31 オキソリニック酸 ○

31 オキソリニック酸

M01 有機銅　

31 オキソリニック酸

25 ストレプトマイシン硫酸塩

25 ストレプトマイシン硫酸塩

41 オキシテトラサイクリン

ストレプトマイシン剤＊ 25 ストレプトマイシン硫酸塩 ○

M01 有機銅

25 ストレプトマイシン硫酸塩

バリダシン液剤５ U18 バリダマイシン ○

ヨネポン水和剤 M01 ノニルフェノールスルホン酸銅 ○

M01 有機銅

M05 ＴＰＮ

バイオキーパー水和剤 － 非病原性エルビニア　カロトボーラ ○

ダコニール１０００ M05 ＴＰＮ ○ ○ ○

ジマンダイセン水和剤 M03 UN マンゼブ ○ ○ ○

43 フルオピコリド

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

オーソサイド水和剤８０ M04 キャプタン ○ ○

＊ストレプトマイシン剤：アグレプト水和剤、アグレプト液剤、ストマイ液剤２０

　ダゾメット粉粒剤：バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

○

○

ジャストフィットフロアブル

ドーマイシン水和剤

○ ○

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

ナレート水和剤

有効成分

根
こ
ぶ
病

I
R
A
C
コ
ー

ド

マテリーナ水和剤

シトラーノフロアブル

適用病害名

軟
腐
病

○

○

べ
と
病

黒
斑
病

白
斑
病

アグリマイシン－１００ ○
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はくさい

デナポン５％ベイト 1A ＮＡＣ ○

ガードベイトＡ 3A ペルメトリン ○

ネキリエースＫ 1B イソキサチオン ○

カルホス粉剤 1B イソキサチオン ○

カルホス微粒剤Ｆ 1B イソキサチオン ○

ダイアジノン粒剤５ 1B ダイアジノン ○

アセフェート粒剤＊ 1B アセフェート ○

プレバソンフロアブル５ 28 クロラントラニリプロール ○ ○ ○

28 クロラントラニリプロール

4A チアメトキサム

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール ○ ○

28 クロラントラニリプロール

4A ジノテフラン

28 シアントラニリプロール

4A チアメトキサム

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド ○ ○

ジノテフラン粒剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○ ○ ○ ○

エルサン粉剤２ 1B ＰＡＰ ○ ○

サイアノックス乳剤 1B ＣＹＡＰ ○ ○ ○ ○

オルトラン水和剤 1B アセフェート ○ ○ ○ ○

1B マラソン

3A フェンバレレート

アグロスリン水和剤 3A シペルメトリン ○ ○ ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○ ○ ○

サイハロン乳剤 3A シハロトリン ○ ○

テルスター水和剤 3A ビフェントリン ○ ○ ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○ ○ ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

バシレックス水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

トアロー水和剤ＣＴ 11A ＢＴ(死菌) ○ ○

トアローフロアブルＣＴ 11A ＢＴ(死菌) ○ ○

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

エスマルクＤＦ 11A ＢＴ(生菌) ○ ○ ○

チューンアップ顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

サブリナフロアブル 11A ＢＴ(生菌) ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○ ○

パダンＳＧ水溶剤 14 カルタップ ○ ○

エビセクト水和剤 14 チオシクラム ○ ○

アタブロン乳剤 15 クロルフルアズロン ○ ○ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○

ノーモルト乳剤 15 テフルベンズロン ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○ ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○ ○ ○ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○ ○ ○
○
ｳ

※タマナギンウワバの欄の○ウはウワバ類での登録を示す。

○ ○

　ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

＊アセフェート粒剤：オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

　ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

F
R
A
C
コ
ー

ド

ヨ
ト
ウ
ム
シ

○○

○ ○

○

○

○

○キックオフ顆粒水和剤

ミネクトデュオ粒剤

ハクサップ水和剤

農薬名

ジュリボフロアブル ○

○

I
R
A
C
コ
ー

ド

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

タ
マ
ナ
ギ
ン
ウ
ワ
バ

○

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ

有効成分

適用害虫名

ネ
キ
リ
ム
シ
類

コ
ナ
ガ

ア
オ
ム
シ
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はくさい

F
R
A
C
コ
ー

ド

ヨ
ト
ウ
ム
シ

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

タ
マ
ナ
ギ
ン
ウ
ワ
バ

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ

有効成分

適用害虫名

ネ
キ
リ
ム
シ
類

コ
ナ
ガ

ア
オ
ム
シ

5 スピノサド

18 メトキシフェノジド

マトリックフロアブル 18 クロマフェノジド ○

ファルコンフロアブル 18 メトキシフェノジド ○ ○

ハチハチ乳剤 39 21A トルフェンピラド ○

39 21A トルフェンピラド

22B メタフルミゾン

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ ○ ○ ○

アクセルフロアブル 22B メタフルミゾン ○ ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○ ○ ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○ ○ ○

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール ○ ○ ○ ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○ ○ ○

ブロフレアＳＣ 30 ブロフラニリド ○ ○ ○ ○

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン ○ ○

○ ○

アクセルキングフロアブル ○ ○○

ファルコンエースフロアブル ○
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だいこん

病害虫名及び防除時期

軟腐病

は種前 1 　発病地では４～５年以上、アブラナ科作物を作付しない。  

2

生育全期 3 　排水をよくする。

4 　被害株は抜き取り処分する。

発病前～ 1 ○

発病初期

生育全期 2 ○

○

黒斑細菌病

は種前 1 　連作を避ける。 ○ 多雨・多湿の時に発生しやすい。

生育全期 2

3 　被害株は抜き取り、処分する。

べと病

は種前 1 　ほ場周辺のアブラナ科雑草を除草する。 ○

生育全期 2

3 　被害株は早めに処分する。

黒斑病

収穫後 1 　被害茎葉を処分する。

黒腐病

は種前 1 　アブラナ科作物の連作を避ける。 ○

生育全期 2 　被害株はできるだけ早く処分する。

萎黄病 ○

は種前 1 　抵抗性品種を作付する。

2 　アブラナ科作物の連作を避ける。

生育全期 3 　被害株は早期に抜き取って処分する。

○

は種前 1

2

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○ 住宅や畜舎などの近くでは使用しない。

○

は種21日前 3 ○

○ ダゾメット粉粒剤は10℃以上で使用する。

○

＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

[耕種的防除法]

比較的低温で、曇天・多雨・多湿の時は発生しや
すい。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のな
いことを確認してから播種又は定植をする。ガス
抜きが不十分だと発芽障害、生育初期の生育不良
を起こすので、粘土質土壌や連続降雨、あるいは
注入量が多い場合は放置期間を長くするか耕起反
転を十分に行って完全にガス抜きをする。
特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注意
が必要である。

　畑では、畑の土壌をていねいに耕起整地してから、ク
ロールピクリン（F:-、I:8B）を専用のかん注機を使用して
30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直ちに足で穴をふさぎ、
地表面をポリエチレンフィルム等で被覆し、ガスもれしな
いようにフィルムの端は土中に埋め込む。処理後10日以上
経過(地温と被覆期間参照)してからポリエチレンフィルム
等を除去し、再び耕起してガス抜きを行う。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使
用するときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを
着用するなど、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農
薬」p24の使用上の注意事項を遵守する。

ダゾメット粉粒剤は、砂質土壌や乾燥した土壌で
はていねいに混和した後、散水する。また、住宅
に隣接するほ場では使用せず、住宅地付近の使用
にあたっては、ガスによる危被害の発生防止に十
分配慮する。

　ディ・トラペックス油剤(F:-、I:8F､8A)をクロールピク
リンに準じ注入する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

16　だいこん

[耕種的防除法]

　生育盛期が高温期(感染盛期)に当たらないように、は種
期を調節する。

[薬剤による防除法]

　バイオキーパー水和剤（F:-)を散布する。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

　肥料切れすると発病しやすくなるので、肥培管理に注意
する。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

害虫の食害痕も病原菌の侵入口になるおそれがあ
るので、害虫の防除を徹底する。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないよ
うに注意する。

　ダゾメット粉粒剤＊（F:-､I:8F）を地表面散布し、全面土
壌混和（深さ25cm位）後、ポリエチレンフィルム等で被覆
し、約７～14日後に２回以上耕起してガス抜きを十分に
行ったのちは種する。

ダゾメット剤で土壌消毒する場合には、根腐病を
防除する必要はない。

バイオキーパー水和剤は生物農薬なので、他剤と
の混用または近接散布を避ける。

[耕種的防除法]

　肥料切れすると発病しやすくなるので肥培管理に注意す
る。

コサイド３０００は薬害回避のため、クレフノン
(100倍)を添加する。

害虫の食害痕も病原菌の侵入口になるおそれがあ
るので、害虫の防除を徹底する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを、発病前から
７～10日おきに２～３回散布する。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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だいこん

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

モザイク病

は種前 1 　抵抗性品種を栽培する。

2

発芽後 3 　発病株は早期に抜き取る。

発芽後 1

亀裂褐変症
〔リゾクトニア〕 1 　発生の多い畑では連作しない。

は種前

1 　リゾレックス粉剤（F:14）を全面土壌混和する。 ○

根こぶ病

は種前 1 　ネビジン粉剤（F:36）を全面土壌混和する。 ○

白さび病

は種時 1 　リドミル粒剤２（F:4）を作条土壌混和するか、ユニ
フォーム粒剤（F:11､4）を全面土壌混和する。

生育全期 2 ○

○

キスジノミハムシ

は種期 1 ○

(1) 乾燥状態では効果が劣ることがある。

(2) マルチ栽培では使用しない。

出芽揃頃 2 　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）を株元散布する。 (3) つまみ菜・間引き菜には使用しない。

(4)

出芽揃頃～生育期 3 　フォース粒剤（I:3A）を土壌表面の株元に処理する。
(5)

生育全期 4

○ ベネビアＯＤは以下のことに注意する。
(1) アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。
(2)

* 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

ネキリムシ類

は種時 1 　ネキリエースＫ（I:1B）を土壌表面の株元に処理する。

2

3

生育初期 4

○ ガードベイトＡの使用時期は、は種時～生育初期

タネバエ

は種前 1

2 ○

○

は種時 1 　ダーズバン粒剤（I:1B）を播溝処理し、土壌と混和する。  

[薬剤による防除法]

だいこんでは多くの品種が根こぶ病にかかりにく
いが、「貴宮」「福天下」で多発事例がある。

[薬剤による防除法]

リゾレックス粉剤は、リゾクトニア菌による根腐
病に有効であるが、他の病原菌には効果がない。
また、多発ほ場では、20kgの効果が劣る。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 コサイド３０００は薬害回避のため、クレフノン
(100倍)を添加する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　発芽初期から５～７日おきに数回、アブラムシ類を防除
する。(アブラムシ類の項参照)

　生育盛期が高温期(感染盛期)に当たらないように、は種
期を調節する。

[薬剤による防除法]

地上部が被覆で押さえつけられた状態で生育する
と曲根が多くなるので、地上部の生育に応じて被
覆をゆるめる。

ピシロックフロアブル、ダコニール１０００、メ
ジャーフロアブルは白さび病菌によるワッカ症に
も効果がある。

[耕種的防除法]

　臭気の強い有機質資材や未熟な有機物を施用したり、
残った残さをすき込んだ畑には成虫が集まって産卵するの
で、このような有機物の施用やすき込みを避ける。

　長繊維不織布(パスライト、タフベル等)を、は種後ただ
ちにじかがけする。５月中～下旬のは種で行い、被覆期間
は、は種後30～40日間とする。

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかを、所定量播溝土壌混和してからは
種する。ただし、フォース粒剤は圃場全面に均一に処理
し、耕起してからは種してもよい。
 ダーズバン粒剤（I:1B）
 フォース粒剤（I:3A）

　多発生時には、発芽後に「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかを散布する。

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を土壌全面処理又は作条処
理し土壌と混和する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかを作物の地際の地表面に散布する。
　デナポン５％ベイト（I:1A）
　ガードベイトＡ（I:3A）

生育期の粒剤の株元処理では以下のことに注意す
る。

フォース粒剤の株元散布は播種時土壌混和との体
系で使用する。

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に
薬害の有無を十分確認してから使用する。

[薬剤による防除法]

　カルホス粉剤（I:1B）を地表全面に散布し、土壌と混和
する。

フォース粒剤を生育期に株元散布する場合、茎葉
部が濡れていると付着した粒剤により局所的な枯
れが生じることがあるため注意する。

被覆期間が長くなるにつれ、根の肥大は遅れる。
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だいこん

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

アブラムシ類

は種時 1

生育全期 2

線虫類 ○ 農薬の注入方法

は種前 次の方法で土壌消毒を行う。

1

2

○ 「萎黄病」の項の参考及び注意事項に留意する。

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

クロールピクリン

は種前 1 ＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

○

は種前 1 ○

2 ○

○

3

1 ○

＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

2

3

＊ 〔フルオピラム粒剤〕

ビーラム粒剤、ネマクリーン粒剤

4 ○

コナガ

発生初期 1 ○

(特に若齢

幼虫期) ○

○

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

ネコブ
センチュウ類

[薬剤による防除法]

　線虫類の項に記載の薬剤のほか、次のいずれかの方法で
防除する。

　バイデートＬ粒剤（I:1A）を全面に均一に散布し、作物
の根のまわりに均等に分布するよう土壌とよく混和する。

線虫類の項に記載の農薬のほか、次のいずれかで防除す
る。キタネグサレセンチュウは薬剤感受性が低いので、薬
量を登録の範囲内で多目に施用する。

　マリーゴールドは、直播の場合、は種後２ケ月間栽培し
てから鋤き込む。栽植距離は15×20cm以下(10a当たり
33,333株以上)とする。移植の場合には移植後40～55日間栽
培してから鋤き込む。栽植距離は40×40cm(10a当たり6,250
株)

ネグサレ
センチュウ類

　対抗植物マリーゴールド（フレンチ種、アフリカン種）
又はヘイオーツを輪作し、鋤き込む。

[耕種的防除法]

　ヘイオーツは、は種後２ケ月間以上栽培してから鋤き込
む。は種量は10a当たり8～15kg。

[薬剤による防除法]

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤＊（I:8B）及びクロルピ

クリンくん蒸80.0%液剤＊（I:8B）による防除は、「萎黄
病」の項を参照する。

　ディ・トラペックス油剤（I:8F､8A）を土壌注入する。そ
の他は「萎黄病」の項を参照する。

ＮＣＳは、住宅周辺での使用に当たっては、ガス
による危被害の発生防止に十分配慮する。

対抗植物を栽培した場合には、雑草が多いと防除
効果が低下するので、除草に努める。

　アドマイヤ－１粒剤（I:4A）を播溝土壌混和してから、
は種する。

[薬剤による防除法]

　ダゾメット粉粒剤＊(I:8F)を、土壌を耕起整地した後、全
面に均一に散布して深さ25cmくらいまで土壌混和し、ビ
ニール等で被覆する。被覆しない場合には鎮圧散水してガ
スの蒸散を防ぐ。処理３週間後に少なくとも２回以上耕起
して十分にガス抜きを行ったのちは種する。

ダゾメット剤で土壌消毒をする場合、別途根腐病
を防除する必要はない。

[薬剤による防除法]

バイデートＬ粒剤は、石灰やアルカリ性肥料との
同時施用を避け、１週間間隔をあけて施用する。

　次のいずれかの薬剤を土壌注入する。
　ソイリーン（I:8B､8A)
　キルパー（I:8F)

　次のいずれかの薬剤を全面に均一に散布し、作物の根の
まわりに均等に分布するように土壌とよく混和する。
　バイデートＬ粒剤（I:1A)
　ネマトリンエース粒剤（I:1B)
　ラグビーＭＣ粒剤（I:1B)

　フルオピラム粒剤＊（F:7)

　ＮＣＳ（I:8F）の原液を水で希釈して、土壌耕うん時に
土壌全面に均一に散布し、ビニールシートなどで７～10日
間被覆した後ガス抜きを行い、ガス抜き７～10日後には種
する。

ヘイオーツはマリーゴールドに比べ効果がやや劣
るので、線虫低密度ほ場で利用する。

ネグサレセンチュウはきくやイネ科の作物の跡地
に多発することがあるので注意する。

　深さ15cmに30×30cmの間隔で注入し、直ちに穴
をふさいで鎮圧する。この際、クロルピクリンく
ん蒸剤、ソイリーンでは必ずポリエチレンフィル
ム等で被覆する。また、ディ・トラペックス油剤
でもポリエチレンフィルム被覆または水封すると
より効果が高い。また、この他の農薬でもポリエ
チレンフィルム被覆または水封するとより効果が
高い。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 農薬に対する抵抗性発達を防止するため、同一系
統の殺虫剤を連用しない。

老齢になると効果が劣るので、若齢のうちに防除
する。また葉裏にも十分散布する。

ベネビアＯＤの注意事項はキスジノミハムシの項
参照。
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だいこん

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

アオムシ

発生初期 1 ○

(特に若齢

幼虫期)

ヨトウムシ

第１回目 1 ○

６月中旬～下旬

第２回目 ○
８月中旬～９月中旬

○

ウワバ類

発生初期 1

ナモグリバエ

生育全期 1

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

ヨトウムシの発生時期は地域差、年次差が大きい
ので注意する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　発生初期(若齢幼虫期)に「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

ヨトウムシは、老齢になると効果が劣るので若齢
のうちに防除する。また、葉裏にも十分散布す
る。

ベネビアＯＤの注意事項はキスジノミハムシの項
参照。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

ベネビアＯＤの注意事項はキスジノミハムシの項
参照。
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だいこん

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

8F メチルイソチオシアネート

8A ＤーＤ

ダゾメット粉粒剤＊ 8F ダゾメット ○ ○

8B クロルピクリン

8A ＤーＤ

バイデートＬ粒剤 1A オキサミル ○ ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート ○

キルパー 8F カーバムナトリウム塩 ○

ＮＣＳ 8F カーバム ○

ラグビーＭＣ粒剤 1B カズサホス ○

フルオピラム粒剤＊ 7 フルオピラム ○

リゾレックス粉剤 14 トルクロホスメチル ○

ヨネポン水和剤 M01 ノニルフェノールスルホン酸銅 ○

コサイド３０００ M01 水酸化第二銅 ○ ○

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○ ○

24 カスガマイシン

M01 塩基性塩化銅

31 オキソリニック酸

24 カスガマイシン

バイオキーパー水和剤 － 非病原性エルビニア　カロトボーラ ○

スターナ水和剤 31 オキソリニック酸 ○

バリダシン液剤５ U18 バリダマイシン ○

マイコシールド 41 オキシテトラサイクリン ○

ネビジン粉剤 36 フルスルファミド ○

リドミル粒剤２ 4 メタラキシル ○

アミスター２０フロアブル 11 アゾキシストロビン ○

メジャーフロアブル 11 ピコキシストロビン ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

ダコニール１０００ M05 ＴＰＮ ○

ライメイフロアブル 21 アミスルブロム ○

11 アゾキシストロビン

4 メタラキシルＭ

ピシロックフロアブル U17 ピカルブトラゾクス ○

※使用時期が、は種時とされている土壌施用剤を利用した場合、間引き菜として食用に供することはできないので、注意する(他の
野菜も同じ)。

＊クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤：クロールピクリン

ユニフォーム粒剤

カセット水和剤 ○

　フルオピラム粒剤：ビーラム粒剤、ネマクリーン粒剤

　クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

　ダゾメット粉粒剤：バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

(2)　掲載農薬一覧（だいこん）

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

適用病害虫名

軟
腐
病

亀
裂
褐
変
症

根
こ
ぶ
病

白
さ
び
病

セ
ン
チ
ュ

ウ
類

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ

I
R
A
C
コ
ー

ド

萎
黄
病

○

○

カスミンボルドー

ソイリーン

ディ・トラペックス油剤 ○○

○
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だいこん

ネキリエースＫ 1B イソキサチオン ○

カルホス粉剤 1B イソキサチオン ○

ダイアジノン粒剤５ 1B ダイアジノン ○

デナポン５％ベイト 1A ＮＡＣ ○

ガードベイトＡ 3A ペルメトリン ○

ダーズバン粒剤 1B クロルピリホス ○ ○

フォース粒剤 3A テフルトリン ○

ジノテフラン粒剤＊ 4A ジノテフラン ○

アドマイヤー１粒剤 4A イミダクロプリド ○

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○ ○ ○ ○ ○

エルサン粉剤２ 1B ＰＡＰ ○ ○

サイアノックス乳剤 1B ＣＹＡＰ ○ ○ ○

サイハロン乳剤 3A シハロトリン ○ ○ ○

アグロスリン水和剤 3A シペルメトリン ○ ○ ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○ ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○ ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○ ○

エビセクト水和剤 14 チオシクラム ○ ○

パダンＳＧ水溶剤 14 カルタップ ○ ○ ○ ○

アタブロン乳剤 15 クロルフルアズロン ○ ○

ノーモルト乳剤 15 テフルベンズロン ○ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○ ○

マッチ乳剤 15 ルフェヌロン ○ ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン ○

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○ ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

トアロー水和剤ＣＴ 11A ＢＴ(死菌) ○ ○

トアローフロアブルＣＴ 11A ＢＴ(死菌) ○ ○

バシレックス水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

ゼンターリ顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○ ○

エスマルクＤＦ 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○ ○ ○ ○ ○

5 スピノサド

18 メトキシフェノジド

ファルコンフロアブル 18 メトキシフェノジド ○ ○

マトリックフロアブル 18 クロマフェノジド ○

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ ○ ○ ○

ハチハチ乳剤 39 21A トルフェンピラド ○ ○ ○

アクセルフロアブル 22B メタフルミゾン ○ ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○ ○ ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

プレバソンフロアブル５ 28 クロラントラニリプロール ○ ○ ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○ ○ ○

ブロフレアＳＣ 30 ブロフラニリド ○ ○ ○ ○

プレオフロアブル UN ピリダリル ○ ○ ○

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン ○

＊ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

　ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

ファルコンエースフロアブル ○

ウ
ワ
バ
類

タ
ネ
バ
エ

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

ネ
キ
リ
ム
シ
類

適用害虫名

F
R
A
C
コ
ー

ド

○

ナ
モ
グ
リ
バ
エ

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ア
オ
ム
シ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

コ
ナ
ガ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
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かぶ

17　かぶ

病害虫名及び防除時期

モザイク病

は種前 1 　抵抗性品種を作付する。

2

生育全期 1 　アブラムシ類の防除を行う。

べと病

は種前 1 ○ 比較的低温で曇天、多雨の時に発生しやすい。

発病初期 1

白さび病

は種前 1 　ユニフォーム粒剤（F:11､4）を全面土壌混和してからは
種する。

は種時 2 　リドミル粒剤２（F:4）を全面土壌混和してからは種す
る。

発病初期 3

黒腐病

は種前 1 　アブラナ科作物の連作を避ける。

2 　被害株はできるだけ早く処分する。

黒斑病

生育全期 1 　排水をよくする。

2 　肥料切れをすると発生しやすいので注意する。

収穫後 3 　被害株を処分する。

根こぶ病

は種前 1 　３～４年以上アブラナ科作物を作付しない。

2 　高うね栽培を行う。

3 ○

4 　酸性土壌では石灰を使用する。

5 　排水をよくする。

6 　発病株は根こぶが腐敗する前に抜き取って処分する。

収穫期 7 　被害残さは集めてほ場から除去する。

は種前 1 　作条処理

2 　全面処理

(1)　防除方法

　生育盛期が高温期(感染盛期)に当たらないように、は種
期を調節する。

[薬剤による防除法]

参考及び注意事項防除方法

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　肥料切れすると発病しやすくなるので、十分に施肥を行
う。

[耕種的防除法]

石灰窒素を施用した場合は、その分だけ窒素量を
少なくする。

[薬剤による防除法]

　は種10～15日前に石灰窒素を80kg位施用し、直ちに土と
混和する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　ダコソイル（F:M05）又はネビジン粉剤（F:36）を畦に散
布し、土とよく混和してからは種する。

　ネビジン粉剤（F:36）又はフロンサイド粉剤（F:29）を
全面に散布し、土とよく混和してから、は種する。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]
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かぶ

病害虫名及び防除時期 参考及び注意事項防除方法
キスジノミハムシ ○ 長繊維不織布には次のものがある。

(越冬成虫) 1 　パスライト、パオパオ90、パオパオ85

は種直後 ○

○

○

は種時 1 ○

生育全期 2

ネキリムシ類

生育初期 1

アブラムシ類 　　

生育全期 1

コナガ

生育全期 1

アオムシ

生育全期 1

ヨトウムシ

第１回目 1

６月中旬～下旬

第２回目

８月中旬
～９月中旬

ナモグリバエ

生育全期 1 ○

[薬剤による防除法]

　発生初期(若齢幼虫期）に「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかを散布する。

　発生初期に「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散
布する。

ハチハチ乳剤及びスピノエース顆粒水和剤（ハモ
グリバエ登録）に展着剤スカッシュ2,000倍を加用
すると防除効果が高まる。ただし薬害の懸念があ
るため、他の薬剤との混用は避ける。

[薬剤による防除法]

　発生初期に「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散
布する。

　発生初期に「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散
布する。

[薬剤による防除法]

　次の薬剤を土壌表面の株元に処理する。
　ネキリエースＫ（I:1B）
　ガードベイトＡ（I:3A）

じかがけ期間が短いと被害を回避できないので注
意する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

  フォース粒剤（I:3A）を播溝に土壌混和してからは種す
る。

生育後期に気温が高くなると、生育が抑制されや
すい。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

地上部をきつく押さえると葉焼けを生じやすいの
で、生育にあわせて資材をゆるめる。

不織布は、生育を考慮しは種面より60㎝以上幅広
いものを使用する。

　長繊維不織布を、は種後ただちに、は種面にじかがけす
る。こかぶのじかがけ期間は、４月上旬は種では35～40日
間、４月中旬～５月上旬は種では30～35日間とする。
　除覆は、朝夕の直射日光のやわらいだ時や曇天時に行
う。

[耕種的防除法]
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かぶ

ダコソイル M05 ＴＰＮ ○

ネビジン粉剤 36 フルスルファミド ○

フロンサイド粉剤 29 フルアジナム ○

リドミル粒剤２ 4 メタラキシル ○

11 アゾキシストロビン

4 メタラキシルＭ

アミスター２０フロアブル 11 アゾキシストロビン ○

メジャーフロアブル 11 ピコキシストロビン ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○ ○

ネキリエースＫ 1B イソキサチオン ○

ガードベイトＡ 3A ペルメトリン 　 ○

フォース粒剤 3A テフルトリン ○

ハチハチ乳剤 39 21A トルフェンピラド ○ ○ ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○

アドマイヤー顆粒水和剤 4A イミダクロプリド ○

アクタラ顆粒水溶剤 4A チアメトキサム ○

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○ ○ ○ ○

エルサン粉剤２ 1B ＰＡＰ ○ ○

サイアノックス粉剤 1B ＣＹＡＰ
○
若

バシレックス水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

プレバソンフロアブル５ 28 クロラントラニリプロール ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○

アクセルフロアブル 22B メタフルミゾン ○ ○ ○

ブロフレアＳＣ 30 ブロフラニリド ○ ○

※

コ
ナ
ガ

ヨトウムシの欄の○若はヨトウムシ若齢幼虫での登録を示す。

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ

ア
オ
ム
シ

(2)　掲載農薬一覧（かぶ）

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

適用病害虫名

根
こ
ぶ
病

べ
と
病

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ナ
モ
グ
リ
バ
エ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

白
さ
び
病

※使用時期がは種時とされている土壌施用剤を利用した場合、間引き菜として食用に供することはできないので、注
意する(他の野菜も同じ)。

ユニフォーム粒剤

＊ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

○
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カリフラワー

病害虫名及び防除時期

根こぶ病

は種又は 1 　発病地からの苗の導入は避ける。

定植前 2 　３～４年以上、アブラナ科作物の作付けをしない。 ○

3 　高うね栽培を行う。

4 ○

5 　酸性土壌では石灰を施用する。

6 　排水に努める。

生育期 7

収穫期 8 　収穫と同時に根も抜き取って処分する。

は種又は 1 　作条処理

定植前

2 　全面処理

べと病

は種期～ 1

生育全期

黒斑病

生育全期～ 1 　被害茎葉を処分する。

収穫後

黒腐病

は種前 1 　アブラナ科作物の連作を避ける。 ○

生育全期 2 　被害茎葉はできるだけ早く処分する。

軟腐病

は種前 1 ○

2

3 　排水をよくする。

ネキリムシ類

は種又は定植時 1

生育初期 2 　ガードベイトＡ（I:3A）を株元散布する。

コナガ

発生初期 1 ○

○

ウワバ類

生育全期 ○ コナガの項参照。

(特に発生初期)

アオムシ

発生初期 1

ヨトウムシ

第１回目 1 ○

６月中旬～下旬

第２回目 ○

８月中旬～

　９月中旬 ○ 農薬は葉裏にも十分散布する。

18　カリフラワー

　ネビジン粉剤（F:36）を畦に散布し、土とよく混和
してからは種又は定植する。

(1)　防除方法

　肥料切れすると発病しやすくなるので、肥培管理に
注意する。

害虫の食害痕も病原菌の侵入口になるおそれがあるの
で、害虫の防除を徹底する。

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

連作すると発病が多くなり、特に酸性・多湿土壌で発
生が多い。

　ネビジン粉剤（F:36）又はフロンサイド粉剤
（F:29）を全面に散布し、土とよく混和してから、は
種又は定植する。

[薬剤による防除法]

　は種又は定植の10～15日前に石灰窒素を80kg位施用
し、直ちに土を混和する。

石灰窒素を施用した場合は、窒素量をその分だけ少な
くする。

　発病株は根こぶが腐敗する前に抜き取って処分す
る。

　発病地では４～５年以上アブラナ科作物を作付しな
い。

害虫の加害を受けた傷口から菌が侵入するので、害虫
の防除を徹底する。

　生育盛期が高温期(感染盛期)に当たらないように、
は種期を調節する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を土壌全面処理又は作
条処理し土壌とよく混和する。

老齢になると効果が劣るので、若齢のうちに防除す
る。

エルサン乳剤を散布する場合には、別途ウワバ類を防
除する必要はない。

　若齢幼虫期に、「掲載農薬一覧」にある薬剤のいず
れかを散布する。

　若齢幼虫期に、「掲載農薬一覧」にある薬剤のいず
れかを散布する。

[薬剤による防除法]

ヨトウムシの発生時期は地域差、年次差が大きいので
注意する。

ヨトウムシは老齢になると効果が劣るので、若齢のう
ちに防除する。

　若齢幼虫期に、「掲載農薬一覧」にある薬剤のいず
れかを散布する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]
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カリフラワー

ネビジン粉剤 36 フルスルファミド ○

フロンサイド粉剤 29 フルアジナム ○

ダイアジノン粒剤５ 1B ダイアジノン ○

ガードベイトＡ 3A ペルメトリン ○

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○ ○ ○

エルサン粉剤２ 1B ＰＡＰ ○ ○

ダイアジノン水和剤34 1B ダイアジノン ○ ○

オルトラン水和剤 1B アセフェート ○

バシレックス水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

チューンアップ顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

トアロー水和剤ＣＴ 11A ＢＴ(死菌) ○

アタブロン乳剤 15 クロルフルアズロン ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○ ○

グレーシア乳剤* 30 フルキサメタミド ○ ○

ブロフレアＳＣ* 30 ブロフラニリド ○ ○

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン ○ ○

＊ グレーシア乳剤、ブロフレアＳＣ：はなやさい類としての登録

(2)　掲載農薬一覧（カリフラワー）

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

根
こ
ぶ
病

ネ
キ
リ
ム
シ
類

コ
ナ
ガ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ア
オ
ム
シ

適用病害虫名
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ブロッコリー

 

病害虫名及び防除時期

根こぶ病

は種又は 1 　発病地からの苗の導入は避ける。

定植前 2 　３～４年以上、アブラナ科作物の作付けをしない。 ○

3 　高うね栽培を行う。

4 ○

5 　酸性土壌では石灰を施用する。

6 　排水に努める。

生育期 7

収穫期 8 　収穫と同時に根も抜き取って処分する。

は種又は 1 　作条処理

定植前

2 　全面処理

　ネビジン粉剤(F:36)

　フロンサイド粉剤(F:29)

べと病

は種期 1

生育全期

発病初期～ 1 ○

出蕾前

黒斑病

生育全期 1 　被害茎葉を処分する。

収穫後

黒腐病

は種前 1 　アブラナ科作物の連作を避ける。

生育全期 2 　被害茎葉はできるだけ早く処分する。

発病初期 1 ○

軟腐病

は種前 1

2

生育全期 3 　排水をよくする。

4 　被害株は抜き取り、処分する。

○ 予防散布が重要である。

発病初期 1 ○

ネキリムシ類

は種時又は 1

定植時

生育初期 2 　ガードベイトＡ（I:3A）を定植時に株元に散布する。  

ダコニール１０００の使用時期には特に注意し、出蕾
が近くなったら使用しない。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

　降雨が続いた時や台風通過後、早めに「掲載農薬一
覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

害虫の食害痕も病原菌の侵入口になるおそれがあるの
で、害虫の防除を徹底する。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　生育盛期が高温期(感染適期)に当たらないように、
は種期を調節する。

害虫の加害を受けた傷口から菌が侵入するので、害虫
の防除を徹底する。

　スターナ水和剤（F:31）を散布する。

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を土壌全面処理又は作
条処理し土壌とよく混和する。

　ネビジン粉剤（F:36）を畦に散布し、土とよく混和
してからは種又は定植する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

19　ブロッコリー

[薬剤による防除法]

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

　肥料切れすると発病しやすくなるので、肥培管理に
注意する。

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを全面に散
布し、土とよく混和してから、は種又は定植する。

連作すると発病が多くなり、特に酸性・多湿土壌で発
生が多い。

　は種又は定植の10～15日前に石灰窒素を80kg位施用
し、直ちに土と混和する。

石灰窒素を施用した場合は、窒素量をその分だけ少な
くする。

[耕種的防除法]

　発病地では４～５年以上アブラナ科作物を作付しな
い。

　発病株は根こぶが腐敗する前に抜き取って処分す
る。
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ブロッコリー

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

コナガ

育苗期後半 1 ○

育苗期後半～ 2 ○

定植当日

○

定植時 3

発病初期 4 ○

○ ベネビアＯＤは以下のことに注意する。
(1) アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。
(2)

アオムシ

育苗期後半～ 1

定植当日

定植時 2

発生初期 ○ ベネビアＯＤの注意事項はコナガの項参照。

ヨトウムシ

第１回目 1 ○

６月中旬～下旬

第２回目 ○

８月中旬～

　９月中旬 ○ 農薬は葉裏にも十分散布する。

ウワバ類

生育全期 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。  

(特に発生初期)

アブラムシ類

育苗期後半 1 ○

定植時 2

3 ＊ 〔ジノテフラン水溶剤〕

スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

発生初期 4 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。  

アザミウマ類

(ネギアザミウマ)

育苗期後半～ 1

定植当日

定植時 2

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に薬害
の有無を十分確認してから使用する。

ヨトウムシの発生時期は地域差、年次差が大きいので
注意する。

ヨトウムシは老齢になると効果が劣るので、若齢のう
ちに防除する。

　若齢幼虫期に、「掲載農薬一覧」にある薬剤のいず
れかを散布する。

　モスピラン粒剤（I:4A）を植穴に施用し、土とよく
混和してから定植する。

　若齢幼虫期に、「掲載農薬一覧」にある薬剤のいず
れかを散布する。

エルサン乳剤で防除する場合、別途ウワバ類を防除す
る必要はない。

ダントツ粒剤を使用する場合は、薬害・汚れが生じる
おそれがあるので、処理後に葉にのっている薬剤は払
い落とし、その後に灌水を行う。

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ１箱また
はペーパーポット１冊（約30×60㎝・使用土壌約1.5
～4ℓ）に、ジョウロ等でかん注する。
   プレバソンフロアブル５（I:28）
　 ベリマークＳＣ（I:28）
　 ジュリボフロアブル（I:28､4A）

農薬に対する抵抗性発達を防止するため、同一系統の
農薬を連用しない。

老齢になると効果が劣るので、若齢のうちに防除す
る。

　ダントツ粒剤（I:4A）をセル成型育苗トレイ1箱ま
たはペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5
～4ℓ)に施用する。

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ１箱また
はペーパーポット１冊（約30×60㎝・使用土壌約1.5
～4ℓ）にジョウロ等でかん注する。
　プレバソンフロアブル５（I:28）
　ベリマークＳＣ（I:28）
　ジュリボフロアブル（I:28,4A）

　モスピラン粒剤（I:4A）を植穴に施用し、土とよく
混和してから定植する。

[薬剤による防除法]

　若齢幼虫期に、「掲載農薬一覧」にある薬剤のいず
れかを散布する。

ダントツ粒剤及びベストガード粒剤を使用する場合
は、薬害・汚れが生じるおそれがあるので、処理後に
葉にのっている薬剤は払い落とし、その後に灌水を行
う。

オルトラン粒剤（I:1B）を株元散布する。

ベリマークＳＣ（I:28）をセル成型育苗トレイ１箱ま
たはペーパーポット１冊(約30×60cm、使用土壌約1.5
～4ℓ）にかん注する。

　モスピラン粒剤（I:4A）を植穴に施用し、土とよく
混和してから定植する。

　ジノテフラン水溶剤＊（I:4A）を、セル成型育苗ト
レイ１箱またはペーパーポット１冊(30×60cm・使用
土壌約1.5～4.0ℓ)にジョウロ等でかん注する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ1箱また
はペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約1.5～4
ℓ)に施用する。
　ダントツ粒剤（I:4A）
　ベストガード粒剤（I:4A）

1

3

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]
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ブロッコリー

ネビジン粉剤 36 フルスルファミド ○  

フロンサイド粉剤 29 フルアジナム ○

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○

ヨネポン水和剤 M01 ノニルフェノールスルホン酸銅 ○

スターナ水和剤 31 オキソリニック酸 ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

ダコニール１０００ M05 ＴＰＮ ○

11 ピラクロストロビン

7 ボスカリド

ピシロックフロアブル＊ U17 ピカルブトラゾクス ○

レーバスフロアブル 40 マンジプロパミド ○

40 マンジプロパミド

49 オキサチアピプロリン

ダイアジノン粒剤５ 1B ダイアジノン ○

オルトラン粒剤 1B アセフェート ○

ガードベイトＡ 3A ペルメトリン ○

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○

モスピラン粒剤 4A アセタミプリド ○ ○ ○

ダントツ粒剤 4A クロチアニジン ○ ○

ベストガード粒剤 4A ニテンピラム ○

4A チアメトキサム

28 クロラントラニリプロール

プレバソンフロアブル５ 28 クロラントラニリプロール ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○ ○

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール ○ ○ ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○ ○

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○ ○ ○

エルサン粉剤２ 1B ＰＡＰ ○ ○

ダイアジノン水和剤３４ 1B ダイアジノン ○ ○

スカウトフロアブル 3A トラロメトリン ○

トレボンEW 3A エトフェンプロックス ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○ ○

バシレックス水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

チューンアップ顆粒水和剤 11A ＢＴ(生菌) ○ ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○ ○

アタブロン乳剤 15 クロルフルアズロン ○ ○

ノーモルト乳剤 15 テフルベンズロン ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○ ○ ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○ ○

5 スピノサド

18 メトキシフェノジド

ファルコンフロアブル 18 メトキシフェノジド ○

ハチハチ乳剤 39 21A トルフェンピラド ○ ○ ○

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ ○ ○

アクセルフロアブル 22B メタフルミゾン ○ ○

グレーシア乳剤＊ 30 フルキサメタミド ○ ○ ○ ○

ブロフレアＳＣ＊ 30 ブロフラニリド ○ ○ ○ ○

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン ○ ○

(2)　掲載農薬一覧（ブロッコリー）

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

I
R
A
C
コ
ー

ド

適用病害虫名

根
こ
ぶ
病

黒
腐
病

有効成分

ウ
ワ
バ
類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

軟
腐
病

べ
と
病

ネ
キ
リ
ム
シ
類

○

コ
ナ
ガ

ア
オ
ム
シ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

シグナムＷＤＧ＊

ジュリボフロアブル ○ ○

　シグナムDG、ピシロックフロアブル、グレーシア乳剤、ブロフレアＳＣ：はなやさい類としての登録

○ファルコンエースフロアブル

＊ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

○

オロンディスウルトラＳＣ ○
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チンゲンサイ

[薬剤による防除法]

1

[薬剤による防除法]

1

 

[薬剤による防除法]

1

[薬剤による防除法] 　　

1

3A シペルメトリン ○  

15 テフルベンズロン ○

5 スピノサド ○ ○ ○

6 エマメクチン安息香酸塩 ○ ○

22B メタフルミゾン ○

1B アセフェート ○

1B アセフェート ○

4A クロチアニジン ○

4A ジノテフラン ○

アグロスリン乳剤

＊ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

ジェイエース水溶剤

ダントツ水溶剤

ジノテフラン水溶剤＊

コ
ナ
ガ

ア
オ
ム
シ

ヨ
ト
ウ
ム
シ
類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

オルトラン水和剤

ノーモルト乳剤

スピノエース顆粒水和剤

アファーム乳剤

アクセルフロアブル

アブラムシ類

発生初期

適用病害虫名

発生初期

(2)掲載農薬一覧（チンゲンサイ）

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

ヨトウムシ類

発生初期

20　チンゲンサイ

(1)　防除方法

病害虫名及び防除時期

アオムシ

発生初期 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

参考及び注意事項防除方法

コナガ

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。
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ほうれんそう

病害虫名及び防除時期

苗立枯病 ○

1

(床土の土壌消毒） ○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

は種前 ○ 排水や日当たりの良い乾燥した場所で行う。

○

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○

○

○

○

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

萎凋病 ○ 萎凋病はフザリウム菌による。

生育全期 1 ○

は種前 1 ○

(1) クロルピクリンくん蒸99.5%剤＊（F:-、I:8B）

クロルピクリンくん蒸80.0%剤＊（F:-、I:8B） ○ 住宅や畜舎などの近くでは使用しない。

① 全面処理 ○

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

② は種溝処理・植穴処理 　クロールピクリン

　全面処理に準じて処理する。 ＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

は種21日前※ (2) ＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

○ ダゾメット粉粒剤は10℃以上で使用する。

○

※

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[薬剤による防除法] クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用
するときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用
するなど、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24
の使用上の注意事項を遵守する。

萎凋病、株腐病
立枯病、根腐病

　次の方法で土壌消毒を行う。

　床土をていねいに切り返し、塊をほぐしてから高さ30cm
に積み(広さは適宜)、表面を均平にする。専用のかん注機
を使用して30cm間隔に深さ15cmにクロルピクリンくん蒸

99.5%液剤＊（F:-、I:8B）又は、クロルピクリンくん蒸

80.0%液剤＊（F:-、I:8B）を注入して足で穴をふさぐ。さ
らに30cmの高さに床土を積み同様に処理する。これをくり
かえして適当な高さになったらポリエチレンフィルム等で
被覆する。注入後７日以上被覆した後ポリエチレンフィル
ム等を除いてよく切りかえし、十分にガス抜きをしてから
使用する。
　処理時期は地温が15℃くらいのときがよい。

消毒時の床土は手でにぎり、放した場合に自然にひ
び割れする程度の湿度が適当である。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のない
ことを確認してから播種又は定植をする。ガス抜き
が不十分だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こ
すので、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が
多い場合は放置期間を長くするか耕起反転を十分に
行って完全にガス抜きをする。
特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注意が
必要である。

「床土の土壌消毒」の項の参考及び注意事項に留意
する。

ダゾメット粉粒剤は、砂質土壌や乾燥した土壌では
ていねいに混和した後、散水する。また、住宅に隣
接するほ場では使用せず、住宅地付近の使用にあ
たっては、ガスによる危被害の発生防止に十分配慮
する。

農薬登録上、ダゾメット粉粒剤の使用時期は「は種
10日前まで」だが、低温時の効果・薬害が検証でき
ていない。本県の気象条件やこれまでの使用状況に
鑑み、消毒・ガス抜き期間を十分に確保するため、
本剤の使用時期は従前どおり「は種21日前まで」と
する。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないよう
に注意する。

次の方法で土壌消毒を行う。

施肥や酸度矯正のための石灰施用はガス抜き後に行
う。薬剤注入前に施用すると、化学反応を起こして
発芽障害や生育障害を起こす有害物が土壌中に形成
されるので注意する。

消毒済みの床土には土壌病原菌や有害線虫が混入す
ると、激しい被害を招くことがあるので床土管理に
注意し、無病種子や無病苗を植付けるようにする。

資材の消毒
育苗用資材等は、床土と一緒に消毒する。

[耕種的防除法]

　発病株は抜き取り、処分する。

　畑の土壌をていねいに耕起整地してから、専用のか
ん注機を使用して30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直
ちに足で穴をふさぎ、地表面をポリエチレンフィルム
等で被覆し、ガスもれしないようにフィルムの端は土
中に埋め込む。処理後10日以上経過(地温と被覆期間
参照)してからポリエチレンフィルム等を除去し、再
び耕起してガス抜きを行う。

　ダゾメット粉粒剤＊（F:-､I:8F）を地表面散布し、
全面土壌混和(深さ25cm位)後、ポリエチレンフィルム
等で被覆し、約７～14日後に２回以上耕起してガス抜
きを十分行ったのちは種する。

紫外線カットフィルムを、雨よけ用の被覆資材とし
て使用すると発生を抑制できるとの試験例がある。

[薬剤による防除法]

21　ほうれんそう

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)

－ 野菜85 －
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

株腐病 ○ 株腐病はリゾクトニア菌による。

1 ○

は種前 (1)

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

は種21日前 (2) 　クロールピクリン

＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

2 　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

は種前 (1) 　バシタック水和剤７５（F:7）を種子浸漬する。 ○

は種時 (2) 　リゾレックス水和剤（F:14）を土壌かん注する。

立枯病 ○ 立枯病はピシウム菌による。

1 ○

は種前 (1)

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

　クロールピクリン

は種21日前 (2) ＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

は種時 2 ＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

根腐病 ○ 根腐病はアファノミセス菌による。

1 ○

は種前 (1)

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

は種21日前 (2) 　クロールピクリン

＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

べと病

生育初期 1

収穫期 2

発病初期 1 ○

ヨトウムシ ○

発生初期 1

第１回目

６月中旬～下旬

第２回目

８月中旬～

　９月下旬

ハスモンヨトウ

発生初期 1 ○

モグリハナバエ

発生初期 ○ ヨトウムシの項参照。

アシグロ

ハモグリバエ 1

発生初期 2

3

1 ○

「床土の土壌消毒」及び「萎凋病」の項の参考及び
注意事項に留意する。

次の方法で土壌消毒を行う。

ダゾメット粉粒剤＊（F:-､I:8F）による防除は、「萎
凋病」の項を参照する。

ダゾメット粉粒剤＊（F:-､I:8F）による防除は、「萎
凋病」の項を参照する。

次の薬剤で防除を行う。

[薬剤による防除法]

次の方法で土壌消毒を行う。

[薬剤による防除法]

　多くの種類の植物に寄生するため、圃場周辺に不要な野
菜や花を作付けしない。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

タチガレン液剤（F:32）を土壌かん注する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

次の方法で土壌消毒を行う。

「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

バシタック水和剤及びリゾレックス水和剤は、苗立
枯病（リゾクトニア菌）として登録されている。

Ｚボルドーは葉の汚れ回避のためミックスパワー
(展着剤)3,000倍を添加すること。ただし、本剤を
収穫期間近に散布すると、ミックスパワーを添加し
ていても汚れが問題となる場合があるので注意す
る。

アファーム乳剤を散布すると、アシグロハモグリバ
エの防除は不要である。

薬剤による防除を実施した場合、モグリハナバエ類
を別途防除する必要はない。

ダゾメット粉粒剤＊（F:-､I:8F）による防除は、「萎
凋病」の項を参照する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

「床土の土壌消毒」及び「萎凋病」の項の参考及び
注意事項に留意する。クロルピクリンくん蒸99.5%剤＊（F:-、I:8B）による

防除は、「萎凋病」の項を参照する。

クロルピクリンくん蒸99.5%剤＊（F:-、I:8B）による
防除は、「萎凋病」の項を参照する。

「床土の土壌消毒」及び「萎凋病」の項の参考及び
注意事項に留意する。クロルピクリンくん蒸99.5%剤＊（F:-、I:8B）及びク

ロルピクリンくん蒸80.0%剤＊（F:-、I:8B）による防
除は、「萎凋病」の項を参照する。

　子葉に発病した株を早期に発見し、間引きする。

　被害残さの処分を徹底する。

カスケード乳剤に展着剤ニーズ、スカッシュ、アプ
ローチＢＩ各2,000倍のいずれかを加用すると防除
効果が高まる。ただし薬害の懸念があるため、他の
薬剤との混用は避ける。

[耕種的防除法]

　被害残渣は速やかに処分する。

　雑草にも寄生し発生源となることから、圃場周辺の除草
を徹底する。

－ 野菜86 －
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

アブラムシ類

発生初期 1

ハダニ類

発生初期 1

は種前 1

は種時～２葉期 2 　コテツベイト（I:13）を土壌表面に散布する。

発生初期 3 ○

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　フォース粒剤（I:3A）を全面土壌混和する。

「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

ホウレンソウ
ケナガコナダニ

「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

コテツフロアブルは、葉に白化などの薬害を生じる
おそれがあるので、使用時期は二葉期までとする。

－ 野菜87 －



ほうれんそう

ダゾメット粉粒剤＊ 8F ダゾメット ○ ○ ○ ○

タチガレン液剤 32 ヒドロキシイソキサゾールカリウム ○

バシタック水和剤７５ 7 メプロニル ○

リゾレックス水和剤 14 トルクロホスメチル ○

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

ドイツボルドーＡ M01 塩基性塩化銅 ○

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○

ヨネポン水和剤 M01 ノニルフェノールスルホン酸銅 ○

フォース粒剤 3A テフルトリン ○

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○ ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド ○

ダニトロンフロアブル 21A フェンピロキシメート ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○

パダンＳＧ水溶剤 14 カルタップ ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○

コテツベイト 13 クロルフェナピル ○

○ ○

○ ○

(2)　掲載農薬一覧（ほうれんそう）

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

適用病害虫名

萎
凋
病

ハ
ダ
ニ
類

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

ア
シ
グ
ロ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

8B

クロルピクリン

株
腐
病

クロルピクリン

○ ○

○

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

　ダゾメット粉粒剤：バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤。なお、農薬登録上の使用時期は「は種10日前まで」であるが、低温時
の効果・薬害が検証できていない。本県の気象条件やこれまでの使用状況に鑑み、消毒・ガス抜き期間を十分に確保するため、本剤
の使用時期は従前どおり「は種21日前まで」とする。

立
枯
病

根
腐
病

苗
立
枯
病

べ
と
病

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊

○

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

8B

－ 野菜88 －
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病害虫名及び防除時期

べと病

収穫期 1 　被害残さの処分を徹底する。 ○ 気温15℃前後で多湿のときに発生が多い。

土寄せ時 1

発病初期 2 ○

○

さび病

生育全期 1 　被害葉は処分する。 ○ 一般にやや低温、多湿のときに発生が多い。

発病初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 ○

○

○ メジャーフロアブルの薬害はべと病の項を参照。

軟腐病

1 　バイオキーパー水和剤(F:-)を散布する。 ○

土寄せ時 2 　オリゼメート粒剤（F:P02）を株元に施用する。

発病初期 3 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 ○ カスミンボルドーは、高温時散布を避ける。

黒斑病

収穫期 1 　被害残さの処分を徹底する。 ○ 特に降雨が多く多湿のときに発生が多い。

発病初期 1 ○ メジャーフロアブルの薬害はべと病の項を参照。

葉枯病

発病初期 1 ○ メジャーフロアブルの薬害はべと病の項を参照。

黄斑病

発病初期 1

ネギコガ

定植前日～定植時 1 ＊ 〔ジノテフラン水溶剤〕

スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

発生初期 2 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 ○ ネギアザミウマ、ネギハモグリバエの項参照。

発病前～発病初
期

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

　ユニフォーム粒剤（F:4､11）を株元に散布し、培土
を行う。

[薬剤による防除法]

バイオキーパー水和剤は生物農薬なので、他剤との混
用又は近接散布を避ける。

　10日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかを散布する。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　10日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

　10日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

　ジノテフラン水溶剤＊（I:4A）をセル成型育苗トレイ
１箱(ペーパーポット、チェーンポットを含む、約30㎝
×60㎝･使用土壌1.5～4ℓ)にジョウロ等でかん注する。

　10日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかを散布する。

メジャーフロアブルに浸透性を高める効果のある展着
剤を加用すると薬害を生じるおそれがあるので、展着
剤加用にあたっては事前にその可否を確認する。

メジャーフロアブルを葉ねぎに使用する場合、高温時
の使用により薬害（株の開張や葉身部わん曲）が生じ
るので高温時の散布は避ける。

[薬剤による防除法]

サプロール乳剤は幸水系のなしには、ごく微量で薬害
のおそれがあるので散布時に風のある場合には注意す
る。

オンリーワンフロアブルは、あぶらな科野菜(特に、
はくさい、だいこん)に対して薬害を生じるおそれが
あるので、付近にある場合にはかからないように注意
する。

－ 野菜89 －
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

ネギアザミウマ

育苗期後半～ 1 ○

定植当日

定植前日～ 2

定植時

＊ 〔ジノテフラン水溶剤〕

スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

定植当日 3

定植時 4

5

発生初期 6

＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

7 　ジノテフラン水溶剤＊（I:4A）を株元に灌注する。

8 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 ○

○ ベネビアＯＤは以下のことに注意する。

(1)アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。

(2)

ネギハモグリバエ

育苗期後半～ 1

定植当日

定植時 2 ＊ 〔ジノテフラン粒剤〕

スタークル粒剤、アルバリン粒剤

3

定植前日～定植時 4

＊ 〔ジノテフラン水溶剤〕

スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

発生初期 5

6 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 ○

○

　ミネクトデュオ粒剤（I:28､4A）を植溝土壌混和し定
植する。

　次のいずれかをセル成型育苗トレイ１箱またはペー
パーポット１冊(約30㎝×60㎝･使用土壌約1.5～4ℓ)に
ジョウロ等で灌注する。

　ジノテフラン水溶剤＊ （I:4A）
　アドマイヤーフロアブル（I:4A）

　ジュリボフロアブル（I:28､4A）をセル成型育苗トレ
イ１箱またはペーパーポット１冊(約30㎝×60㎝･使用
土壌約1.5～4ℓ)にジョウロ等で灌注する。

　ベリマークＳＣ（I:28）をセル成型育苗トレイ１箱
またはペーパーポット１冊(約30㎝×60㎝･使用土壌約
1.5～4ℓ)にジョウロ等で灌注する。

ダイアジノン水和剤34で防除する場合、別途ネギコガ
を防除する必要はない。

　土寄せ時に、次の薬剤のいずれかを株元散布する。
　ミネクトデュオ粒剤（I:28､4A）
　ダントツ粒剤（I:4A）

　ジノテフラン粒剤＊（I:4A)
　プリロッソ粒剤（I:28）

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ１箱また
はペーパーポット１冊(約30㎝×60㎝･使用土壌約1.5～
4ℓ)にジョウロ等でかん注する。
　ベリマークＳＣ（I:28）
　プレバソンフロアブル５（I:28）
　ジュリボフロアブル（I:28､4A）

　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）を株元散布し定植する。

[薬剤による防除法]

合成ピレスロイド剤に対する抵抗性個体群が確認され
ているので注意する。

　ミネクトデュオ粒剤（I:28､4A）を植溝土壌混和し定
植する。

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ１箱また
はペーパーポット１冊(約30㎝×60㎝･使用土壌約1.5～
4ℓ)にジョウロ等で灌注する。
　キックオフ顆粒水和剤（I:28､4A）

　ジノテフラン水溶剤＊（I:4A）

　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）を株元散布し定植する。

　土寄せ時に、次の薬剤のいずれかを株元散布する。
　ジノテフラン粒剤＊（I:4A）
　ミネクトデュオ粒剤（I:28､4A）
　プリロッソ粒剤（I:28）

ベネビアＯＤの注意事項はネギアザミウマの項参照。

ダイアジノン水和剤３４を散布する場合、別途ネギコ
ガを防除する必要はない。

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に薬害
の有無を十分確認してから使用する。
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

タネバエ

は種時 1

定植前日～ 2 ＊ 〔ジノテフラン水溶剤〕

定植時 スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

定植時 3

4

ネキリムシ類

生育全期 1

(被害初期)

アブラムシ類

発生初期 1

ネダニ類

定植前 1 　連作を避ける。 ○

2 　収穫残さを圃場から持ち出し、処分する。

3 　萎凋病などの土壌病害を防除する。

定植時 1

生育期 1

2

[薬剤による防除法]

砂壌土や火山灰土で発生が多く、特に酸性土壌で多く
なる傾向がある。

　ネキリエースＫ（I:1B）を土壌表面の株元に処理す
る。

[薬剤による防除法]

　床土全面にダイアジノン粒剤３（I:1B）を散布し、
土とよく混和してからは種する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　ジノテフラン水溶剤＊（I:4A）をセル成型育苗トレイ
１箱(ペーパーポット、チェーンポットを含む、約30㎝
×60㎝･使用土壌約1.5～4ℓ)にジョウロ等でかん注す
る。

　ダントツ粒剤（I:4A）を植溝処理し、土とよく混和
してから定植する。

　ダイアジノン粒剤３（I:1B）を散布し、土とよく混
和してから定植する。

　フォース粒剤（I:3A）を植溝処理し、土とよく混和
してから定植する。

　トクチオン乳剤（I:1B）を被害が認められるところ
に株元灌注する。

　次の薬剤のいずれかを株元散布する。
　ダントツ粒剤（I:4A）
　フォース粒剤（I:3A）

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

[薬剤による防除法]
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4 メタラキシルＭ

11 アゾキシストロビン

4 メタラキシルＭ

M03 マンゼブ

4 メタラキシルＭ

M05 ＴＰＮ

レーバスフロアブル 40 マンジプロパミド ○

40 マンジプロパミド

49 オキサチアピプロリン

フェスティバル水和剤 40 ジメトモルフ ○

40 ジメトモルフ

M01 塩基性塩化銅

40 ジメトモルフ

45 アメトクトラジン

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M05 ＴＰＮ

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M03 マンゼブ

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

27 シモキサニル

21 アミスルブロム

27 シモキサニル

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

メジャーフロアブル 11 ピコキシストロビン ○ ○ ○ ○

アミスター２０フロアブル 11 アゾキシストロビン ○ ○ ○

11 アゾキシストロビン

M05 ＴＰＮ

ダコニール１０００ M05 ＴＰＮ ○

M04 キャプタン

M01 有機銅

ヨネポン水和剤 M01 ノニルフェノールスルホン酸銅 ○ ○

マンゼブ水和剤＊ M03 マンゼブ ○ ○ ○

3 シメコナゾール

M03 マンゼブ

7 ペンチオピラド

M05 ＴＰＮ

サプロール乳剤 3 トリホリン ○

ラリー水和剤 3 ミクロブタニル ○

オンリーワンフロアブル 3 テブコナゾール ○ ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル ○

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ ○ ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド ○ ○ ○

11 ピラクロストロビン

7 ボスカリド

カナメフロアブル 7 インピルフルキサム ○ ○

パレード２０フロアブル 7 ピラジフルミド ○ ○

ジオゼット水和剤 19 ポリオキシンＤ亜鉛塩 ○

ポリオキシンＡＬ水和剤 19 ポリオキシン複合体 ○

19 ポリオキシン複合体

M07 イミノクタジン酢酸塩

19 ポリオキシン複合体

M07 イミノクタジン酢酸塩

ロブラール水和剤 2 イプロジオン ○

オリゼメート粒剤 P02 プロベナゾール ○

24 カスガマイシン一塩酸塩

M01 塩基性塩化銅

スターナ水和剤 31 オキソリニック酸 ○

バイオキーパー水和剤 － 非病原性エルビニア　カロトボーラ ○

※ねぎの薬剤散布で加用する展着剤は湿展性のよいものを使う。

＊マンゼブ水和剤：ジマンダイセン水和剤、ペンコゼブ水和剤

○ ○ ○

○カスミンボルドー

ポリベリン水和剤

ダイアメリットＤＦ

(2)　掲載農薬一覧（ねぎ）

農薬名

F

R

A

C

コ
ー

ド

有効成分

適用病害名

べ
と
病

さ
び
病

黒
斑
病

葉
枯
病

黄
斑
病

軟
腐
病

リドミルゴールドＭＺ ○

ユニフォーム粒剤 ○

フェスティバルＣ水和剤 ○

フォリオゴールド ○

オロンディスウルトラＳＣ ○

ザンプロＤＭフロアブル ○

ベンチアバリカルブイソプロ

ピル・マンゼブ水和剤＊ ○

プロポーズ顆粒水和剤 ○ ○

ダイナモ顆粒水和剤 ○

ベトファイター顆粒水和剤 ○

　ベンチアバリカルブイソプロピル・マンゼブ水和剤：ベネセット水和剤、カンパネラ水和剤

○

シグナムＷＤＧ

○

ベジセイバー

オキシラン水和剤 ○

テーク水和剤 ○

アミスターオプティ
フロアブル

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○
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ネキリエースＫ 1B イソキサチオン ○

ダイアジノン粒剤３ 1B ダイアジノン ○

28 クロラントラニリプロール

4A ジノテフラン

28 シアントラニリプロール

4A チアメトキサム

28 クロラントラニリプロール

4A チアメトキサム

ダントツ粒剤 4A クロチアニジン ○ ○ ○

ジノテフラン粒剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○ ○ ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド ○

アドマイヤー顆粒水和剤 4A イミダクロプリド ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○

プレバソンフロアブル５ 28 クロラントラニリプロール ○

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール ○ ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○ ○

プリロッソ粒剤 28 シアントラニリプロール ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール ○

マラソン乳剤 1B マラソン ○ ○

ダイアジノン水和剤34 1B ダイアジノン ○ ○

ダイアジノン乳剤40 1B ダイアジノン ○

スミチオン乳剤 1B ＭＥＰ ○

トクチオン乳剤 1B プロチオホス ○ ○

フォース粒剤 3A テフルトリン ○

アグロスリン乳剤 3A シペルメトリン ○ ○ ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○ ○

ハチハチ乳剤 39 21A トルフェンピラド ○ ○ ○ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○ ○ ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○

5 スピノサド

- 脂肪酸グリセリド

アグリメック 6 アバメクチン ○ ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○ ○

リーフガード顆粒水和剤 14 チオシクラム ○ ○

アタブロン乳剤 15 クロルフルアズロン ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○ ○ ○

ブロフレアＳＣ 30 プロフラニリド ○ ○

プレオフロアブル UN ピリダリル ○

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン ○ ○

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ネ
ギ
コ
ガ

ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

F
R
A
C
コ
ー

ド

適用害虫名

タ
ネ
バ
エ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ミネクトデュオ粒剤

キックオフ顆粒水和剤

＊ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

○

○○

　ジノテフラン粒剤：スタークル粒剤、アルバリン粒剤

○ ○ジュリボフロアブル

ダブルシューターＳＥ ○ ○

さ
び
病

ネ
ダ
ニ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
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23　たまねぎ

病害虫名及び防除時期

乾腐病

生育全期 1 　被害株は抜き取り、処分する。

定植時 1

べと病

収穫期 1 　被害残さの処分を徹底する。 ○ 気温15℃前後で多湿のときに発生が多い。

発病初期 1

さび病

生育全期 1 　被害葉は処分する。 ○ 一般にやや低温、多湿のときに発生が多い。

発病初期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

黒斑病

収穫期 1 　被害残さの処分を徹底する。 ○ 特に降雨が多く、多湿のときに発生が多い。

発病初期 1

タマネギバエ

は種時 1

定植時 2

タネバエ

は種時 1

定植時 2

アザミウマ類
(ネギアザミウマ) 1 ○

発生初期

○

○ ベネビアＯＤは以下のことに注意する。
(1) アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。
(2)

(1)　防除方法

　定植時に苗の根部をベンレート水和剤（F:1）に浸漬
して定植する。

[耕種的防除法]

参考及び注意事項防除方法

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

発生初期は新鞘部に大部分が寄生しているので、地際
部までしっかり薬剤が届くよう丁寧に散布する。

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に薬害
の有無を十分確認してから使用する。

[薬剤による防除法]

合成ピレスロイド剤に対する抵抗性個体群が確認され
ているので注意する。

　10日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかを散布する。

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を作条施用し、土とよ
く混和して定植する。

　10日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかを散布する。

　10日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤の
いずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を全面または作条処理
し、土とよく混和してからは種する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を全面または作条処理
し、土とよく混和してからは種する。

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を作条施用し、土とよ
く混和して定植する。
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ベンレート水和剤 1 ベノミル ○

ジマンダイセン水和剤 M03 マンゼブ ○ ○ ○

ペンコゼブ水和剤 M03 マンゼブ ○ ○

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M05 ＴＰＮ

ダイアジノン粒剤５ 1B ダイアジノン ○ ○

トクチオン乳剤 1B プロチオホス ○

アグロスリン乳剤 3A シペルメトリン ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○

ファインセーブフロアブル 34 フロメトキン ○

※たまねぎの薬剤散布で加用する展着剤は湿展性のよいものを使う。

プロポーズ顆粒水和剤

さ
び
病

○

(2)　掲載農薬一覧（たまねぎ）

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

適用病害虫名

乾
腐
病

べ
と
病

黒
斑
病

タ
マ
ネ
ギ
バ
エ

タ
ネ
バ
エ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
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病害虫名及び防除時期

黒腐菌核病

植付前 1  

生育全期 2

植付前

1

○

1)

2)

3

○

○

○

紅色根腐病

植付前 1

生育全期 2

植付前 1

2 ＊

 

モザイク病

生育全期 1

2

春腐病

植付前 1

生育全期 2

発病初期 1 ○

24　にんにく

[耕種的防除法]

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

カスガマイシン・銅水和剤（カスミンボルドー、カッ
パーシン水和剤）は、高温時及び生育初期に散布する
と葉先枯れを生じることがある。

湿粉衣法は次のいずれかの方法で行う。

にんにく乾燥種子１kg当たり所定量の薬剤及び約
20mℓの水と同時に入れてよく混ぜ、表面全体によく
付着させる。

　発病株は抜き取り、処分する。

　腐敗株は抜き取り、処分する。

ガスタード微粒剤、バスアミド微粒剤

[耕種的防除法]

　排水をよくする。

　発病の多いほ場では、ディ・トラペックス油剤(F:-、
I:8F､8A)で土壌消毒する。

　連作を避ける。

　被害株は土ごと掘り取り処分する。

　連作を避ける。

　植付前に、モンガリット粒剤（F:3）を全面施用し、
土壌とよく混和する。

　植付前に、次の薬剤のいずれかを種子に湿粉衣する。
　ベンレートＴ水和剤20（F:M03､1）
　ホーマイ水和剤（F:M03､1）
　スミレックス水和剤（F:2）

[耕種的防除法]

にんにく乾燥種子１kg当たり水20mℓ位で湿らし、
左記薬剤の所定量とよく混ぜ表面全体に付着させ
る。

[薬剤による防除法]

　ダゾメット粉粒剤＊（F:-､I:8F）を地表面に散布し、
ロータリーで土壌混和(深さ25cm程度)後、ビニールシー
ト等で被覆するか、被覆しない場合には鎮圧散水する。
約７～14日後に２回以上耕起してガス抜きする。

2

　７日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤のい
ずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

　被害症状がみられる株は種子として使用しない。

[薬剤による防除法]

　被害症状が激しい株は抜き取る。

湿粉衣には、水稲種子用の手動式簡易粉衣機が実用的
で、これで１回ににんにく種子10kgまで湿粉衣が可能
である。

湿粉衣した種子は、乾燥した状態にしてから植付する
とよい。

〔ダゾメット粉粒剤〕

スミレックス水和剤は乾燥後に薬剤が脱落しやすく、
防除効果の低下が懸念されるので取扱いに注意する。

　植付前に、アフェットフロアブル（F:7）を種子に塗
布する。
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

さび病

植付前 1

2 ○

生育全期 3

発病初期 1 ○

○

○

○

2 ○
(1)

(2)

(3)

葉枯病

植付前 1

収穫期 2

発病初期 1 ○

黄斑病

収穫期 1

発病初期 1

白斑葉枯病

収穫期 1 ○

発病初期 1 ○

　秋期感染を抑制するため、植付適期を守る。

　被害茎葉は処分する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

無人航空機散布では以下のことに注意する。

散布時の風速が3.0m/s以上では散布区域外への飛散が
問題となるので、散布は行わない。

散布農薬の飛散によって動植物への危被害、自動車の
塗装等に被害を生ずるおそれがあるので、散布区域内
の諸物件の位置等を事前に確認する。また、水源池、
飲料用水、養魚池、養魚田等に散布液が飛散流入しな
いように飛散防止対策を行う。

[薬剤による防除法]

　次のいずれかの薬剤を散布する。
　　アミスター20フロアブル（F:11）
　　オンリーワンフロアブル（F:3)

オンリーワンフロアブルは、アブラナ科野菜（特に、
はくさい、だいこん）に対して薬害を生じるおそれが
ある。

[耕種的防除法]

秋期発生に対する越冬前散布の必要性はない。

ダコニール１０００は発病前に散布する。

罹病性のねぎ類は、ねぎ、たまねぎ、わけぎ、やぐら
ねぎ等である。

　罹病性のねぎ類をほ場付近では栽培しない。

　10日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤のい
ずれかを散布する。

　10日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤のい
ずれかを散布する。

[耕種的防除法]

　被害茎葉の処分を徹底する。

　ほ場周辺の不要株やアサツキ及びノビルは、伝染源と
なるので抜き取る。

[薬剤による防除法]

オンリーワンフロアブルは、アブラナ科野菜（特に、
はくさい、だいこん）に対して薬害を生じるおそれが
ある。

メジャーフロアブルは、茎葉伸長期に使用すると株の
開帳、短茎化症状等の薬害が発生するおそれがあるの
で、抽苔始め以降に使用すること。
なお、3,000倍希釈液の散布では、2,000倍希釈液の散
布よりも防除効果が劣る事例がある。

　無人航空機散布

　被害茎葉の処分を徹底する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

オンリーワンの高濃度少量散布は８倍で効果を確認し
ている。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

　適切な肥培管理を行う。

本病は葉先枯れした部分に感染し、５月中旬以降の降
雨により発生が急増する。

　７日おき位に数回、「掲載農薬一覧」にある薬剤のい
ずれかを散布する。

ＩＣボルドー６６Ｄは、他の殺菌剤やマブリック水和
剤２０と混用して散布すると薬害等を起こす原因にな
るので混用しない。また、ＩＣボルドー６６Ｄを散布
した後に他の農薬を使用する場合は、10日～２週間程
度の間隔をあけること。
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

タネバエ

植付前 1

2

ネダニ ○

アブラムシ類

発生初期 1

ネギコガ

第１回目 1 ○

４月６半旬～

５月１半旬

第２回目 ○

６月３～４半旬 (1) アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。
(2)

2 ○

ネギアザミウマ

収穫時 1 ○

収穫後 2 ○

3 　できるだけ涼しい所に保管する。

植付前 4

生育期 1 ○

チューリップ ○

サビダニ

収穫時 1

収穫後 2 　割れ球は、別にして保管する。

3 　できるだけ涼しい所に保管する。 ○

植付期 4 　種子の調製は、できるだけ植付直前に行う。

○

○

植付前 1 ○

○

生育初期～ 2

生育期

５月中旬～ 3 ○

６月中旬

○

モベントフロアブルは収穫予定日の28日前とその14日
後の2回散布が基本であるが、1回目散布は前後に5日程
度ずれても問題ない。2回目散布後は14日以上たってか
ら収穫する。

モベントフロアブルとアグリマイシン－１００を混用
する場合は、モベントフロアブルを先に希釈する。

黒腐菌核病など球に腐敗を生じさせる病害虫の発生
は、ネダニの発生を一層助長する。

[薬剤による防除法]

種子用のりん片は、冷温(冷蔵庫)で保管すると翌年の
生育に悪影響(腐敗・りん球の奇形等)が出る。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

黒腐菌核病の防除も行う場合には、ガードホープ液剤
に浸漬後、十分風乾させてから、黒腐菌核病の薬剤を
湿粉衣する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

15～25℃で増殖し、適温は25℃前後である。

　適期に収穫する。

　未熟堆肥の施用は行わない。

　前作物のすき込みは、植付前に十分な期間をとって行
う。

　幼虫の発生初期に「掲載農薬一覧」にある薬剤のいず
れかを散布する。

トクチオン乳剤、マブリック水和剤20、ダイアジノン
水和剤34、オルトラン水和剤を散布するとネギアザミ
ウマの防除は不要である。

生育中より、収穫後の管理中に被害を受けやすい。

[耕種的防除法]

　ベネビアＯＤ（F:28）を散布する。

　無人航空機散布

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に薬害
の有無を十分確認してから使用する。

無人航空機散布ではさび病の項参照。

ベネビアＯＤは以下のことに注意する。

ガードホープ液剤は２時間浸漬で使用する。

茎葉での被害は、萌芽後葉のねじれ、葉縁部の黄変、
萌芽葉や葉身のワックスの消失、濃緑色のすじ状の模
様等の症状が見られる。

　適期に収穫する。

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　収穫予定日から28日前(±5日)頃と14日前の計2回、モ
ベントフロアブル（I:23）を散布する。

[薬剤による防除法]

　植付前に種子をガードホープ液剤（I:1B）に浸漬す
る。

　種子の調製は、できるだけ植付直前に行う。

　割れ球は別にして管理する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 ネギコガの項参照。

体長は極めて小さく肉眼では観察できない。生育初期
は葉身に寄生し、にんにくの生育が進むにつれ、５月
中旬頃から葉鞘内部へ侵入し、りん球へと下降する。

生育中より収穫乾燥期にりん片貯蔵葉に侵入し、夏季
の高温期に増殖し、被害が現れる。
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

イモグサレ

センチュウ ○

植付前 1

2

3 ○

収穫後 4 ○

○

植付前 1

2

① ○

＊

ガスタード微粒剤、バスアミド微粒剤

② ○

＊

クロールピクリン

＊

① ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

＊ 〔クロルピクリンくん蒸剤70.0％製剤〕

クロルピクリン錠剤

② ○

③

④

⑤

3

　未発生ほ場を準備する。

[薬剤による防除法]

　植付前に、ベンレートＴ水和剤20（F:M03,1）を種子
重量の1%量湿粉衣する。

　発生ほ場で使用した機械類は、線虫拡散防止のため、
十分に洗浄する。

にんにくは、イモグサレセンチュウ未発生ほ場で栽培
すること及び発生地のりん片を種球として利用しない
ことが原則である。

〔クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤〕

〔クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤〕

ダゾメット粉粒剤＊は、混和土層のみに殺虫効果が認め
られているため、にんにくの根圏が作土より深いほ場
では、使用しない。

〔ダゾメット粉粒剤〕

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用す
るときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用する
など、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上
の注意事項を遵守する。

クロルピクリンくん蒸剤70.0％製剤＊は土壌に適度の湿
り気があるとき使用する。土壌水分の目安は湿り気が
あり土を握って放すと２～３個に割れる程度である。

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊（I:8B）または

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊（I:8B）を注入
後、ポリフィルム等で被覆する。

　発生ほ場のりん片は種球として使用しない。

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊（I:8B）または

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊（I:8B）を注入
後、ポリフィルムなどで10～14日間被覆する。

(2)畦内処理

　植付前に以下のいずれかの薬剤を処理・被覆し、20日
（ディ･トラペックス油剤（I:8F､8A）は30日）以上経過
してから、ポリフィルム等の被覆資材に直接穴を開けて
植付ける。

キルパー（I:8F）を土壌表面に散布し、直ちに混和
しポリフィルム等で被覆する。

　植付前に、次の薬剤のいずれかを全面施用し、土壌と
よく混和する。
　ラグビーＭＣ粒剤（I:1B）
　ネマトリンエース粒剤（I:1B）

キルパー（I:8F）を土壌中約15㎝の深さに注入し直
ちにポリフィルム等で被覆する。

ディ･トラペックス油剤（I:8F､8A）を注入後、ポリ
フィルム等で被覆する。

クロルピクリンくん蒸剤70.0％製剤＊（I:8B）を地表
面に均一に散布後、ロータリーで混和・覆土し、ポ
リフィルム等で被覆する。

[耕種的防除法]

　発生ほ場に栽培せざるを得ない場合には、以下のいず
れかの方法により土壌消毒を実施する。

ダゾメット粉粒剤＊（I:8F）を施用し、できるだけ深
く、２回以上耕起してよく混和する。混和後ポリ
フィルム等で14日間被覆する。

(1)全面処理

（湿粉衣の方法は黒腐菌核病の項を参照）

発生ほ場では、水稲を２作以上作付けすると、土壌線
虫密度を低下させ、被害を軽減できる。

収穫2か月頃から腐敗が目立つようになるので注意す
る。

やむを得ず汚染ほ場に栽培せざるを得ない場合や、汚
染の可能性があるほ場で作付けする場合は、土壌消毒
剤及び粒剤による防除のほか、種子湿粉衣法、耕種的
防除法等すべての方法を体系的に組み合わせて防除す
る。
　ただし、このように総合的な防除をしても、完全に
防除できない場合があるので十分留意する。

　収穫後直ちに根を切り取り、温風暖房機を利用して強
制乾燥(35℃前後)する。
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にんにく

(2)　掲載農薬一覧（にんにく）

M03 チウラム

1 ベノミル

M03 チウラム

1 チオファネートメチル

スミレックス水和剤 2 プロシミドン ○

モンガリット粒剤 3 シメコナゾール ○

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○ ○

ＩＣボルドー６６Ｄ M01 塩基性硫酸銅 ○ ○

コサイド３０００ M01 水酸化第二銅 ○

M01 水酸化第二銅

M01 有機銅

バリダシン液剤５ U18 バリダマイシン ○

25 ストレプトマイシン硫酸塩

41 オキシテトラサイクリン

24 カスガマイシン一塩酸塩

M01 塩基性塩化銅

31 オキソリニック酸

M01 有機銅

31 オキソリニック酸

24 カスガマイシン一塩酸塩

ジマンダイセン水和剤 M03 マンゼブ ○ ○

ペンコゼブ水和剤 M03 マンゼブ ○

ダコニール１０００ M05 ＴＰＮ ○ ○ ○ ○

ベルクート水和剤 M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○

M07 イミノクタジン酢酸塩

19 ポリオキシン複合体

セイビアーフロアブル２０ 12 フルジオキソニル ○

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ ○ ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル ○

アミスター２０フロアブル 11 アゾキシストロビン ○ ○

11 アゾキシストロビン

M05 ＴＰＮ

メジャーフロアブル 11 ピコキシストロビン ○

11 ピラクロストロビン

7 ボスカリド

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド ○ ○

3 シメコナゾール

M03 マンゼブ

オンリーワンフロアブル 3 テブコナゾール ○ ○ ○ ○

ラリー乳剤 3 ミクロブタニル ○

＊カスガマイシン・銅水和剤：カスミンボルドー、カッパーシン水和剤

※にんにくの薬剤散布で加用する展着剤は湿展性のよいものを使う。
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類
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ム
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類

I
R
A
C
コ
ー

ド

ベンレートＴ水和剤２０ ○

紅
色
根
腐
病

ネ
ギ
コ
ガ

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

黒
腐
菌
核
病

白
斑
葉
枯
病

適用病害虫名

春
腐
病

葉
枯
病

さ
び
病

黄
斑
病

チ
ュ
ー

リ
ッ

プ
サ
ビ
ダ
ニ

○

○

ホーマイ水和剤 ○

キンセット水和剤８０

アグリマイシン-１００

○

○

ナレート水和剤 ○

カスガマイシン・銅水和剤＊

カセット水和剤 ○

テーク水和剤

シグナムＷＤＧ

○ ○

○ ○

○

○

ポリベリン水和剤 ○

○ ○

○

○

アミスターオプティフロアブル
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農薬名
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有効成分
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腐
菌
核
病

白
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病

適用病害虫名

春
腐
病

葉
枯
病

さ
び
病

黄
斑
病

チ
ュ
ー

リ
ッ

プ
サ
ビ
ダ
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クロルピクリンくん蒸剤

99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

クロルピクリンくん蒸剤

80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

クロルピクリンくん蒸剤

70.0％製剤＊ 8B クロルピクリン ○

キルパー 8F カーバムナトリウム塩 ○

ダゾメット粉粒剤＊ 8F ダゾメット ○ ○

8F メチルイソチオシアネート

8A Ｄ-Ｄ

ラグビーＭＣ粒剤 1B カズサホス ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート ○

ガードホープ液剤 1B ホスチアゼート ○

トクチオン乳剤 1B プロチオホス ○ ○

ダイアジノン水和剤３４ 1B ダイアジノン ○

オルトラン水和剤 1B アセフェート ○

ジェイエース水溶剤 1B アセフェート ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○ ○

マブリック水和剤２０ 3A フルバリネート ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○

フローバックＤＦ 11A ＢＴ(生菌) ○

カウンター乳剤 15 ノバルロン ○

ハチハチ乳剤 39 21A トルフェンピラド ○ ○ ○ ○

モベントフロアブル 23 スピロテトラマト ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○

＊　クロルピクリンくん蒸剤99.5%液剤：クロールピクリン

　　クロルピクリンくん蒸剤80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

　　クロルピクリンくん蒸剤70.0%製剤：クロルピクリン錠剤

　　ダゾメット粉粒剤：ガスタード微粒剤、バスアミド微粒剤

○ディ・トラペックス油剤 ○
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アスパラガス

25　アスパラガス

病害虫名及び防除時期

紋羽病

(紫紋羽病) 1 ○

定植後

2

定植前 1 ○

○

○

○

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

茎枯病

萌芽前 1

茎葉枯凋後 2 　全面を刈取り処分する。

発病初期～ 1

収穫期

収穫終了後 2 ○

○

斑点病

発病初期～ 1

収穫期

収穫終了後 2 ○

ネキリムシ類

発生初期 1 ガードベイトＡ(I:3A)を作物の地際の株元に散布する。

ジュウシホシ

クビナガハムシ

発生初期 1 ○ 越冬成虫に薬液が十分かかるように散布する。

ヨトウムシ

発生初期 1

アザミウマ類

発病初期～ 1

収穫期

柳や桑等の枝又はアスパラガスの根を畑に挿しておい
て約50日後に掘り上げ、検鏡して菌糸の有無を調べ
る。　発生地では、幼茎の採取を控えて、茎葉の繁茂を図

る。

[薬剤による防除法]

　発病株の早期発見に努め、発見したら抜き取り処分す
る。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　収穫終了後、フロンサイド水和剤（F:29）を散布す
る。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

フロンサイド水和剤の使用は露地栽培に限る。また、
その際も収穫終了後から秋期までの間に使用する。

リゾレックス水和剤の使用は収穫終了後から茎葉刈取
期まで（収穫14日前）とする。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤は、住宅
や畜舎などの近くでは使用しない。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように
注意する。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこ
とを確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不
十分だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすの
で、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場
合は放置期間を長くするか耕起反転を十分に行って完
全にガス抜きをする。
特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注意が必
要である。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用す
るときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用する
など、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上
の注意事項を遵守する。

フロンサイド水和剤の使用は露地栽培に限る。また、
その際も収穫終了後から秋期までの間に使用する。

　発生のおそれがあるとき、あるいは多発して改植する
場合は、畑の土壌をていねいに耕起整地してから、ク
ロールピクリン（F:-、I:8B）を専用のかん注機を使用し
て30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直ちに足で穴をふさ
ぎ、地表面をポリエチレンフィルム等で被覆し、ガスも
れしないようにフィルムの端は土中に埋め込む。処理後
10日以上経過(地温と被覆期間参照)してからポリエチレ
ンフィルム等を除去し、再び耕起してガス抜きを行う。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

　全面を清掃し、土がみえなくなる程度に５～10cmの厚
さに敷わらをする。

[薬剤による防除法]

　収穫終了後に、次の薬剤のいずれかを散布する。
　フロンサイド水和剤（F:29）
　リゾレックス水和剤（F:14）

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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アスパラガス

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊
8B クロルピクリン ○

ダコニール１０００ M05 ＴＰＮ ○ ○

フロンサイド水和剤
(露地栽培に限る)

29 フルアジナム ○ ○  

ベルクート水和剤 M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○ ○

M01 有機銅

M05 ＴＰＮ

11 ピラクロストロビン

7 ボスカリド

7 ペンチオピラド

M05 ＴＰＮ

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ ○ ○

スコア顆粒水和剤 3 ジフェノコナゾール ○

リゾレックス水和剤 14 トルクロホスメチル ○

ガードベイトＡ 3A ペルメトリン ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○ ○

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○ ○

ハチハチフロアブル 39 21A トルフェンピラド ○

スピノエース顆粒水和剤 5 スピノサド ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

 

ベジセイバー ○ ○

シトラーノフロアブル

シグナムＷＤＧ ○ ○

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

○ ○

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

(2)　掲載農薬一覧（アスパラガス）

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

茎
枯
病

斑
点
病

ネ
キ
リ
ム
シ
類

紋
羽
病

ジ
ュ

ウ
シ
ホ
シ
ク
ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

適用病害虫名
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レタス

26　レタス

病害虫名及び防除時期

すそ枯病

は種又は定植前 1 　高畦にして排水をよくする。

2 　マルチを行い、雨滴による土の飛散を防ぐ。

生育全期 1 ○

軟腐病

定植前 1 　連作を避ける。

2 　マルチを行い、雨滴による土の飛散を防ぐ。

生育全期 3 　排水をよくする。

4 　発病株は抜き取り、処分する。

発病初期 1 ○

斑点細菌病

定植前 1 　マルチを行い、雨滴による土の飛散を防ぐ。

生育全期 2 　発病茎葉は処分する。

発病初期 1 ○

腐敗病

定植前 1 　マルチを行い、雨滴による土の飛散を防ぐ。

生育全期 2 　発病株は抜き取り、処分する。

1

菌核病

は種前 1 　連作を避ける。

定植前 2 　マルチを行い、子のう胞子の飛散を抑える。

生育全期 3 　被害株は早目に取り除いて処分する。

1 ○

灰色かび病

は種前 1 　連作を避ける。

生育全期 2 　被害株は早目に取り除いて処分する。

生育全期 1 ○

○

バリダシン液剤５及びリゾレックス水和剤は、株元に
も散布する。

発病初期～
　　　蔓延期

発病初期～
　　　蔓延期

　10日毎に「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを
散布する。

　発病初期から10日毎に「掲載農薬一覧」にある薬剤
のいずれかを散布する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　発病初期と最盛期に、「掲載農薬一覧」にある薬剤
のいずれかを散布する。

コサイド3000は薬害のおそれがあるので、クレフノン
(100倍)を添加する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを数回散布
する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

耐性菌の出現を回避するため、作用性の異なる農薬を
交互散布する。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

耐性菌の出現を回避するため、作用性の異なる農薬を
交互散布する。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを数回散布
する。

コサイド3000は薬害のおそれがあるので、クレフノン
(100倍)を添加する。

[薬剤による防除法]

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

トマトでは、トップジンＭ水和剤及びスミレックス水
和剤の2剤に耐性を示す灰色かび病菌が本県内にも広
く分布している。
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

ネキリムシ類

1

2

育苗期後半 3 ○

アブラムシ類 　　

定植時 1

発生初期 2

ヨトウムシ

定植当日 1

発生初期 2 ○

第1回目

6月中旬～下旬 ○ ベネビアＯＤは以下のことに注意する。

第2回目 (1)アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。
8月中旬～9月中旬 (2)

オオタバコガ

定植当日 1

定植時 2

3

発生初期 4

ハモグリバエ類

(ナモグリバエ） 1 ○

育苗期後半

2

  

3

  

* 〔ジノテフラン水溶剤〕

スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

4

発生初期 5

定植当日 　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ1箱また
はペーパーポット1冊（約30cm×60cm・使用土壌約1.5
～4ℓ）に、ジョウロ等でかん注する。
　ベリマークＳＣ（I:28）
　プレバソンフロアブル５（I:28）
　ヨーバルフロアブル（I:28）

　キックオフ顆粒水和剤（I:4A､28）をセル成型育苗
トレイ1箱またはペーパーポット1冊（約30cm×60cm・
使用土壌1.5～4ℓ）にジョウロ等でかん注する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

　ダイアジノン粒剤５（I:1B）を土壌全面処理又は作
条処理し土壌と混和する。

　ミネクトデュオ粒剤（I:4A､28）のセル成型育苗ト
レイ1箱またはペーパーポット1冊(約30×60cm・使用
土壌約1.5～4ℓ)に施用する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

ヨトウムシの発生時期は地域差、年次差が大きいので
注意する。

定植時 　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ1箱また
はペーパーポット1冊（約30cm×60cm・使用土壌約1.5
～4ℓ）に、ジョウロ等でかん注する。

　ジノテフラン水溶剤＊（I:4A）
　キックオフ顆粒水和剤（I:4A､28）

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ1箱また
はペーパーポット1冊（約30cm×60cm・使用土壌約1.5
～4ℓ）にジョウロ等でかん注する。
　ベリマークＳＣ（I:28）
　プレバソンフロアブル５（I:28）

　プリロッソ粒剤（I:28）をセル成型育苗トレイ1箱
またはペーパーポット1冊（約30cm×60cm・使用土壌
約1.5～4ℓ）に施用する。

ミネクトデュオ粒剤を使用する場合は、薬害・汚れが
生じるおそれがあるので、処理後に葉にのっている薬
剤は払い落とし、その後に灌水を行う。

　キックオフ顆粒水和剤（I:4A､28）をセル成型育苗
トレイ1箱またはペーパーポット1冊（約30cm×60cm・
使用土壌1.5～4ℓ）にジョウロ等でかん注する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかを土壌表面に散布し、土壌とよ
く混和する。
　カルホス粉剤（I:1B）
　カルホス微粒剤F（I:1B）

　次の薬剤のいずれかをセル成型育苗トレイ1箱また
はペーパーポット1冊（約30cm×60cm・使用土壌約1.5
～4ℓ）に、ジョウロ等でかん注する。
　プレバソンフロアブル５（I:28）
　ヨーバルフロアブル（I:28）

[薬剤による防除法]

は種時又は定植
時

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に薬害
の有無を十分確認してから使用する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

　ミネクトデュオ粒剤（I:4A､28）をセル成型育苗ト
レイ1箱またはペーパーポット1冊(約30cm×60cm・使
用土壌約1.5～4ℓ)に施用する。

ミネクトデュオ粒剤の注意事項はネキリムシ類の項参
照。

　プリロッソ粒剤（I:28）をセル成型育苗トレイ1箱
またはペーパーポット1冊(約30㎝×60㎝･使用土壌約
1.5～4ℓ)に施用する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

1 ○

は種前

2 ○

○

3

定植前 次の方法で土壌消毒を行う。

1

○

2 ＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

○ ダゾメット粉粒剤は10℃以上で使用する。

○

○

　ダゾメット粉粒剤＊（I:8F）を土壌を耕起整地した
後、全面に均一に散布して深さ25cmくらいまで土壌混
和し、ビニール等で被覆する。被覆しない場合には鎮
圧散水してガスの蒸散を防ぐ。処理３週間後に少なく
とも２回以上耕起して十分にガス抜きを行う。

ネグサレセン
チュウ類

[耕種的防除法]

　対抗植物マリーゴールド（フレンチ種、アフリカン
種）又はヘイオーツを輪作し、鋤き込む。

　マリーゴールドは、直播の場合、は種後２ケ月間栽
培してから鋤き込む。栽植距離は15×20cm以下(10a当
たり33,333株以上)とする。移植の場合には移植後40
～55日間栽培してから鋤き込む。栽植距離は40×
40cm(10a当たり6,250株)

　ヘイオーツは、は種後２ケ月間以上栽培してから鋤
き込む。は種量は10a当たり8～15kg。

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかを全面に均一に散布し、よく混
和する。
　バイデートＬ粒剤（I:1B)
　ネマキック粒剤（I:1B)

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこ
とを確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不
十分であると発芽障害、生育初期の生育不良を起こす
ので、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い
場合は放置期間を長くするか耕起反転を十分に行って
ガス抜きを完全にする。
特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注意が必
要である。

ネグサレセンチュウはきくやイネ科の作物の跡地に多
発することがあるので注意する。

ヘイオーツはマリーゴールドに比べ効果がやや劣るの
で、線虫低密度ほ場で利用する。

ダゾメット粉粒剤は、砂質土壌や乾燥した土壌ではて
いねいに混和した後、散水する。また、住宅に隣接す
るほ場では使用せず、住宅地付近の使用にあたって
は、ガスによる危被害の発生防止に十分配慮する。

バイデートＬ粒剤は、石灰やアルカリ性肥料との同時
施用を避け、１週間間隔をあけて施用する。

対抗植物を栽培した場合には、雑草が多いと防除効果
が低下するので、除草に努める。
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バリダシン液剤５ U18 バリダマイシン ○ ○

リゾレックス水和剤 14 トルクロホスメチル ○

ネクスターフロアブル 7 イソピラザム ○

14 トルクロホスメチル

31 オキソリニック酸

スターナ水和剤 31 オキソリニック酸 ○ ○

31 オキソリニック酸

M01 塩基性塩化銅

31 オキソリニック酸

24 カスガマイシン一塩酸塩

41 オキシテトラサイクリン

25 ストレプトマイシン硫酸塩

コサイド３０００ M01 水酸化第二銅 ○ ○

キノンドー水和剤４０ M01 有機銅 ○

ドイツボルドーＡ M01 塩基性塩化銅 ○ ○ ○

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○ ○ ○

有機銅水和剤＊ M01 有機銅 ○ ○

NC 炭酸水素ナトリウム

M01 無水硫酸銅

ヨネポン水和剤 M01 ノニルフェノールスルホン酸銅 ○

トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル ○ ○

ロブラール水和剤 2 イプロジオン ○ ○

スミレックス水和剤 2 プロシミドン ○ ○

10 ジエトフェンカルブ

1 チオファネートメチル

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ ○

カルホス粉剤 1B イソキサチオン ○

カルホス微粒剤Ｆ 1B イソキサチオン ○

ダイアジノン粒剤５ 1B ダイアジノン ○

4A チアメトキサム

28 シアントラニリプロール

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○ ○

4A ジノテフラン

28 クロラントラニリプロール

ベリマークＳＣ 28 シアントラニリプロール ○ ○

プリロッソ粒剤 28 シアントラニリプロール ○ ○

プレバソンフロアブル５ 28 クロラントラニリプロール ○ ○ ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○ ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール ○ ○

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○

トルネードエースＤＦ 22A インドキサカルブ ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○ ○

ブロフレアＳＣ 30 ブロフラニリド ○

アクセルフロアブル 22B メタフルミゾン ○

ハチハチ乳剤 39 21A トルフェンピラド ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

パダンＳＧ水溶剤 14 カルタップ ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○

ダゾメット粉粒剤＊ 8F ダゾメット ○

バイデートＬ粒剤 1A オキサミル ○

ネマキック粒剤 1B イミシアホス ○

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ

○

適用病害虫名

ナ
モ
グ
リ
バ
エ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ヨ
ト
ウ
ム
シ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

○

○○

ジーファイン水和剤

○

○

○

　ダゾメット粉粒剤：ガスタード微粒剤、バスアミド微粒剤

○

            ○ゲッター水和剤

キックオフ顆粒水和剤

＊有機銅水和剤：キノンドーフロアブル、ドキリンフロアブル

ミネクトデュオ粒剤

アグリマイシン-１００ ○

○ ○

　ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

(2)　掲載農薬一覧（レタス）

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

す
そ
枯
病

斑
点
細
菌
病

軟
腐
病

腐
敗
病

菌
核
病

灰
色
か
び
病

I
R
A
C
コ
ー

ド

テレオ水和剤

ソタールＷＤＧ ○

カセット水和剤
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27　非結球レタス

病害虫名及び防除時期

斑点細菌病

定植前 1 　マルチを行い、雨滴による土の飛散を防ぐ。 ○ レタスの防除法に準ずる。

生育全期 2 　発病茎葉は処分する。

発病初期 1

腐敗病

定植前 1 　マルチを行い、雨滴による土の飛散を防ぐ。

生育全期 2 　発病茎葉は抜き取り、処分する。

発病初期～蔓延期 1

軟腐病

定植前 1 　連作を避ける。

2 　マルチを行い、雨滴による土の飛散を防ぐ。

生育全期 3 　排水をよくする。

4 　発病株は抜き取り、処分する。

発病初期 1

菌核病

は種前 1 　連作を避ける。

定植前 2 　マルチを行い、子のう胞子の飛散を抑える。

生育全期 3 　被害株は早目に取り除いて処分する。

発病初期～蔓延期 1

灰色かび病

は種前 1 　連作を避ける。

生育全期 2 　被害株は早目に取り除いて処分する。

生育全期 1 ○

すそ枯病

は種又は定植前 1 　高畦にして排水をよくする。

2 　マルチを行い、雨滴による土の飛散を防ぐ。

生育全期 1 ○ バリダシン液剤５は、株元にも十分散布する。

トマトでは、トップジンＭ水和剤に耐性を示す灰色か
び病菌が、本県内にも広く分布している。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。
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非結球レタス

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

ネキリムシ類

は種時又は植付時 1

育苗期後半 2 ○

アブラムシ類 　　

発生初期 1

オオタバコガ

発生初期 1

ヨトウムシ
発生初期 1 ○
第１回目
６月中旬～下旬
第２回目
８月中旬～

９月中旬

ハモグリバエ類

(ナモグリバエ) 1 ○

育苗期後半

発生初期 2

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

ミネクトデュオ粒剤を使用する場合は、薬害・汚れが
生じるおそれがあるので、処理後に葉にのっている薬
剤は払い落とし、その後に灌水を行う。

　ミネクトデュオ粒剤（I:4A､28）をセル成型育苗トレイ
1箱またはペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約
1.5～4ℓ)に施用する。

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかを土壌表面に散布し、土とよく混
和する。
　カルホス粉剤（I:1B）
　カルホス微粒剤Ｆ（I:1B）

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　ミネクトデュオ粒剤（I:4A､28）をセル成型育苗トレイ
1箱またはペーパーポット1冊(約30×60cm・使用土壌約
1.5～4ℓ)に施用する。

ミネクトデュオ粒剤の注意事項はネキリムシ類の項参
照。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]
　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 ヨトウムシの発生時期は地域差、年次差が大きいので

注意する。
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ドイツボルドーＡ M01 塩基性塩化銅 ○ ○ ○

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○ ○ ○

有機銅水和剤＊ M01 有機銅 ○ ○

バリダシン液剤５ U18 バリダマイシン ○ ○

31 オキソリニック酸

24 カスガマイシン一塩酸塩

トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル ○ ○

カルホス粉剤 1B イソキサチオン ○

カルホス微粒剤Ｆ 1B イソキサチオン ○

4A チアメトキサム

28 シアントラニリプロール

ジノテフラン水溶剤＊ 4A ジノテフラン ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

ヨーバルフロアブル 28 テトラニリプロール ○

グレーシア乳剤 30 フルキサメタミド ○ ○

ブロフレアＳＣ 30 ブロフラニリド ○

ディアナＳＣ 5 スピネトラム ○

ハチハチフロアブル 21A トルフェンピラド ○

アファーム乳剤 6 エマメクチン安息香酸塩 ○

パダンＳＧ水溶剤 14 カルタップ ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○

　　

　ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

＊有機銅水和剤：キノンドーフロアブル、ドキリンフロアブル

ミネクトデュオ粒剤 ○○

灰
色
か
び
病

す
そ
枯
病

カセット水和剤 ○

(2)　掲載農薬一覧（非結球レタス）

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

適用病害虫名

斑
点
細
菌
病

腐
敗
病

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

ナ
モ
グ
リ
バ
エ

ヨ
ト
ウ
ム
シ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

軟
腐
病

菌
核
病

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
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ごぼう

28　ごぼう  

病害虫名及び防除時期

黒斑細菌病

は種前 1 　連作を避ける。

は種時 2 　適切な肥培管理を行う。

生育全期 3 　被害茎葉は集めて処分する。

発病初期 1 ○ ７月～８月に初発生がみられる。

角斑病

は種前 1 　密植を避け、風通しをよくする。 ○ 特に８～９月は発生が多いので注意する。

黒斑病

は種前 1 　連作を避ける。

は種時 2 　密植を避け、風通しをよくする。

発病初期 1

紫紋羽病

は種前 1 　発病がみられた畑では４～５年間栽培しない。 ○

○ 特に果樹類、桑の跡地では注意する。

黒条病

発生初期 1 ○ 気温20℃以下の多湿条件下で発生しやすい。

うどんこ病

生育全期 1 　適切な肥培管理を行う。

2 　密植を避け、風通しをよくする。

黒あざ病

は種前 次の方法で土壌消毒を行う。 ○

1

○

○

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

2 ○

3 　作条土壌混和（植溝処理）を行う。

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　トレンチャー耕用トラクターに施薬機を設置し、植
溝耕起と同時作業で、ユニフォーム粒剤（F:11､4）を
土壌混和する。

　ソイリーン（F:-、I:8A､8B）はクロールピクリンに
準じ、注入する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

燐酸欠乏の火山灰土壌では、燐酸資材多投による土壌
改良で根の活力が増大し、被害が軽減された試験例が
ある。

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

[薬剤による防除法]

　畑の土壌をていねいに耕起整地してから、クロール
ピクリン（F:-、I:8B）を専用のかん注機を使用して
30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直ちに足で穴をふさ
ぎ、地表面をポリエチレンフィルム等で被覆し、ガス
もれしないようにフィルムの端は土中に埋め込む。処
理後10日以上経過(地温と被覆期間参照)してからポリ
エチレンフィルム等を除去し、再び耕起してガス抜き
を行う。

クロルピクリンは住宅や畜舎などの近くでは使用しな
い。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用す
るときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用する
など、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上
の注意事項を遵守する。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように
注意する。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこ
とを確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不
十分だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすの
で、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場
合は放置期間を長くするか耕起反転を十分に行って完
全にガス抜きをする。
特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注意が必
要である。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

線虫類

は種前 次の方法で土壌消毒を行う。 ○ 農薬の注入方法

1

は種21日前 2

○ ガス抜きについては黒あざ病の項を参照。

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

1 ○

は種前

2 ○

○

3

は種前

1 　ソイリーン（I:8A､8B）を土壌注入する。

2 ○

3

4

アブラムシ類

発生初期 1

ゾウムシ類
（ヒョウタンゾウムシ類） 1

発生初期 2 ○

ネキリムシ類

は種前 1

　深さ15cmに30×30cmの間隔で注入し、直ちに穴をふ
さいで鎮圧する。この際、クロルピクリンくん蒸剤は
必ずポリエチレンフィルム等で被覆する。また、この
他の農薬でもポリエチレンフィルム被覆または水封す
るとより効果が高い。

　ディ・トラペックス油剤（I:8F､8A）を土壌注入す
る。

　トクチオン細粒剤Ｆ（I:1B）を株元に散布する。

ネグサレセン
チュウ類

[耕種的防除法]

　対抗植物マリーゴールド（フレンチ種、アフリカン
種）又はヘイオーツを輪作し、鋤き込む。

[薬剤による防除法]

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤＊（I:8B）及びク

ロルピクリンくん蒸80.0%液剤＊（I:8B）による防除
は、「黒あざ病」の項を参照する。

　線虫類の項に記載の農薬のほか、次のいずれかで防
除する。キタネグサレセンチュウは薬剤感受性が低い
ので、薬量を登録の範囲内で多めに施用する。

ヘイオーツはマリーゴールドに比べ効果がやや劣るの
で、線虫低密度ほ場で利用する。

対抗植物を栽培した場合には、雑草が多いと防除効果
が低下するので、除草に努める。

　ヘイオーツは、は種後２ケ月間以上栽培してから鋤
き込む。は種量は10a当たり8～15kg。

[薬剤による防除法]

　マリーゴールドは、直播の場合、は種後２ケ月間栽
培してから鋤き込む。栽植距離は15×20cm以下(10a当
たり33,333株以上)とする。移植の場合には移植後40
～55日間栽培してから鋤き込む。栽植距離は40×
40cm(10a当たり6,250株)

　フォース粒剤（I:3A）を全面土壌混和してからは種
する。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

　バイデートＬ粒剤（I:1A）を、トレンチャー耕前の
播溝に散布し、ただちにトレンチャー耕により、土壌
混和する。

バイデートＬ粒剤は、石灰やアルカリ性肥料との同時
施用を避け、１週間間隔をあけて施用する。

　ネマトリンエース粒剤（I:1B）をは種溝に土壌混和
する。

　キルパー（I:8F）を土壌注入する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

７月下旬頃から７日おきくらいに数回散布すると効果
が高い。

ネグサレセンチュウはきくやイネ科の作物の跡地に多
発することがあるので注意する。
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クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

8F メチルイソチオシアネート

8A Ｄ－Ｄ

8B クロルピクリン

8A Ｄ－Ｄ

バイデートＬ粒剤 1A オキサミル ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート ○

キルパー 8F カーバムナトリウム塩 ○

11 アゾキシストロビン

4 メタラキシルＭ

24 カスガマイシン一塩酸塩

M01 塩基性塩化銅

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○

オーソサイド水和剤８０ M04 キャプタン ○

フロンサイド水和剤 29 フルアジナム ○

フォース粒剤 3A テフルトリン ○

トクチオン細粒剤Ｆ 1B プロチオホス ○

エルサン乳剤 1B ＰＡＰ ○

オルトラン水和剤 1B アセフェート ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○

アグロスリン乳剤 3A シペルメトリン ○

アドマイヤーフロアブル 4A イミダクロプリド ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○

ノーモルト乳剤 15 テフルベンズロン ○

アクセルフロアブル 22B メタフルミゾン ○

○ユニフォーム粒剤

○ ○

　カスガマイシン・銅水和剤：カスミンボルドー、カッパーシン水和剤

○

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

○ディ・トラペックス油剤

カスガマイシン・銅水和剤＊

ゾ
ウ
ム
シ
類

ヒ
ョ

ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類

黒
斑
細
菌
病

黒
斑
病

黒
条
病

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ソイリーン

ネ
キ
リ
ム
シ
類

黒
あ
ざ
病

線
虫
類

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ

(2)　掲載農薬一覧（ごぼう）

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

適用病害虫名
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食用ぎく

[薬剤による防除法]

1

[耕種的防除法]

1 　連作を避ける。

2 　被害株からの株分けは行わない。

3 　発病葉は早期に摘み取り、処分する。

[薬剤による防除法]

1

[薬剤による防除法]

1

[薬剤による防除法]

1 ○

[耕種的防除法]

1 　畑の周辺雑草を防除する。 ○

[薬剤による防除法]

1

3 トリホリン ○

11 クレソキシムメチル ○

3 ミクロブタニル ○

M05 TPN ○

12 フルジオキソニル ○

7 ボスカリド ○

BM02 バチルス・ズブチリスＤ７４７ ○

4A ジノテフラン ○

21A ピリダベン ○ ○

セイビアーフロアブル２０

カンタスドライフロアブル

＊ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

エコショット

ジノテフラン水溶剤＊

サンマイトフロアブル

ダコニール１０００

発病初期

発病初期 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

発生初期

F
R
A
C
コ
ー

ド

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

サプロール乳剤

ストロビーフロアブル

(黒斑病)

生育期

白
さ
び
病

褐斑病

定植前

灰色かび病

ラリー乳剤

29　食用ぎく

病害虫名及び防除時期

白さび病

(1)　防除方法

アブラムシ類

参考及び注意事項防除方法

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。 薬剤によりアブラムシ類を防除する場合、カスミカメ
ムシ類を防除する必要はない。

発病初期

発生初期

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

新芽、蕾等を加害するため、被害が遅れて顕在化す
る。

(2)　掲載農薬一覧（食用ぎく）

農薬名

褐
斑
病

灰
色
か
び
病

ハダニ類

カスミカメムシ
類

適用病害虫名
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にんじん

30　にんじん  

病害虫名及び防除時期

こぶ病
は種前 1 　排水不良畑での栽培はしない。

2 　過度の石灰質資材の施用は避ける。
3 　完熟堆肥を施用する。

は種前 1 ○

○

○

○

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

黒葉枯病

は種前 1 　連作を避ける。

収穫期 2 　被害残さは集めて処分する。

発病初期～蔓延期 1 ○

斑点病

は種前 1 　連作を避ける。

生育全期 2 　肥料切れしないようにする。

発病初期～蔓延期 1 ○

2 　無人航空機散布 ○ 無人航空機散布では以下のことに注意する。

　ベルクートフロアブル（F:M07）を散布する。 (1)

(2)

紋羽病

（紫紋羽病） ○

は種前 1 　発病がみられた畑では４～５年間栽培しない。

生育全期 2 　被害株や残さは集めて処分する。

○ 特に果樹類、桑の跡地では注意する。

は種前 1

燐酸欠乏の火山灰土壌では、燐酸資材多投による土壌
改良で根の活力が増大し、被害が軽減された試験例が
ある。

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

　クロールピクリン（F:-､I:8B）による防除は、「こ
ぶ病」の項を参照する。

ストロビーフロアブルには、浸透性を高める展着剤を
使用しない。

散布時の風速が3.0m/s以上では散布区域外への飛散が
問題となるので、散布は行わない。

散布農薬の飛散によって動植物への危被害、自動車の
塗装等に被害を生ずるおそれがあるので、散布区域内
の諸物件の位置等を事前に確認する。また、水源池、
飲料用水、養魚池、養魚田等に散布液が飛散流入しな
いように飛散防止対策を行う。

[薬剤による防除法]
　発生の多い畑では、畑の土壌をていねいに耕起整地
してから、クロールピクリン（F:-､I:8B）を専用のか
ん注機を使用して30cm千鳥で深さ約15cmに注入し、直
ちに地表面をポリエチレンフィルム等で被覆し、ガス
もれしないようにフィルムの端は土中に埋め込む。
　処理後10日以上経過(地温と被覆期間参照)してから
ポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕起してガス
抜きを行う。

[耕種的防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

[薬剤による防除法]

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

[耕種的防除法]

クロルピクリンは住宅や畜舎などの近くでは使用しな
い。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用す
るときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用する
など、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上
の注意事項を遵守する。

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように
注意する。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこ
とを確認してから播種又は定植をする。ガス抜きが不
十分だと発芽障害、生育初期の生育不良を起こすの
で、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が多い場
合は放置期間を長くするか耕起反転を十分に行って完
全にガス抜きをする。
特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注意が必
要である。

ストロビーフロアブルには、浸透性を高める展着剤を
使用しない。

[薬剤による防除法]

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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にんじん

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

根腐病

は種前 1 　発病がみられる畑では、連作しない。

生育全期 2 　被害株や残さは集めて処分する。

は種前 1

軟腐病

は種前 1 　連作を避ける。

2 　排水の良いところに作付する。

生育中 3 　根や茎葉を傷つけないように管理する。

収穫期 4 　被害残さは集めて処分する。

○

生育全期 1 　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

うどんこ病

発病初期～蔓延期 1

しみ腐病

は種前 1

ネキリムシ類

発芽期～生育初期 1

アブラムシ類

発生初期 1

ヨトウムシ

発生初期 1 ○

第１回目

６月中～下旬 ○

第２回目
８月中旬～９月中旬 ○ ベネビアＯＤは以下のことに注意する。

(1) アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。
(2)

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に薬害
の有無を十分確認してから使用する。

　は種前にリゾレックス粉剤（F:14）を全面土壌混和
する。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

ヨトウムシは老齢になると効果が劣るので、若齢のう
ちに防除する。

害虫による食害痕は、本病菌の侵入口となるおそれが
あるので、害虫の防除を徹底する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

　は種前にユニフォーム粒剤（F:11､4）を全面土壌混
和する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

　ネキリエースＫ（I:1B）を土壌表面の株元に処理す
る。

ヨトウムシの発生時期は地域差、年次差があるので注
意する。
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病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

線虫類

は種前 次の方法で土壌消毒を行う。

1 ＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

2 　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

○ ガス抜きについてはこぶ病の項を参照。

は種前 1

2

3 ○ ダゾメット粉粒剤は10℃以上で使用する。

○

＊ 〔ダゾメット粉粒剤〕

　バスアミド微粒剤、ガスタード微粒剤

1 ○

は種前

2 ○

3 ○

1

2

○

　ソイリーン（I:8A、8B）をを深さ15cmに30×30cmの
間隔で注入し、直ちにポリエチレンフィルム等で必ず
被覆する。

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤＊（I:8B）及びクロ

ルピクリンくん蒸80.0%液剤＊（I:8B）による防除は、
「こぶ病」の項を参照する。

[薬剤による防除法]

　バイデートＬ粒剤（I:1A）を全面に均一に散布し、
作物の根のまわりに均等に分布するよう土壌とよく混
和する。

　次の薬剤のいずれかを全面に均一に散布し、作物の
根のまわりに均等に分布するよう土壌とよく混和す
る。
　バイデートＬ粒剤（I:1A）
　ネマトリンエース粒剤（I:1B）

[薬剤による防除法]

　線虫類の項に記載の薬剤のほか、次のいずれかの方
法で防除する。

　ディ・トラペックス油剤（I:8F､8A）を深さ15cmに30
×30cmの間隔で注入し、直ちに穴をふさいで鎮圧す
る。又はポリエチレンフィルム等で被覆する。

ネグサレセンチュ
ウ類

[耕種的防除法]

　対抗植物マリーゴールド（フレンチ種、アフリカン
種）又はヘイオーツを輪作し、鋤き込む。

バイデートＬ粒剤は、石灰やアルカリ性肥料との同時
施用を避け、１週間間隔をあけて施用する。

ネグサレセンチュウはきくやイネ科の作物の跡地に多
発することがあるので注意する。

対抗植物を栽培した場合には、雑草が多いと防除効果
が低下するので、除草に努める。

ダゾメット粉粒剤は、砂質土壌や乾燥した土壌ではて
いねいに混和した後、散水する。また、住宅に隣接す
るほ場では使用せず、住宅地付近の使用にあたって
は、ガスによる危被害の発生防止に十分配慮する。

　ダゾメット粉粒剤＊（I:8F）を土壌を耕起整地した
後、全面に均一に散布して深さ25cmくらいまで土壌混
和し、ビニール等で被覆する。被覆しない場合には鎮
圧散水してガスの蒸散を防ぐ。処理３週間後に少なく
とも２回以上耕起して十分にガス抜きを行う。

　ヘイオーツは、は種後２ケ月間以上栽培してから鋤
き込む。は種量は10a当たり8～15kg。

[薬剤による防除法]

線虫類の項に記載の農薬のほか、次のいずれかで防除
する。キタネグサレセンチュウは薬剤感受性が低いの
で、薬量を登録の範囲内で多目に施用する。

　マリーゴールドは、直播の場合、は種後２ケ月間栽
培してから鋤き込む。栽植距離は15×20cm以下(10a当
たり33,333株以上)とする。移植の場合には移植後40～
55日間栽培してから鋤き込む。栽植距離は40×
40cm(10a当たり6,250株)

ヘイオーツはマリーゴールドに比べ効果がやや劣るの
で、線虫低密度ほ場で利用する。

　ソイリーン（I:8A､8B）をを深さ15cmに30×30cmの間
隔で注入し、直ちにポリエチレンフィルム等で必ず被
覆する。

ネコブセンチュウ
類
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にんじん

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤＊ 8B クロルピクリン ○ ○ ○

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤＊ 8B クロルピクリン ○

8F メチルイソチオシアネート

8A Ｄ－Ｄ

ダゾメット粉粒剤＊ 8F ダゾメット ○

8B クロルピクリン

8A Ｄ－Ｄ

バイデートＬ粒剤 1A オキサミル ○ ○

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート ○

コサイド３０００ M01 水酸化第二銅 ○

M01 水酸化第二銅

BM02 バチルスズブチリスＤ７４７

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○

24 カスガマイシン

M01 塩基性塩化銅

ベルクート水和剤 M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○

ベルクートフロアブル M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○ ○ ○

M07 イミノクタジン酢酸塩

19 ポリオキシン複合体

ポリオキシンＡＬ水和剤 19 ポリオキシン複合体 ○

ロブラール水和剤 2 イプロジオン ○ ○

ダコニール１０００ M05 ＴＰＮ ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル ○ ○

ファンタジスタ顆粒水和剤 11 ピリベンカルブ ○ ○

メジャーフロアブル 11 ピコキシストロビン ○

11 アゾキシストロビン

M05 ＴＰＮ

11 ピラクロストロビン

7 ボスカリド

カンタスドライフロアブル 7 ボスカリド ○

アフェットフロアブル 7 ペンチオピラド ○

パレード２０フロアブル 7 ピラジフルミド ○

ジマンダイセン水和剤 M03 UN マンゼブ ○

リゾレックス粉剤 14 トルクロホスメチル ○

スターナ水和剤 31 オキソリニック酸 ○

11 アゾキシストロビン

4 メタラキシルM

ネキリエースＫ 1B イソキサチオン ○

アドマイヤー顆粒水和剤 4A イミダクロプリド ○

カスケード乳剤 15 フルフェノクスロン ○

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ○

アグロスリン乳剤 3A シペルメトリン ○

ゲットアウトＷＤＧ 3A シペルメトリン ○

スカウトフロアブル 3A トラロメトリン ○

バイスロイド乳剤 3A シフルトリン ○

ペイオフＭＥ液剤 3A フルシトリネート ○

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ○

ロムダンフロアブル 18 テブフェノジド ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○

(2)　掲載農薬一覧（にんじん）

ソイリーン ○

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ

○

線
虫
類

○ディ・トラペックス油剤

適用病害虫名

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ネ
キ
リ
ム
シ
類

軟
腐
病

う
ど
ん
こ
病

クリーンカップ

有効成分

F
R
A
C
コ
ー

ド

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ

ウ

こ
ぶ
病

紋
羽
病

黒
葉
枯
病

斑
点
病

根
腐
病

ヨ
ト
ウ
ム
シ

し
み
腐
病

○

○

アミスターオプティフロアブル ○

カスミンボルドー ○

ポリベリン水和剤 ○ ○

　ダゾメット粉粒剤：ガスタード微粒剤、バスアミド微粒剤

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

○

シグナムＷＤＧ

ユニフォーム粒剤

○
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ながいも（やまのいも）

病害虫名及び防除時期

種いも消毒  

1 ○

褐色腐敗病 ○

植付前 1 　前年に発生をみたら連作を避ける。

2 　無病種子を選ぶ。 ○

○

植付前 1

○

根腐病 ○

植付前 1 　発生をみたら連作を避ける。

2 　無病種子を選ぶ。 ○

植付前 1

2 　土壌消毒(全面処理)を行う。

○

○

○ ビニールは変性しやすいので使用しない。

○ 地温が10℃以下の低温期では効果が劣る。

3 　簡易土壌消毒(植溝処理)を行う。

○ 簡易土壌消毒法は、全面処理に比べ効果が劣る。

○

○

○

4 　作条土壌混和(植溝処理)を行う。

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク80

青かび病

植付前 1 ○

○

○

2

種いも消毒後、切口に消石灰を塗布するとコルク化(乾
燥)が促進される。

除覆後、耕起してガス抜きをし、農薬の残臭のないこと
を確認してからは種又は定植をする。
ガス抜きが不十分だと発芽障害、生育初期の生育不良を
起こすので、粘土質土壌や連続降雨、あるいは注入量が
多い場合は放置期間を長くするか耕起反転を十分に行っ
て完全にガス抜きをする。
特に低温処理の場合はガスが抜けにくいので注意が必要
である。

　トレンチャー耕用トラクターに施薬機を設置し、植
溝耕起と同時作業で、ユニフォーム粒剤（F:11､4）を
土壌混和する。

[薬剤による防除法]

　畑の土壌をていねいに耕起整地してから、次の薬剤
のいずれかを専用のかん注機を使用して30cm千鳥で深
さ約15cmに注入する。直ちに地表面をポリエチレン
フィルム等で被覆し、ガスもれしないようにフィルム
の端は土中に埋め込む。
　処理後10日以上経過(地温と被覆期間参照)してから
ポリエチレンフィルム等を除去し、再び耕起してガス
抜きを行う。

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤＊（F:-、I:8B）

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤＊（F:-、I:8B）

　トレンチャーで植溝を耕起した後、次の薬剤のいず
れかを植溝処理し、10日間以上被覆する。
　除覆後は、特にガス抜きをする必要はないが、10日
以上経過してから、薬剤の残臭がないことを確認して
植え付ける。

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤＊（F:-、I:8B）

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤＊（F:-、I:8B）

注入の時は風向きを考慮し、ガスを吸入しないように注
意する。

切りいもを使用する場合は、切断後速やかに薬剤処理を
行う。

　植付前、種いもを洗浄するか、ていねいに土を落と
してから次の薬剤のいずれかを浸漬する。
　ベンレートＴ水和剤20（F:M03､1）
　ベルクートフロアブル（F:M07）
　ＩＣボルドー６６Ｄ（F:M01）

消毒後の種いもは風通しのよい場所に保管し、切口をコ
ルク化(乾燥)させる。また、長期間の保管は避け、早め
に植付する。

　植付前、種いもを洗浄するか、ていねいに土を落と
してからベルクート水和剤（F:M07）を種いもに粉衣
する。

種いも消毒後、切口に消石灰を塗布するとコルク化(乾
燥)が促進される。

防除方法 参考及び注意事項

消毒後の種いもは風通しのよい場所に保管し、切口をコ
ルク化(乾燥)させる。また、長期間の保管は避け、早め
に植付する。

クロルピクリンくん蒸剤は住宅や畜舎などの近くでは使
用しない。

クロルピクリンくん蒸剤及びこれらの混合剤を使用する
ときは、必ず土壌くん蒸用の防護マスクを着用するな
ど、「Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬」p24の使用上の
注意事項を遵守する。

簡易土壌消毒法は、被害の激しい畑で行うと防除効果が
低いので、全面処理による土壌消毒を行う。

31　ながいも(やまのいも:「むかご」を含む)

　植付前、種いもを洗浄するか、ていねいに土を落し
てから次の薬剤のいずれかを浸漬する。
　ベンレートＴ水和剤20（F:M03､1）
　ティービック水和剤（F:M03､20）

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

(1)　防除方法

(切いもの腐敗防止)

[薬剤による防除法]

　種いも消毒は、褐色腐敗病及び根腐病の項に準じて
行う。

切いもを使用する場合には、切いも腐敗防止対策を講ず
る。

切口の腐敗は、主にペニシリウム属菌や細菌に起因し、
高温・過湿により助長される。

種いも消毒後、切口に消石灰を塗布するとコルク化(乾
燥)が促進される。

切口の腐敗は、主にペニシリウム属菌や細菌に起因し、
高温・過湿により助長される。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　植付前、種いもを洗浄するか、ていねいに土を落し
てからベンレートＴ水和剤20（F:M03､1）に浸漬す
る。

消毒後の種いもは風通しのよい場所に保管し、切口をコ
ルク化(乾燥)させる。また、長期間の保管は避け、早め
に植付する。

被覆期間(日)

高温 25～35 ７～10

中温 15～25 10～15

低温 ７～15 20～30

処理時の地温(℃)
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ながいも（やまのいも）

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

えそモザイク病

植付前 1 　健全いも(むかご)を種いもに用いる。

生育全期 2 　採種ほでは発病株を早期に抜き取る。

生育全期 1

葉渋病

植付前 1 　連作を避ける。

収穫後 2 　被害茎葉は集めて処分する。

発病初期 1 ○

 

2 　無人航空機散布 ○ 無人航空機散布では以下のことに注意する。

　次の薬剤のいずれかを散布する。 (1)

　ベルクートフロアブル（F:M07）

　トップジンＭゾル（F:1） (2)

　アミスター20フロアブル（F:11）

　オンリーワンフロアブル（F:3）

(3)

炭疽病

植付前 1 　連作を避ける。

収穫後 2 　被害茎葉は集めて処分する。

発病初期 1

アブラムシ類

植付時 1 ○

萌芽期 2 　アクタラ粒剤５（I:4A）を株元に散布する。

発生初期 3 ○ ベネビアＯＤは以下のことに注意する。
(1) アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。
(2)

4 　無人航空機散布 ○ 無人航空機散布の注意事項は葉渋病の項参照。

　次の薬剤のいずれかを散布する。

　トレボンエアー(I:3A）

　アドマイヤー顆粒水和剤(I:4A)

[薬剤による防除法]

散布時の風速が3.0m/s以上では散布区域外への飛散が問
題となるので、散布は行わない。

散布農薬の飛散によって動植物への危被害、自動車の塗
装等に被害を生ずるおそれがあるので、散布区域内の諸
物件の位置等を事前に確認する。また、水源池、飲料用
水、養魚池、養魚田等に散布液が飛散流入しないように
飛散防止対策を行う。

畦に対して平行及び直交方向のいずれの飛行でも防除効
果に差は認められないが、直交方向の飛行は茎葉への薬
剤の付着がより安定する。

[耕種的防除法]

ストロビーフロアブルには浸透性を高める展着剤は使用
しない。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを10日毎に
散布する。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを10日毎に
散布する。

主な寄生種はジャガイモヒゲナガアブラムシとワタアブ
ラムシである。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に薬害の
有無を十分確認してから使用する。

[薬剤による防除法]

[薬剤による防除法]

　アドマイヤー１粒剤（I:4A）を植溝に散布し、
軽く混和した後、植え付ける。

[耕種的防除法]

[薬剤による防除法]

　栽培期間中の感染を防止するため、萌芽期からアブ
ラムシ類の防除(アブラムシ類の項参照)を十分行う。

[耕種的防除法]
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ながいも（やまのいも）

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

ヤマノイモコガ

(ナガイモコガ)

植付時 1

萌芽期 2 　アクタラ粒剤５（I:4A）を株元に散布する。

発生初期 3 ○

○

○ ベネビアＯＤの注意事項はアブラムシ類の項参照。

　無人航空機散布 ○

　次の薬剤のいずれかを散布する。

　トレボンエアー(I:3A）

　ベネビアＯＤ(I:28)

ネキリムシ類

植付時 1

生育初期 2 　ガードベイトＡ（I:3A）を株元散布する。

ハダニ類 　　

発生初期 1

線虫類

植付前 1 ○

2 ○

○

3 　 　

＊ 〔クロルピクリンくん蒸99.5%液剤〕

1 　クロールピクリン

＊ 〔クロルピクリンくん蒸80.0%液剤〕

　ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

2 ○

○ ガス抜きについては根腐病の項を参照。

　対抗植物マリーゴールド（フレンチ種、アフリカン
種）又はヘイオーツを輪作し、鋤き込む。

ネグサレセンチュウはきくやイネ科の作物の跡地に多発
することがあるので注意する。

　フォース粒剤（I:3A）を植溝に散布し、軽く混和し
た後、植え付ける。

[薬剤による防除法]

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

4 無人航空機散布の注意事項は葉渋病の項参照。

コテツフロアブルによりナガイモコガを防除する場合、
ハダニ類（カンザワハダニ）を防除する必要はない。

　ディ・トラペックス油剤（I:8F､8A）を土壌注入す
る。

ディ・トラペックス油剤は「むかご」には使用できない
ので注意する。

　マリーゴールドは、直播の場合、は種後２ケ月間栽
培してから鋤き込む。栽植距離は15×20cm以下(10a当
たり33,333株以上)とする。移植の場合には移植後40
～55日間栽培してから鋤き込む。栽植距離は40×
40cm(10a当たり6,250株)

ヘイオーツはマリーゴールドに比べ効果がやや劣るの
で、線虫低密度ほ場で利用する。

対抗植物を栽培した場合には、雑草が多いと防除効果が
低下するので、除草に努める。

[薬剤による防除法]

　クロルピクリンくん蒸99.5%液剤＊（I:8B）及びク

ロルピクリンくん蒸80.0%液剤＊（I:8B）による防除
は、「根腐病」の項を参照する。

　ヘイオーツは、は種後２ケ月間以上栽培してから鋤
き込む。は種量は10a当たり8～15kg。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法（ネグサレセンチュウ対象）]

　アクタラ粒剤５（I:4A）を植溝に散布し、軽く混和
した後、植え付ける。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

モスピラン顆粒水溶剤のむかごでの使用時期は収穫21日
前まで、同様にフェニックス顆粒水和剤は収穫14日前ま
でなので、使用時期には特に注意する。

[薬剤による防除法]
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ながいも

クロルピクリンくん蒸剤99.5％液剤* 8B クロルピクリン ◎ ◎

クロルピクリンくん蒸剤80.0％液剤* 8B クロルピクリン ◎ ◎

11 アゾキシストロビン

4 メタラキシルＭ

8F メチルイソチオシアネート

8A Ｄ－Ｄ

M03 チウラム

1 ベノミル

M03 チウラム

20 ペンシクロン

ＩＣボルドー６６Ｄ M01 塩基性硫酸銅 ◎

ベルクートフロアブル M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ◎ ○ ○

ベルクート水和剤 M07 イミノクタジンアルベシル酸塩 ○ ○

ジマンダイセン水和剤 M03 UN マンゼブ ○ ○

M03 マンネブ

1 チオファネートメチル

キノンドー水和剤40 M01 有機銅 ○

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○

フジドーＬフロアブル M01 塩基性硫酸銅 ◎

コサイド３０００ M01 水酸化第二銅 ○

M01 有機銅

M05 ＴＰＮ

ダコニール１０００ M05 ＴＰＮ ◎ ◎

トップジンＭ水和剤 1 チオファネートメチル ◎ ◎

トップジンＭゾル 1 チオファネートメチル ○

フロンサイド水和剤 29 フルアジナム ◎

フロンサイドＳＣ 29 フルアジナム ○

ストロビーフロアブル 11 クレソキシムメチル ◎

アミスター20フロアブル 11 アゾキシストロビン ○ ○

メジャーフロアブル 11 ピコキシストロビン ○

オンリーワンフロアブル 3 テブコナゾール ◎

(２)掲載農薬一覧（ながいも）

ヤ
マ
ノ
イ
モ
コ
ガ

有効成分

褐
色
腐
敗
病

F
R
A
C
コ
ー

ド

ユニフォーム粒剤

農薬名

Ｉ
R
A
C
コ
ー

ド

葉
渋
病

炭
疽
病

適用病害虫名

ティービック水和剤

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

◎ ◎○

線
虫
類

ベンレートＴ水和剤20

青
か
び
病

ディ・トラペックス油剤 ○

○

◎印は、各々の病害虫を対象に「むかご」にも使用できることを示す。ただし、トップジンＭ水和剤、ダコニール１０００は、ながい
もに使用する場合と収穫前日数が異なるので注意する。

根
腐
病

○

○ ○

ナ
ガ
イ
モ
コ
ガ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

＊クロルピクリンくん蒸99.5%液剤：クロールピクリン

　クロルピクリンくん蒸80.0%液剤：ドジョウピクリン、ドロクロール、クロピク８０

シトラーノフロアブル

○ラビライト水和剤 ○
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ながいも

ヤ
マ
ノ
イ
モ
コ
ガ

有効成分

褐
色
腐
敗
病

F
R
A
C
コ
ー

ド

農薬名

Ｉ
R
A
C
コ
ー

ド

葉
渋
病

炭
疽
病

適用病害虫名

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

線
虫
類

青
か
び
病

根
腐
病

ナ
ガ
イ
モ
コ
ガ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

アクタラ粒剤５ 4A チアメトキサム ○ ○

フォース粒剤 3A テフルトリン ○

ガードベイトＡ 3A ペルメトリン ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○ ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ◎ ◎

トレボンＥＷ 3A エトフェンプロックス ○

トレボンエアー 3A エトフェンプロックス ○ ○

マブリック水和剤20 3A フルバリネート ○ ○

オルトラン水和剤 1B アセフェート ○ ○

◎ ◎

□ □

アドマイヤー１粒剤 4A イミダクロプリド ○

アドマイヤー顆粒水和剤 4A イミダクロプリド ○

アクタラ顆粒水溶剤 4A チアメトキサム ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン ○

トランスフォームフロアブル 4C スルホキサフロル ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ◎

アタブロン乳剤 15 クロルフルアズロン ◎

コテツフロアブル 13 クロルフェナピル ◎

フェニックス顆粒水和剤 28 フルベンジアミド ◎

プレバソンフロアブル５ 28 クロラントラニリプロール ○

ベネビアＯＤ 28 シアントラニリプロール ○ ○

ハチハチ乳剤 39 21A トルフェンピラド ○ ○

コロマイト乳剤 6 ミルベメクチン ◎

マイトコーネフロアブル 20D ビフェナゼート ○

カネマイトフロアブル 20B アセキノシル ○

ダニサラバフロアブル 25A シフルメトフェン ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド

□印は「種芋栽培」にも使用できることを示す。ただし、種芋栽培と成いも栽培では使用回数が異なるので注意する。

◎印は、各々の病害虫を対象に、「むかご」にも使用できることを示す。ただし、フェニックス顆粒水和剤、コテツフロアブル及びモ
スピラン顆粒水溶剤は、ながいもに使用する場合と収穫前日数が異なるので注意する。
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ばれいしょ

32　ばれいしょ  

病害虫名及び防除時期

疫病
植付前 1

2

６月中旬～ 1 ○
７月下旬

○

2
○

＊ 〔マンゼブ水和剤〕
ジマンダイセン水和剤、グリーンダイセンＭ水和剤、
※ペンコゼブ水和剤は無人ヘリ散布の登録はない。

○ 無人航空機散布では以下のことに注意する。
　 (1)

　
(2)

夏疫病   
６月中旬～ 1

７月下旬

ウイルス病
植付前 1

○ 本病はアブラムシ類によって伝播される。
生育全期 1 ○ アブラムシ類の項参照。

軟腐病
植付前 1

2
3

掘取時 4

黒あざ病
植付前 1  

2

(1)粉衣法
次の薬剤のいずれかを種いもに粉衣する。
モンセレン粉剤ＤＬ（F:20）
バリダシン粉剤ＤＬ（F:U18）
ベンレート水和剤 （F:1）

(2)浸漬法
次の薬剤に種いもを浸漬する。
リゾレックス水和剤（F:14）
モンセレン顆粒水和剤（F:20）

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]
　連作を避ける。
　無病の種いもを選ぶ。

[耕種的防除法]
　連作を避ける。
　窒素質肥料の多施用を避ける。
　できるだけ排水をよくする。

曇、雨天の多いときは、登録の範囲内で散布回数を
増やす。
銅水和剤とエムダイファー水和剤又はマンゼブ水和
剤との10日以内の近接散布は、薬害のおそれがあ
る。

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項
[耕種的防除法]

　窒素質肥料の多施用を避ける。

[薬剤による防除法]
　初発生の頃から７～10日おきに３回位、「掲載農薬一
覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

　無病種いもを選ぶ。

　無人航空機散布

　初発生の頃からマンゼブ水和剤＊（F:M03）を散布す
る。

　種いもは採種ほ産のものを使用し、毎年更新する。

散布時の風速が3.0m/sec以上では散布区域外への飛
散が問題となるので、散布は行わない。

[薬剤による防除法]

[耕種的防除法]

散布農薬の飛散によって動植物への危被害、自動車
の塗装等に被害を生ずるおそれがあるので、散布区
域内の諸物件の位置等を事前に確認する。また、水
源池、飲料用水、養魚池、養魚田等に散布液が飛散
流入しないように飛散防止対策を行う。

　初発生の頃から７～10日おきに数回、「掲載農薬一
覧」にある薬剤のいずれかを散布する。

ジマンダイセン水和剤と銅を含む薬剤との10日以内
の近接散布は、薬害のおそれがある。

　萌芽期からアブラムシ類の防除を十分に行う。

　掘取りのときは、傷をつけないように注意する。

[薬剤による防除法]
種いもを次のいずれかの方法で消毒する。
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ばれいしょ

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項
そうか病

植付前 1

2 ○ 石灰類を使用する場合は、前作に施用する。

3

1 ○

アグリマイシン-１００（F:25､41） ○

アタッキン水和剤（F:25､1）

○ 消毒した種いもは、食用や家畜の飼料にしない。

2

フロンサイド水和剤（F:29）

スキャブロックＳＣ（F:36）

3

○
1

植付前 ○
2

○ センチュウの発生密度(卵数/乾土lg)
3 　　低密度　　10個未満

　　中密度　　10個以上～100個未満
　　高密度   100個以上

○

1 ○

バイデートＬ粒剤（I:1A) ○

ネマトリンエース粒剤（I:1B）

ネマキック粒剤（I:1B） ＊ 〔フルオピラム粒剤〕

ラグビーＭＣ粒剤（I:1B） ビーラム粒剤、ネマクリーン粒剤

　 フルオピラム粒剤＊（I:7） ○

ケラ
植付前 1

アブラムシ類
植付時 1 ○ 土壌施用の場合は株当たり1.0～1.5g程度とする。

＊ 〔アセフェート粒剤〕
オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤

2

発生初期 3

1 ○ オルトラン水和剤は幼虫のみに有効である。

発生初期

　抵抗性品種(キタアカリ)を栽培する。

　植付前、次の薬剤のいずれかを種いもに瞬間浸漬(５～
10秒程度)する。

　植付前にフロンサイド粉剤（F:29）を全面散布し、土
壌混和する。

薬害のおそれがあるので、種いもは未萌芽のものを
使用し、消毒後は直ちに十分乾燥させる。

薬剤防除は、高密度ほ場で抵抗性品種を作付する場
合にのみ実施し、減収を回避する。

バイデートＬ粒剤は、石灰やアルカリ性肥料との同
時施用を避け、１週間間隔をあけて施用する。

センチュウは土壌に付いて未発生地に拡散するの
で、耕作機械や散布機の洗浄や収穫物の管理等に注
意し、まん延を防止する。

切断前の種いも消毒は、種いもを床などに広げ、薬
液を均一に散布するか、薬液に浸漬する。

　連作を避ける。

抵抗性品種を作付すると、収穫後の線虫密度は植付
前の２割まで減少する。

定期的な植物検診、土壌検診を行い、発生の確認、
発生密度を把握する。
植物検診、土壌検診は農業普及振興室等の指導を受
けて行う。

[耕種的防除法]

　連作を避ける。

ジャガイモシスト
センチュウ

[耕種的防除法]

　次の薬剤のいずれかを、切断前の種いもに消毒する。

　石灰やアルカリ性肥料の使用を避ける。

　種いもは無病のものを選ぶ。

[薬剤による防除法]

　種いもは採種ほ産のものを使用し、毎年更新する。

テントウムシダ
マシ（オオニ
ジュウヤホシテ
ントウ）

[薬剤による防除法]
　発生初期から「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれか
を散布する。

[薬剤による防除法]

　次の薬剤のいずれかを全面施用し、土壌とよく混和す
る。

　発生初期から「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれか
を散布する。

[薬剤による防除法]

　植付時に、ダントツ粒剤(I:4A)を植溝に散布し土壌混
和する。

　植付時に、次の薬剤のいずれかを作条処理し、土壌と
混和する。

　アセフェート粒剤＊（I:1B)
　アクタラ粒剤５(I:4A)

[薬剤による防除法]
　ダイアジノン粒剤３（I:1B）を作条施用し、土とよく
混合する。
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ばれいしょ

 硫酸銅(ボルドー液用) M01 硫酸銅五水塩 ○ ○

M01 塩基性塩化銅

M02 UN 硫黄

銅水和剤＊ M01 塩基性塩化銅 ○

コサイド３０００ M01 水酸化第二銅 ○

Ｚボルドー M01 塩基性硫酸銅 ○

ＩＣボルドー６６Ｄ M01 塩基性硫酸銅 ○

エムダイファー水和剤 M03 マンネブ ○

マンゼブ水和剤＊ M03 UN マンゼブ ○ ○

ダコニール１０００ M05 ＴＰＮ ○

M03 マンネブ

1 チオファネートメチル

4 メタラキシルＭ

M03 UN マンゼブ

フロンサイド水和剤 29 フルアジナム ○ ○

フロンサイドＳＣ 29 フルアジナム ○ ○

リゾレックス水和剤 14 トルクロホスメチル ○

40 ジメトモルフ

M01 塩基性塩化銅

40 ジメトモルフ

45 アメトクトラジン

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

M03 UN マンゼブ

40 ベンチアバリカルブイソプロピル

27 シモキサニル

27 シモキサニル

M03 UN マンゼブ

27 シモキサニル

11 ファモキサドン

49 オキサチアピプロリン

11 ファモキサドン

ランマンフロアブル 21 シアゾファミド ○

モンセレン粉剤ＤＬ 20 ペンシクロン ○

モンセレン顆粒水和剤 20 ペンシクロン ○

バリダシン粉剤ＤＬ U18 バリダマイシン ○

ベンレート水和剤 1 ベノミル ○

25 ストレプトマイシン硫酸塩

41 オキシテトラサイクリン

25 ストレプトマイシン硫酸塩

1 チオファネートメチル

フロンサイド粉剤 29 フルアジナム ○

スキャブロックＳＣ 36 フルスルファミド ○

　※ペンコゼブ水和剤は無人ヘリ散布の登録はない。

ホライズンドライフロアブル

カーゼートＰＺ水和剤

○ ○

○

アグリマイシン-１００

○

ベンチアバリカルブイソプロ

ピル・マンゼブ水和剤＊ ○

フェスティバルＣ水和剤 ○

ザンプロＤＭフロアブル ○

○

ラビライト水和剤 ○

リドミルゴールドＭＺ ○  

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

疫
病

適用病害虫名

園芸ボルドー ○ ○

そ
う
か
病

ジ
ャ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ

オ
オ
ニ
ジ
ュ

ウ
ヤ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

夏
疫
病

黒
あ
ざ
病

ケ
ラ

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
幼
虫

(2)　掲載農薬一覧（ばれいしょ）

アタッキン水和剤 ○

I
R
A
C
コ
ー

ド

　マンゼブ水和剤：ジマンダイセン水和剤、グリーンダイセンＭ水和剤、ペンコゼブ水和剤

　ベンチアバリカルブイソプロピル・マンゼブ水和剤：ベネセット水和剤、カンパネラ水和剤

ベトファイター顆粒水和剤

＊銅水和剤：クプラビットホルテ、ドイツボルドーＡ

ゾーベックエンカンティアＳＥ ○
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ばれいしょ

農薬名

F
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

疫
病

適用病害虫名

そ
う
か
病

ジ
ャ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ

オ
オ
ニ
ジ
ュ

ウ
ヤ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

夏
疫
病

黒
あ
ざ
病

ケ
ラ

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
幼
虫

I
R
A
C
コ
ー

ド

ネマトリンエース粒剤 1B ホスチアゼート ○

ネマキック粒剤 1B イミシアホス ○

ラグビーＭＣ粒剤 1B カズサホス ○

バイデートＬ粒剤 1A オキサミル ○

フルオピラム粒剤＊ 7 フルオピラム ○

ダイアジノン粒剤３ 1B ダイアジノン ○

ダイアジノン水和剤34 1B ダイアジノン ○

アセフェート粒剤＊ 1B アセフェート ○

ジェイエース水溶剤 1B アセフェート ○

オルトラン水和剤 1B アセフェート ○ ○

アクタラ粒剤５ 4A チアメトキサム ○

アクタラ顆粒水溶剤 4A チアメトキサム ○

ダントツ粒剤 4A クロチアニジン ○

ダントツ水溶剤 4A クロチアニジン ○

ベストガード水溶剤 4A ニテンピラム ○

モスピラン顆粒水溶剤 4A アセタミプリド ○

アドマイヤー顆粒水和剤 4A イミダクロプリド ○ ○

アグロスリン水和剤 3A シペルメトリン ○

アディオン乳剤 3A ペルメトリン ○

トレボン乳剤 3A エトフェンプロックス ○

スカウトフロアブル 3A トラロメトリン ○

サイハロン水和剤 3A シハロトリン ○

テルスター水和剤 3A ビフェントリン ○

チェス顆粒水和剤 9B ピメトロジン ○

コルト顆粒水和剤 9B ピリフルキナゾン ○

ウララＤＦ 29 フロニカミド ○

＊フルオピラム粒剤：ビーラム粒剤、ネマクリーン粒剤

　アセフェート粒剤：オルトラン粒剤、ジェイエース粒剤
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スイートコーン

1

2

3

1

2

1

1 ○

○
(1)

(2)

1 ○

○

1

1 ○

第1回目

　「掲載農薬一覧」にある薬剤を散布する。

第2回目

6月中旬～下旬

発生初期

アワヨトウ [薬剤による防除法]

は種前

収穫後

すす紋病 [耕種的防除法]

　発生畑では被害茎葉を集めて処分する。

　連作を避ける。

(1) 防除方法

病害虫名及び防除時期 防除方法 参考及び注意事項

黒穂病 [耕種的防除法]

　病原菌は堆肥又は飼料にしても全部死滅しないの
で、堆肥や飼料に用いないこと。

は種前 　連作を避ける。

出穂後 　発病株は速やかに抜き取って処分するか、土中深く
埋める。

33　スイートコーン

ツマジロクサヨトウ [薬剤による防除法]

幼虫は絹糸を食べながら雌穂内に食入するので、絹
糸に十分かかるように農薬散布する。

多発時には絹糸抽出後に1週間間隔で2回散布する。
この場合、フェニックス顆粒水和剤、プレバソンフ
ロアブル５、ヨーバルフロアブルまたはディアナＳ
Ｃを散布すると、アワノメイガを同時防除できる。

オオタバコガ [薬剤による防除法]

8月中旬～9月中旬

やむを得ず他の薬剤と混用する場合には、事前に薬
害の有無を十分確認してから使用する。

雄穂抽出始～

絹糸抽出期

農薬散布は、幼虫食入防止を狙い、第1回目は幼虫の
よく集まる生長点、第2回目以降は雌穂にも十分散布
する。

ベネビアＯＤは以下のことに注意する。

アルカリ性の農薬や肥料との混用は避ける。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれか2回、散布す
る。粒剤は株の上から均一に散粒する。

アワノメイガ [薬剤による防除法]

ベネビアＯＤの注意事項はアワノメイガの項参照。

　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

ムギクビレアブラムシ 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

絹糸抽出期

発生初期

発生初期 　「掲載農薬一覧」にある薬剤のいずれかを散布す
る。

アブラムシ類 [薬剤による防除法]
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スイートコーン

1B ダイアジノン ○

1B アセフェート ○ ○

1B ＭＥＰ

3A フェンバレレート

3A エトフェンプロックス ○ ○

3A シペルメトリン ○ ○

4A ジノテフラン ○

4C スルホキサフロル ○

5 スピネトラム ○ ○

6 エマメクチン安息香酸塩 ○ ○

11A ＢＴ（生菌） ○

14 カルタップ ○

14 カルタップ ○ ○

22B メタフルミゾン ○ ○

28 クロラントラニリプロール ○ ○ ○

28 フルベンジアミド ○ ○ ○

28 テトラニリプロール ○ ○ ○

28 シアントラニリプロール ○ ○ ○

29 フロニカミド ○

UN ピリダリル ○

*ジノテフラン水溶剤：スタークル顆粒水溶剤、アルバリン顆粒水溶剤

アグロスリン乳剤

ディアナＳＣ

トランスフォームフロアブル

アファーム乳剤

トレボン乳剤

ジノテフラン水溶剤*

注　「スイートコーン」は農薬登録上は、「野菜類」ではなく「穀類」である。「野菜類」での登録農薬は使えないの
で注意する。

エスマルクＤＦ

アクセルフロアブル

プレバソンフロアブル５

フェニックス顆粒水和剤

プレオフロアブル

ヨーバルフロアブル

ベネビアＯＤ

パダン粒剤４

パダンＳＧ水溶剤

ウララＤＦ

パーマチオン水和剤

ダイアジノン粒剤５

オルトラン水和剤

○

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

○

適用病害虫名
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ

(2) 掲載農薬一覧（スイートコーン）

農薬名

I
R
A
C
コ
ー

ド

有効成分

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

ム
ギ
ク
ビ
レ
ア
ブ
ラ
ム
シ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
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野菜共通

34　野菜共通

病害虫名及び防除時期

苗立枯病

土壌病害

1 ○

○

は種前又は定植前 ○

○

○

は種又は定植前 1

○

2

○

3 　ヘイオーツは、は種後２ケ月間以上栽培してから
鋤き込む。は種量は10a当たり8～15kg。

消毒期間は、７月中旬～８月中旬の夏期高温の時期
とする。

ネグサレセンチュウはきくやイネ科の作物の跡地に多
発することがあるので注意する。

ヘイオーツはマリーゴールドに比べ効果がやや劣るの
で、線虫低密度ほ場で利用する。

対抗作物を栽培した場合には、雑草が多いと防除効果
が低下するので、除草に努める。

ネグサレセン
チュウ類 [耕種的防除法]

　対抗植物マリーゴールド(フレンチ種、アフリカン
種)又はヘイオーツを輪作し、鋤き込む。

　マリーゴールドは、直播の場合、は種後２ケ月間
栽培してから鋤き込む。栽植距離は15×20cm以下
(10a当たり33,333株以上)とする。移植の場合には移
植後40～55日間栽培してから鋤き込む。栽植距離は
40×40cm(10a当たり6,250株)

(1)　防除方法

防除方法 参考及び注意事項

[耕種的防除法]

〔太陽熱利用
　　土壌消毒〕

　石灰窒素と太陽熱利用による土壌消毒法 切りわらの上に軽く散水しておくと、あとですき込む
時、石灰窒素が飛散しない。　ハウス内の土壌表面に５～10cmに切断した切わら

を10a当たり１～２t散布し、その上に石灰窒素を10a
当たり100～150kg散布後、耕土によく混ざるように
耕起する。高さ25cm、幅60～70cmの畦を立て透明ポ
リエチレンフィルム等で地表全面を被覆する。フィ
ルムマルチ下の畦の肩部まで多量に水を浸み込ませ
てから再びかん水しハウスを密閉して高温状態に保
つ。30日位密閉後ハウスを解放し、フィルムを除去
する。

(施設土壌の消毒) ハウス内の周縁部は浅く溝を掘り、水の流れをよくす
る。

被覆ビニール又はポリエチレンフィルムは穴のないも
のを用いる。

ハウスの破損箇所を補修するとともに出入口はよく密
閉する。

－野菜130 －
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